
第3號 】 砂川=奈 良縣下二於ケル結核死亡者ノ統計的観察 辮

社會醫學竝統計

奈良縣下 二於 ケル結核死 亡者 ノ統計的観察

(第 二 報)

奈良鮪 生技師 砂 ーー) 正 亮

節

節

章

章

一

二

一

二

第

第

第

第

緒 言

奈良縣二於ケル結核死亡状況
郡市町村別死亡状況

目

年次別死亡状況 附 全國蚊隣府縣 トノ

比較
第三章 結核死亡者ノ病類別観察

第四章 職業構成別人口封結核死亡
第五章 年齢級別人口i封結核死亡

第六章 登病年齢別結核死亡
第七章 結核登病ヨリ死亡迄ノ経過期間

次

第入章 結核獲病地ノ調査及縣外獲病者ノ諸観察
第一節 蛮病地別

第二節 縣外登病者ノ病類別

第三節 縣外蛋病者ノ職業別
第四節 縣外登病者ノ死亡年齢別

第五節 縣外號病者獲病ヨリ死亡迄ノ輕過年月
別

第九章 総 括

第十章 結 言

第一章 緒 言

土 俗 學者 ノ読 ク所 ニ ヨ レバ 大 和 ノ名 樗 ハ元 「山

戸」或 ハ 「山 門」 ノ語 ヨ リ起 リ上 古 ニ ハ 「玉籠 内

國 」トモ樗 ヘ シ ト謂 フ、其 ノ名 ノ稼 ツテ來 レル 如

ク我 奈良 縣 ハ四 面 環 山 ノ別 天 地 タ リ、 且 ツ我 皇

酢i登祥 、 建 國 ノ塞 地 ニ シテ古 色 蒼 然 タル歴 史 的

情 調 ト風 光 明 媚 ナ ル天 然 ノ美 二恵 マ レタル所 ナ

ル ガ陰 瞼 ナ ル結 核 菌 ハ此 ノ清 浮 ナ ル匿 域 ニモ侵

襲 シ60萬 生民 テ 脅 威 セ リ、 余 ハ数 年 來 職 テ此

塵 二奉 ジ直接 縣 民 保 健 ノ衝 二當 ル關 係 上 、公 私

生 活 テ通 ジテ柳 力縣 下 ノ結 核 調 査 テ爲 シ、 嚢 ニ

ハ昭 和4、5,6-3年 間 二於 ケ ル結 核 死 亡者 ノ統

計 的 観 察 テー報 トシテ 「結 核 」第13巻 第1號 誌

上 二掲載 セル ガ其 後 倫 、 今村 教 授 ノ指 導 ニ ヨ リ

昭 和7、8、9、10'一 一4年 間 二亙 ル調 査 テ爲 セ ル ニ

ヨ リ弦 二其 概 要 テ記 セ ン トス
。

第二章 奈艮縣二於ケル結核死亡状況

第 一 節 郡 市 町 村 別 死 亡 状 況

昭和7、8、9、10年 一4年 間 奈 良縣 下 二於 ケ ル結

核死 亡総 撒 ハ男2238人 、女1976人 計4214人 ニ

シテ其 ノ4年 李均 人 口萬封 死 亡卒 ハ男18.1人 、

女15.9人 、 男 女 テ通 シテ17.0人 ナ リ.

郡市 別 二於 ケル4年 李 均 死 亡卒 ノ高 率 順 ハ

第1位 山 邊 郡(65.5人)

第2位 奈 良 市(20.1人)

第3位 宇 智 郡(18.9人)

第4位 宇 陀 郡(15.1人)

第5位 吉 野 郡(12.8人)

ニ シテ最 モ低 卒 ナ ル ハ添 上 郡(4 .1人)、 次 ハ南

葛 城 郡(8・0人)、 磯 城 郡(11.2人)、 北 葛 城 郡

(11・9人)、 生駒 郡(12.4人)ノ 順 ナ リ。

市 部 ト郡 部 テ比 較 ス レバ郡 部(10郡 不 均)16.7

人 二封 シ、奈 良 市20.1人 ニ シテ市 部 ハ郡 部 ヨ リ
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モ3.4人 高 久 又 性 別 二於 テ ハ市 郡 テ通 ジ テ男 尚 、郡 市 別 結 核 死 亡 状 況 テ表 示 ス レ バ 下 ノ如

ハ女 ヨ リ,モ高 卒 ナ リ。 シ。

第1表 年次別郡市別結核死 亡

郡 市 名
1結 核 死 亡 数 4年 亭均

口 数
同人口萬
封死亡牽

昭和4、5
6-3年

卒均死 亡

率

性別
昭和7年1昭 和8年1昭 和9年1"召和1・年14年 圃 人

一 一 一

生 駒 郡

男 57 71 62 56 61.5 40,112 15.3

女 33 38 53 36 40.0 41,926 9.5

計 90 109 115 92 101.5 82,038 12.4 12.5

添 上 郡

男 17 14 25 16 18.0 45,391 4.0

女 9 19 27 23 19.5 46,081 4.2

計 26 33 52 39 37.5 91,472 4.1 10.2

山 邊 郡

男 95 138 158 212 150.8 23,035 66.5

女 87 121 177 199 146.0 22,244 65.6

計 182 259 335 411 296.8 45,279 65.5 30.6

磯 城 郡

男 43 55 49 42 47.3 38,748 12.2

女 44 39 44 34 40.3 39,255 10.3

計 87 94 93 76 87.5 78,003 11.2 10.7

高 市 郡

男 27 33 29 33 30.5 23,223 13.1

女 33 30 31 32 31.5 23,342 13.5

計 60 63 60 65 62.0 46.'565 13.3 12.9

北葛城郡

男 46 67 47 63 55.8 34,461 16.2

女 39 37 42 49 41.8 47,438 8.8

計 85 104 89 112 67.5 81,899 11.9 10.9

南葛城郡

男 9 14 15 13 12.8 16,131 7.9 o

女 15 7 16 15 13.3 16,447 8.1

計 24 21 31 28 26.0 32,578 8.0 8.9

宇 智 郡

男 28 28 20 23 24.8 12,813 19.8

女 24 27 20 25 24.0 13,027 18.4

計 52 55 40 48 48.8 25,840 18.9 18.4

宇 陀 郡

男 35 33 36 30 33.5 19,891 16.8

女 26 33 22 24 26.3 19,690 13.4

計 61 66 58 54 59.8 39,581 15.1 12.1

男 58
-　 -

54

62 72 77 67.3 51,574 13.1

吉 野 郡 1女 69 73 56 63.0 49,994 12.6

1計 112 145 133 130.3 101,568 12.8 14.0

郡 部 計

男 415

131
--

515

一 一　

513 565 502.0 282,340 17.8

女 364 420 505 493 445.5 283,788 15.7

計 779 935 10コ8 1058 947.5 566,128 16.7 13.5

奈 良 市

男 54 46 60 70 57.5 25,968 22.1

女 52 43 47 52 48.5 26,819 18.1

計 106 89 107 122 106.0 52,787 20.1 32.8

合 計

男 469 561 573 635 559.5 308,308 18.1

女 416 463 552 545 494.0 310,607 15.9

計 885 1024 1125 、、80{,053.5 618,915 17.0 15.1
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以 上 ハ市 郡 別 二於 ケ ル結 核 死 亡 状 況 テ述 ベ タル

モ ノナル ガ、 更 二奈 良 縣 下152箇 市 町 村 別 二於

ケル状況 テ調 査 スル ニ其 ノ人 口萬 封死 亡率 ノ高

率順 ハ

第1位 山邊 郡 丹 波市 町(131.3人)

第2位 山邊 郡 二 階 堂村(86.9人1

第3位 宇 智 郡 南 宇 智 村(32。1人)

第4位 高市 郡 阪 合 村(27.8人)

第5位 高 市 郡 鴨 公村(26.2人)

一一.eシテ人 口萬封 死 亡…率20人 以 上 ノ町村20テ 算

シ、其 反 封 二低 率 順 ラ・墾 レバ 、(1)添 上郡 月瀬

村(1.9人)、(2)生 駒 郡 生 駒 村(2.3人)、(3)添

上郡治 道 村(2.7人)、(4)磯 城 郡 田原 本 町(3.9

人)、(5)南 葛 城 郡 大 正 村 及 生駒 郡 昭和 村(共 二

4.1人)ノ 順 ナ リ。

山邊郡 丹 波 市 町 ノ特 二高 傘 ナ ル ハ其 原 因 主 トシ

テ天 理教 ト ノ關係 二依 ル モ ノニ シテ、 今 同 町 二

於 ケル4年 間 ノ結核 死 亡 者809人 二就 テ調 査 ス

ル ニ元 來 土著 ノ町 民 ハ僅 二男29人 、 女38人 、

計67人 二過 ギ ズ、他 ノ742人 即 チ死 亡 者縮 敷 ノ

91.7%ハ 他 府縣 外 來 者 ナ リ、是 レ天 理 大 明静 ノ

御利 盆 テ信 ジテ全 國 ヨ リ滲 集 セル結 核 者 ガ此 地

ニテ死 スル モ ノ多 キ爲 ニ シテ天 理 教 興 隆 ト丹 波

市町繁 昌 ノ裏 面 二斯 ル悲 劇 アル ハ注 目 スベ キ事

ナ リ。

今 同 ノ4年 卒均 傘 ト前 同 ノ3年 李 均 卒 テ比 較 ス

ル ニ、 其 ノ高 位 順 二於 テ丹 波 市 町 ノ第1位 、 二

階堂 村 ノ第2位 ハ攣 ラズ 、而 シテ其 率 二於 テハ

何 レモ頗 ル昂 進 テ示 セ リ、 帥 チ丹 波 市 町 ハ前 同

65.9人 ヨ リ今 回131.3人 二進 ミ、二階 堂 村 二於

テハ44.2人 ヨ リ86.9人==S9加 セ リ、 爾他 二前

同 二比 シ著 シキ増 率 テ示 セル所 ハ添 ヒ郡 帯 解 町

ノ前 同9.9人 ヨ リ 今 同16.3人 へ、 同郡 明治 村

9.1人 ヨ リ17.7人 へ、生 駒 郡 李 城 村3.6人 ヨ リ

10.2人 へ、同 郡 安 堵 村14.4人 ヨ リ22.0人 へ

磯城郡 朝 倉 村7.2人 ヨ リ16.9人 へ、同郡 多武 峰

村5.6人 ヨ リ22.0人 へ 山邊 郡 束 里 村0ヨ リ

7・2人 へ、 同郡 針 ケ別 所 村4.7人 ヨ リ10.7人

へ 宇 陀郡 松 山 町1.6人 ヨ リ18.4人 へ 、 同郡 伊

那 佐 村8.4人 ヨ リ23.0人 へ、高 市 郡 阪 合 村17.8

人 ヨ リ27.8人 へ、 同郡 鴨 公村8.2人 ヨ リ26.2

人 へ、 北 葛 城 郡 五 位 堂 村6.6人 ヨ リ22.5人 へ、

同郡 王寺 町5.1人 ヨ リ12.3人 へ、南 葛 城 郡 秋 津

村2.8人 ヨ リ14.8人 へ、 宇 智 郡 北 宇 智 村10.1

ヨ リ18.0人 ・、、同 郡 南宇 智 村10.0人 ヨ リ32.1

入へ 、 同郡 阪 合 部 村5.2人 ヨ リ17.3人 へ、同郡

南 河 太村10.0人=リ16.2人 へ 、吉 野 郡 白銀 村

9.0人 ヨ リ17.2人 へ、同郡 上北II」村5.6人 ヨ リ

17.6人 へ等 ニ シテ、 又 其 ノ 反 封 二 前 同 二比 シ

低 減 セ ル 所 ハ、添 上郡 辰 市 村20.4人 ヨ リ10.1

人 へ 、 同郡 治 道 村4.4人 ヨ リ2.7人 へ、 生 駒 郡

筒 井 村14.3人 ヨ リ7.1人 へ、 同郡 矢 田村15.2

人 ヨ リ8.7人 へ 同郡 南 生 駒 村13.4人 ヨ リ6.8

人 へ、 同郡 生駒 町16.0人 ヨ リ2.3人 へ 同郡 昭

和村15.8人 ヨ リ4.1人 へ、 磯 城 郡 初 瀬 町15・7

人 ヨ リ6.8人 へ、同郡 川 西 村15.5人 ヨ リ5.4人

へ、 同郡 田原 本 町9.5人 ヨ リ3.9人 へ、 同郡 多

村14.8人 ヨ リ7.7人 へ 宇 陀 郡 政 始 村20.0人

ヨ リ6.1人 へ、 高 市 郡 畝 傍 町18.5人 ヨ リ10.0

人 へ、 同郡 飛 鳥 村16.2人 ヨ リ6.1人 へ、北 葛 城

村盤 城 村17.5人 ヨ リ9.7人 へ、同郡 下 田村37.9

人 ヨ リ17.5人 へ 南 葛 城 郡 葛 城 村16.2人 ヨ リ

9.4人 へ 同郡 大 正 村10.1人 ヨ リ4.1人 へ 宇

智 郡 五 條 町27.0人 ヨ リ22.7人 へ、 同郡 牧 野 村

20.0人 ヨ リ15.0人 へ 同郡 大 阿 太村25.1人 ヨ

リ7.6人 へ、 吉 野 郡 上市 町25.0人 ヨ リ8,2人

へ、 同郡 秋 野 村28.5人 ヨ リ14,3人 へ 同郡 丹

生 村38・3人 ヨ リ21.3人 へ、同郡 川 上 村21.1人

ヨ リ14.5人 へ 、 同郡 上龍 門村13.6人 ヨ リ5.5

人 く・、 同郡 中龍 門 村16.08人 ヨ リ8.8人 へ等 ナ

リ。 斯 ノ如 ク町 村 ニ ヨ リテ人 口萬 封 死 亡卒 ノ檜

減 ガ何 二基 因 スル ヵ テ知 ル事 ハ興 味 アル 問題 ナ

リ。

第 二節 年 次別 死 亡欺況 附全 國

拉隣 府縣 トノ比較

昭和4年 以來 ノ奈良縣結核死亡状況 テ年次別 二

観察 スルニ、人 口萬封死亡率男女李均昭和4年

14.8人 ヨリ昭和5年15.5人 二縢 リ、昭和6年
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15.0人 、 同7年14.3人 ト此 ノ2年 間 ハ聯 力下

降 セ ル モ昭 和8年 再 ビ上縢 シ テ16.5人 トナ リ、

更 二昭 和9年18.2人 、同10年19.0人 ト逐 年 壇

加 ノ趨 勢 テ示 セ リ(第2表 及 第1圖 参 照)。

第2表 年次人口萬封結核死亡率

年 列 性 別1撒 嶢亡搬 韓
男

昭和4年 女

計

男

女昭和5年

計

男

昭和6年 女

計

男

昭和7年 女

計

男

昭和8年 女

計

男

昭和9年 女

計

男

昭和10年 女

計

306749

305084

611833

303237

303824

607061

304951

304819

609770

308799

308086

616885

309428

310233

619661

309006

309646

618652

306011

314460

620471

46615.2

14.3438

14.8904

16.1488

14.9451

15.5939

16.6506

13.3405

15.0911

15.2469

13.5416

14.3885

18.1561

14.9463

16.51024

18.5573

17.8552

18.2・1125

20。8635

17。3545

19,01180

余 ガ前 同 登 表 セ ル昭 和4、5、6-3年 間 李 均 死 亡

卒 ト今 同 ノ昭和7、8、9、10-4年 間 李 均 死 亡 卒

テ比 較 スル時 ハ男 二於 テ2.1人 、 女1・7人 、 男

女 ラ通 シ テ1.9人 ノ壇 率 ナ リ.市 郡 別 二於 テ其

卒 ノ 著 シ ク檜 進 セ ル ハ 山邊 郡 ニ シ テ前 ノ30.2

人 ヨ リ今 同 ハ2倍 以 上 ノ65.5人 トナ リ、次 二宇

陀 郡 ハ12.1人 ヨ リ15.1人 二檜 加 シ、 爾 北 葛城

郡 及磯 城 郡 、 高 市 郡 、 宇智 郡 等 モ多 少 高 卒 トナ

第1圖 年次別結核死亡率
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レル ガ之 二反 シ低 卒 テ示 セル ハ奈 良 市 二於 テ前

回32.8人 ヨ リ今 同20.1人 ニ ナ レル テ最 トシ、

次 二添 上 郡 ハ10.2人 ヨ リ4.1人 二減 ジ、術吉 野

郡 、 南 葛城 郡 及 生 駒 郡 等 モ多 少 ヅ ・低 下 セ リ。

斯 ノ如 ク死 亡 卒 ノ市 郡 別 一 ヨ リテ攣 動 スル事 ア

ル ハ何 二基 クカ テ探 索 スル事 ハ結 核 豫 防方 策 テ

考 フル黙 ヨ リ興 味 アル事 項 ナ リ。

次 二昭 和7、8、9-3年 間帝 國死 因統 計 二表 ハ レ

タ ル数 字 ニ ヨ リ全 國 拉 隣 府 縣 二於 グル結 核 死 亡

率 テ比 較 スル ニ奈 良 縣 ハ人 口萬封18・83人aシ

テ1道3府43縣 中 第18位 ニ ア リ。 全 國 中最高

位 タル右 川 縣(29.09人)二 比 シ10.26人 砂 ク、

最 低位 タル茨城 縣(10.58人)二 比 ス レバ8.25人

多 ク、 全 國 李 均18.70人 二封 シ0.13人 高 シ。

又隣 府 縣 トノ比 較 テ観 ル ニ京 都 府(25.38人)、

大 阪 府(24.98人)、 滋 賀 縣(21.44人)ヨ リハ低

ク、 三 重 縣(17.87人)、 和 歌 山縣(17.34人)ヨ リ

ハ僅 カ ニ高 卒 ナ リ。

第三章 結核死亡ノ病類別観案

奈 良 縣 二於 ケ.ル昭和7、8、9、10-4年 間結 核 死

亡 者 ノ病 類 別 高 卒 順 ハ、 男 二於 テハ

第1位 肺 結 核(69.0%)

第2位 結 核 性肋 膜 炎(8・3%)

第3位 結核性腹膜炎(6.6%)

第4位 腸結核(4.5%)

第5位 關節其他 ノ結核(4.1%)

女二於 テハ
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第3表 結核死亡者病類別

病 類 別
L墾 核 聯 核鵬 核 欝 騰 綴簑關節共他1

ノ結核
}一 一rr

計

＼ 性 別
＼1 男郡市名 ＼1 女i男

:
女 男! 女 男 女1男

}

}

女 男
1

一 一

女 男 女.

一 一

男

}一

女

生 駒 郡11861111111 4114
一曽一i一

1018一祠「 …

垂[歪

」
5『
14

3
-

12
-

11

2
-

0
-

7
-

7

⊃
76

}

3.9

遷催
_璽1603

163

添 上 郡i54134
1-1

4

⊃
13

-

11
-

6
-

1
-

5
-

7
-

13
-

15
一 一

101
-

4.5

翌懲
」}Lβ

78

山 邊 郡}4・11366 18i
-i一 584

磯 城 郡 μ15
1

113 71

〇
-

3

0
-

4
-

3-
〇

一 一,

1
-

2
-

7
-

10『
34

-

1.7

10
-

20
-

14
-

5
-

8
-

2
-

22
-

14
-

140
-

7.1

一 【一

20.24

11

189 161

高 市 郡 72
1-59ト量

___1_

』F聖÷ 書
7

1 122 126

北葛城郡 158 107

一

一
3

-

2
-

7

」

131 225 167

南葛城郡 41 37 2
-

3

17

20

一 一 「一ヨ ー-1-
4214

51-lr
1

-

2
-

4
-

9
-

5

58

51 53

宇 智 郡 78 69 ⊃
7

--

21
一

99 96

宇 陀 郡 84 67

一 一 一 一

一 つ1

論 礪一

」巨6
13116

3
-

187

134 105

吉 野 郡1174 169 262 241

奈 良 市180 1451

14

トー 菖

1_一__

79一

Ol
-1-

91}
輪1τ烈 一

230 194

計11543 1
12771

%169.0164,gl3.5
-一 ■一 一 一7暫 ㎜

_・_1_

8.3110,0、6。6

2235

一

1968

-一

警 計i一 響 …113

一 　 曹

隣ll箸 際 i男 一→ 書一1

'

,　 }『 一}一 一 一一一r

4203

1100.02.7

第1位 肺結核(64・9%)

第2位 結核性肋膜炎(10.0%)

第3位 結核性腹膜炎(9・5%)

第4位 腸結核(7.1%)

第5位 結核性磯膜炎(3.9%)

ノ順ニシテ、肺結核死亡ハ過牛数 ラ占メ、全撒

ノ6、7割 二當ル。

前同 ノ調査 ト比較 スレバ、肺結核及腸結核 二於

テ幾分減少セル代 リ、結核性肋膜炎及結核性腹

膜炎ハ檜加 シ、前同第2位 ナ リシ腸結核ハ第4

位ニナ レリ。

第四章 職業構成別人ロ封結核死亡

職 業別 二於 クル結 核 死 亡者 ノ軍 ナ ル其 撒 二於 テ

へ 男 女 トモ無 職 業 ガ最 モ多 ク、 次 ハ農 業 、 工

業、 商 業、 公 務 自由業 、 交 通 業 等 ノ順 ナ レ ド、

之 テ各職 業 構 成 別 人 ロ ヨ リ打 算 シテ其 ノ人 ロ萬

封率 テ観 ル時 ハ男 二於 テハ

第1位 公 務 自 由業(28.3人1

第2位 工 業(25.5人)

第3位 商 業(24.9人)

第4位 交 通 業(23.7人)

女 ∴於 テハ

第1位 工 業(34.4人)一

第2位 交 通 業(33.0人)

第3位 公 務 自由 業(30.9人1

第4位 商 業(17.9人)

等 ノ順 ニ シテ其 撒 二於 テ最 モ多 キ無 職 業 ヤ農 業

へ 其 ノ卒 二於 テ ハ遙 二低 下 セ リ、 男 二於 テハ

「イ ンテ リ」層 テ包 含 ス ル公 務 自由 業 テ第1位 ト

シ、 女 二於 テ ハ繊 維 工 業 ヤ被 服 身 廻 品 製 造 業 等ニ

テ包 含 スル 工 業 二最 モ高傘 ナ ル ニ注 目 スベ シ。

更 二之 ラ職 業 小 分 類 ニ ヨ リ観 察 スル時 ハ、 男 一

於 テ ハ 被 服 身装 品製 造 業67.6人 、 通 信 二從 事

スル者69.3人 、 金 融 保 瞼 業55.3人 、 金 属 工 業

43・7人 、 教 育 二從 事 スル者36.3人 、 又 女 二於

テ ハ 被 服 身 装 品 製 造 業49.3人 、 繊 維 工 業39,8

人、物 品販 費 業35.8人 、通 信 二從 事 スル者34.6

人等 何 レモ高 卒 ラ示 セ リ。 之 二反 シ低 率 ナ ル ハ

男 二於 テハ農 業10.5人 、木 竹 類 二關 スル製 造 業

10・5人 、 女 ・一=一於 テ ハ 旅 館 飲 食 店 及 湯 屋i業7.0



【第15巻砂川=奈 良縣下二於クル結核死亡者ノ統計的観察282

23.7

33.0

24.3

18.4

29.1

18.7
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34.6

58.0

28.3

30.9

29.1
-

22.3
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23.2

19.5
-
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19.5
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計
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女

計
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女

計

男

女

計
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計
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女

計

男

女

計
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男
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第4表 結核死亡者職業別=

職業構成人口樹死亡…李

1鱗 萬
110・5

江 ・7・7L
12・6 -

25.5

34.4

27.6

43.7

0

42.4

1-23.1
,}

39.8

33.7

10.5
}

14.0
一

10.9
一

31.9

15.1
『 一 一

29.5

67.6
『一 一

49.3

59.6

24.9
`

0
一

24.8

7.6
一 一

〇
一一

6.3
}

24.9
一

17.9

22.7

30.5
←

35.8

31.2

55.3

0

48.1

24.6

7.0

13.1
一

9.0

8.5

8.8

職業囲 性別i蕨轡購 鍵
男 83180187.8

58.8

146.5

84.8

35.3

120.0

10.3

0

10.3

6.5

33279
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33271
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2427
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26.0

6.8

1.0
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0

7.3
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52.51
　

1・列

2.5
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男
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人、木竹類二關 スル製造業14.0人 、無職業14.7

人等ナリ。

因二女二於 ケル林業及官公吏雇傭等ハ頗ル高

率テ示 セ ド之ハ死亡者激紗 ナケレド職業構成

人 ロ モ亦 至 ツテ僅 少 ナ ル ガ爲 ロ シ テ随 ツ テ統

計 慣値 妙 ナ キ ニ ヨ リ暫 ク論 外 二置 ク コ ト・セ

リ。

第五章 年齢級別人ロ封結核死亡

各年齢級別人 ロ ト封比 シテ余 ガ今同結核死亡者

李テ算出 セル所 ニヨレバ、其 ノ高卒順男二於テ

ノ、

第1位20-24歳(60.1人)

第2位25-29歳(44・9人)

第3位15-19歳(32・6人)

第4位30-34歳(30.2人)

第5位35-39歳(23.2人)

女 二於 テ ハ

第1位20-24歳(49.9人)

第2位25-29歳(36.5人)

第3位15-19歳(32.6人)

第4位30-34歳(26.8人)

第5位35-39歳(16.1人)

ナ リ。 之 一 ヨ リテ観 レバ 結 核 死 亡卒 ハ年 齢14、

5歳 以 下 ノ幼 少 年 及5、60歳 以 上 ノ老 年 級 ニ ハ

紗 ナ 久 人 生 ノ花 タル青肚 年 二著 シ ク高 奉 ナ リ、

即 チ國民 ノ中堅 年 齢 層 テ崩 壌 シ ツ ・アル黙 窟 二

亡國 病 ト謂 ハ ル ・所 以 ナ リ。

第5表 結核死亡者死亡年齢別=

年齢級別人口樹死亡牽

年齢別 性 別
年齢級
別人口

4年 卒
均結核
死亡数

人口萬
封率

男 39277 10・312・6

。-41

～__

5-9

女 38588 11.0}2.9

計 77865 21.3 2.7

男 36520 8.0 2.2

女 35265 9.3 2.6

計 71785 17.3 2.4

10-14

男 32139 14.5 4.5

女 31707 20.0 6.3

計 63846 34.5 5.4

15-19

一一一 一1-一 一 一

i男 27755
」

84.3 30.4

女 29878 97.5 32.6

計 57633 181.8 31.6
}

20-24

男 23532 141.5 60.1

女 25510 127.3 49.9

計 49042 268.8 54.8

25-29

男 21701 97.5 44.9

女 21460 78.3 36.5

計 43161 175.8 40.7
一

30-34

-」冨　 一 一

35-39

男
一

19404 58.5
130.2

女 18834 50.5126.8
1

計 38238 109.0!28.5
1

男 16553 38.5 23.2

女 16003 25.8 16.1

計 32556 64.3 19.8

40-44

男 15291 27.3 17.8

女 14825 20.5 13.8

計 30116 47.8 15.9

45-49

男 15205 21.0 13.8

女 15397 17.5 11.4

計 30602 38.5 12.6

50-54

一 皿

男114983 17.5 11.7

女 巨463・ 9.5 6.5

計1296・4 27.0 9.1

55-59

一

男1
一

11970 18.3 15.3

女 12160

}-

9.8

一

8.1

計124130 28.0 11.6

60-64

1男

L8373
11.8 14.1

女 8992 6.5 7.2

計 17365 18.3 10.5

65-69

-一 一一

70

男15892 7.5 12.7

女
一

6879 4.8 7.0

計 12771 12.3 9.6

男 6861 3.0 4.4

女 10640 4.3 4.0

「 計1175011 7.3 4.2
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第六章 護病年齢別結核死亡

昭 和7、8、9、10-4年 間 奈 良 縣 結 核 死 亡者 二就
'
キ其 ノ磯 病 年齢 テ調 査 セル ニ各 年 齢 級 別 人 口萬

封 死 亡 傘 ノ高 傘 順 、 男 二於 テハ

第1位20-24歳(59・9人)

第2位15--19歳(40・2人)

第3位25-29歳(38.5人)

第4位30-34歳(28.1人)

第5イ立35-一 一39歳(21.0ノ ＼)

又 女 二於 テハ

第1位20-24歳(48.0人)

第2位15-19歳(37.8人)

第3位25-29歳(32.3人)

第4位30-34歳(23・6人)

第5位35-39歳(16.7人1

等 ノ順 ニ シテ 之 テ死 亡 年齢 ノ場 合 ト比 較 ス レ

バ、男 女 トモ第1位 ノ20-24歳 ナル ニ於 テー 致

ス レ ド第2位 ト3位 ハ顛 倒 シ、 即 チ死 亡卒 二於

テ25-29歳 ガ高 キ ニ反 シ、叢 病 卒 二於 テハ青 春

ウ ラ若 キ15-19歳 二於 テ 高 卒 ナ リ.此 ノ15-

19歳 年 齢 級 ハ春 機 將 二叢 動 セ ム トシ 精 紳 動 揺 、

肉盟 異 攣 、 及 生 活 檬 式 憂 化 テ生 ズ ル時 期 ナ レバ

陰 瞼 ナ ル結 核 菌 ノ乗 ジ易 キ所 以rシ テ之 ガ豫 防

及 早期 蕨 見 ノ爲 ニ ハ公 私 衛 生施 設 上 最 モ留 意 ス

ベ キ コ トナ リ。

第6表 結核死亡者餐病年齢別=

年齢級別人口封

登 病
年齢別

O--4

5--9

性 別

男

女

計

男

女
言
口

年齢級
別人口

39277

38588

77865

36520

35265

71785

亭
核
数

年
結
亡

4
均
死

。
510

12.5

23.0

7.8

9.5

17.3

人口萬
封率

2.7

3.2

3.0

2.1

2.7

2.4

10-14

男 一132139 21.8

・27 .0

48.8

6.8

女131707!

一

8.5

計i63846
1-
1 7.6

一

15-19

男 「277551、 、、.5
ヨ

40.2

女1298781… 113.0 37.8

計}57633 224.5 39.0
一 騨一

20-24

一一1

男123532 141.0 59.9

女i255・ ・i一 ユ22.5
1

48.0

計,49042 263.5 53.7

25-29

　一}一 層 一

30-34

一一 一一一

女

男121701 83.5 38.5

筆1460「69.3 32.3

計43161
1152 .8 35.4

男119404 54.5 28.1
一

女118834 44.5 23.6
「

言1・[3823899.0 25.9
一 曽一r-

35-3)

一一

男1655334.8
巳

21.0

女}1600326.8

!-1
-l

l61.5

16.7
i

計}32556 18.9

40-44

男}15291
124 .3 15.9

女114825 1ゆ.8 13.4

計130116 44.0 14.6

45-49

0

男;15205 20.3 13.4

女115397 14.3 9.3

計130602 34.5 11.3

50-54

1男14983
17.0 11.3

女i・463・lg・8 6.7

計129614126・8 9.1
}一 一一　

55-59

男[11970116・5 13.8

女1216018.8 7.2
一『;

計2』 ・130 25.3 10.5

60--64

男i8373 9.0 10.7

女1

一

8992 7.3 8.1

計 17365

一

16.3 9.4

65-69

男 5892 5.5 9.3
一 一

女 16879 5.3 7.7

一響___,

男i

計t12771 10.8 8.5

70

6861 3.0 4.4

一 麦110(漣0 2.8 2.6

計17501!5.8 3.3

第 七章 結 核 襲病 ヨ リ死亡 迄 ノ纏過 期 間

結核蕨病 ヨリ死亡 ノ轄蹄二至ル迄 ノ経過期間テ 性別及年齢別二於テ観ルー・其 ノ年月激 二於ケ
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ル高数 順 ハ男 ニ ア リテ ハ

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

女 二於 テハ

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

1ケ 月以 上6ケ 月 以 内(822人)

7ケ 月以 上1ケ 年 以 内(560人)

1ケ 年 以 上1ケ 年 牛 以 内(414人)

1年 牛 以h2ケ 年 以 内(159人>

2年 以 上2年 牛 以 内(103人)

1ケ 月 以k6ケ 月以 内(805人)

7ケ 月 以 上1ケ 年 以 内(558人)

1年 以 上1年 牛 以 内(299入)

1ケ 年 牛 以 上2年 以 内(106人)

2ケ 年 以 上2年 牛 以 内(69人)

等 ノ順 ナ リ.尚 ホ1ケ 年 以 内 テ1ケ 月 ノ期 間毎

二分 ケテ親 ル時 ハ、 男 女 トモ1ケ 月以 内最 モ多

久 次 ハ男 二於 テハ5ケ 月以 内、6ケ 月 以 内、

又 女 二於 テハ6ケ 月以 内、3ケ 月 以 内等 ノ順 ナ

リ。 斯 ク短 時 日 ノ死 亡者 多 キハ其 病 症 ガ急 牲 ナ

ル カ、 或 ハ診 断 ノ時 期 後 レタル カ未 グ究 明 ス ル

能 ハ ズ。

次 二結 核 登 病 ヨ リ死 亡 迄 ノ経 過 年 月 テ年 齢 別 ニ

ヨ リテ観 察 ス ル時 ハ、 男 女 各 年 齢 テ通 ジ テ、1

ケ月 以 上6ケ 月 以 内 二最 モ多 ク、 次 ハ7ケ 月以

上1ケ 年 以 内、1ケ 年1ケ 月 以 上1ケ 年 牛 以 内、

1ケ 年7ケ 月 以 上2ケ 年 以 内等 ノ順 ナ レ ド、4

歳 迄 ノ幼 見 轟 ア リテ ハ1ケ 月 以 上6ケ 月 以 内 ノ

死 亡 特 二多 久 又5ケ 年 以 上 ノ長 期 テ要 ス ・しモ

ノハ25歳 以 」=29歳 以 下 ノ青 年 層 二多 シ。

第7表 年齢別 二於 ケル登病 ヨリ死亡迄 ノ経過期間

脛過年月別

1ケ 月 以 内

年齢 別ll

男19

2ケ 月 以 内

3ケ 月 以 内

4ケ 月 以 内
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6ケ 月 以 内
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8ケ 月 以 内
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11ケ 月 以 内
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第八章 結核護病地調査及ビ縣外護病者ノ諸観察

第 一節 登 病 地別 人一46・7%ニ シテ縣外登病者1688人=53・3%

昭和7、8、9、10年4年 間奈良縣下二於ケル結核 ナリ(但 シ綾病地不明者及丹波市町天理教關係

死亡者 ノ髪病地 テ調査セル=、 縣内登病者1479一 ヨル縣外人 テ除 ク)。

第8表 結核死亡者登病地別

登 病 地 別 縣 外 登 病

性 別

郡市名
男 女 計 % 男 女 計 %

生 駒 郡 135 83 218 55.5 104 71 175 44.5

添 上 郡 47 43 90 59.6 26 35 61 40.4

山 邊 郡 44 45 89 49.7 45 45 90 50.3

磯 城 郡 99 95 194 55.9 89 64 153 44.1

高 市 郡 58 58 116 47.9 58 68 126 52.1

北 葛 城 郡 129 99 228 57.1 94 77 171 44.9

南 葛 城 郡 31 23 54 55.1 19 25 44 44.9

宇 智 郡 50 48 98 51.6 48 44 92 48.4

宇 陀 郡 69 57 126 52.7 65 48 113 47.3

吉 野 郡 107 134 241 47.8 155 108 263 52.2

奈 良 郡 125 109 234 55.1 106 85 191「 轟漏「

計 894 794 1688 53.3 809 670 1479146.7
口
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右縣外登病地テ府縣別二表示 スレバ左 ノ如 ク大

阪府65.2%ニ シテ其 ノ過牛撒 テ 占ム、本縣二

取リ経濟上叉ハ其他 ノ諸係關二於テ密接ナル交

渉 テ有スル産業都市大大阪二封 シ、如斯關係有

ルハ本縣 ノ登展上大 二考慮 テ要 スベキ事項 タ

リ。

第9表 縣外登病者獲病府縣別
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禰 一

蘇三
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他其

計

斯ク縣外登病者 ノ多キハ注目スベキ現象ナ レバ

余ハ更二進 ンデ其 ノ病類別、職業別、年齢別、

及褒病 ヨリ死亡ノ轄蹄二至ル迄 ノ経過年月別等

各種 ノ調査 テ爲 シ以 テ縣内磯病者 トノ比較 テ示

サムトス。

第 二 節 縣 外 登 病 者 病 類 別

縣 外登 病 者 ノ病 類 別 ヲ観 ル ニ、 男 二於 テハ肺 結

核(73.7%)最 モ多 ク、 次 ハ腸 結 核(5.8%)、 結

核 性 肋膜 炎(5.7%)、 女 二於 テハ 肺 結 核(70・2

%)、 結 核 性 腹 膜 炎(11.3%》 、 腸 結 核(5.2%)

等 ノ順 ナ リ。 之 テ縣 内登 病 者 ト比 較 スル ニ、 肺

結 核 二於 テ 縣 内登 病者 男 女 李均62.6%ナ ル ニ

封 シ、 縣 外登 病 者 ハ72.0%ニ シ テ 高 卒 テ示 セ

リ。

第10表 縣外登病者病類別並縣内駿

病者トノ比較
一一一

病類別1性別麟 叢i同礪 犠1彫

肺 結 核

男

女

659 73.7 501 61.9

557 70.2 425 63.4

計 1216 72.0 926 62.6

喉頭結核

男 34 3.8 29 3.6

女 13 1.6 15 2.2

計 47 2.8 44 3.0

腸 結 核
馴 52 5.8 38 4.7

女i41 5.2 51 7.6

言[g3
亨

5.5 89 6.0

結 核 性
膿 膜 炎

男 38 4.3 44 5.4

女 36

74

4.5 32 一4.8

計 i 4.4 76 5.1
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第 三 節 縣 外 登 病 者 ノ職 業 別

縣 外 叢 病 者 ノ職 業 別 二於 テ ハ、 男 一 ア リテ ハ第

1位 工業(34.2%1、 第2位 商 業(23.8%)、 第

3位 無 職 業(12.1 .;・'zx)、第4位 公務 自由 業(11.9

%)、 第5位 交 通 業(6.0%)、 叉女 ニ ア リテ ハ第

1位 無 職 業(45.2%)、 第2位 工 業(14.2%)、 第

3位 商 業(8.2%)、 第4位 農 業(5.2%)、 第5位

公 務 自 由業(4.4%)等 ノ順 ナ リ。 縣 内叢 病 者 ニ

ア リテ ハ農 業及 無 職 業 等 ガ断 然 多 キニ反 シ縣 外

駿 病 者 二於 テ ハ其 以 外 ノ職 業 二多 数 テ示 シ殊 二

男 女 テ通 ジテ工 業 二最 モ多 キハ注 目 人ベ シ。

1男

家事使用人1女

「言「

男

其他有糊

無 職

女

不

第11表 縣外腰病者職業別蛇縣内凝

病者トノ比較
一

職 業 別1性 別撚 叢:同叫

農 業

男
一　 コ ー4じ「

15
・11

女141

計i87

5・211

5.2!i

工 業

男 306 34.2

女
一

113 14.2

計 419 24.8

商 業

一 一　　一　 一一 一 一一

男 213 23.8

女

計
一 一_一

男

65

278

8.2

16.5

1

交 通 業

『
54

}-

6.O

o汚i;女 5

計 59 3.5

11;9

公務自由業
。 男1

106

女135 4・4tl

計14118.別

}病者蟹

5.211195
400

34

25

59

53

20

「「 百
…褒「

o汚i;-」

38

34

15

一49

25.3

29.1

27.0

4.

3.7

4.0

6.6

3。0

4.9

4。3

0.5

2.6

4.

2.2

3..

計

至

女
[計

男

一

業

…

明 女

計

21醜Fi暮
261。 引17

374.1!16

了1.勾5

1壽需1;嘉

雛
9.71{35163

0.3

2.2

1.2

2.0
一

〇.7

1.4

51.4

55.4

53.2

1.7

3.1

2.4

第 四 節 縣 外搬 病者 、 死 亡年齢 別

縣外登病者 ノ死亡年齢 テ観察 スルニ最モ多撒ナ

ルハ20-24歳 二・シテ、次ハ25-29歳 、15-19

歳、30-34歳 等 ノ順ナ リ、結核死亡者ガ此 ノ青

年層二多 クー一方老年級及幼年層二少キハ縣内蕨

病者及縣外畿病者共 二同檬 ナレド而モ此 ノ傾向

ハ縣 内登病者 ヨリモ縣外登病者二於テー暦甚敷

キハ左表 ノ比較率ニヨリテ知ルテ得ベシ.斯 ノ

如 ク結核ガ國家 ノ中堅年齢層 テ蝕 メル現象ハ其

ノ中堅者 ノ活動 ニヨリテ生計 テ樹 ツル各家庭ニ

トリテハ悲惨 モ甚 ダシク、亦國家 ノ繁榮、國策

ノ逡行上ヨリシテモ由々敷 キ事柄ナリ。

第12表 縣外登病者死亡年齢別蛇

縣内蟹病者トノ比較

死亡年酬 性蠣 犠 彫1魏 叢1同%

0-4

男 7 0.8 25 3.1

女 15 1.9 18 2.7

計 22 1.3 43 2.9

5-9

男 10 1.1 15 1.9

女 18 2.3 20 3.0

計 33 2.0 35 2.4

10-14

男 16 1.8 21 2.6

女 36 4・51 37 5.5

計 62 3.7[ 58 3.9

15-19

男 148 16.6 90 11.1

女 136 17.1 135 20.1

計 283 16.8 225 15.2

男 237 26.5 174 21.5

20-241 女 235 29.6 142 21.2

計 472 28.0 316 21.4
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第 五 節 縣 外 楼 病 者 、 癸 病 ヨ リ

死 亡 迄 ノ纒 過 年 月 別 、

縣 外登 病 者 ノ褒 病 ヨ リ死 亡 ノ轄 蹄 二至 ル迄 ノ経

過 年月 撒 二於 テ最 モ多 キ ハ男 女 テ通 ジテ 「1ケ

月以上6ケ 月迄 」ノ死 亡 病 者 ニ シテ次 ハ 「7ケ 月

以 上1ケ 年 以 内」、「1ケ 年 以 上1ケ 年 以 内」等 ノ

順 ナ リ。之 テ1ケ 月 別 二観 ル時 ハ男 二於 テ ハ 「1

ケ月以 内」最 モ多 久 次 ハ6ケ 月 以 内、5ケ 月 以

内・12ケ 月 以 内 、7ケ 月以 内、 又女 二於 テ モ1 .
ケ月以 内 二最 モ多 ク、 次 ハ12ケ 月 以 内、3ケ 月

以 内、5ケ 月」以内 、6ケ 月 」以 内等 ノ順 ナ リ。 爾

男 女 テ通 ジテ ハ矢 張 リ1ケ 月 以 内最 モ多 ク次 ハ

12ケ 月 以 内、5ケ 月 以 内、6ケ 月 以 内、3ケ 月

以 内等 ノ順 ナ リ。

第13表 縣外 獲病 蕎腰病 ヨリ死 亡迄 ノ経

過 年月別動縣 内登病病 トノ比較
一
自肇病至死亡
経過年月別 性別灘 叢

畔}皿 一-

}

彫蠣 雑1同%
一

1ケ 刀以内
男 89 10.Oli

一 一 一一,　 一 一一 一

117i14.5}1

女 91 11・5　 98i14・5

2ケ 月以 内
男 33

ll,

4・8il 5.4必1

,
女 40 5.0133・4.9

3ケ 月以 内
男 46

一 一,-

58

5.1 35i4.3

女 7.3 4416.6i

4列 以司 男 47 5.3 37i4.61

1女
41 5・21 32i4.8

5ケ 月以内
男 59 6・6!i5316・6

女 ε0 6.3[314.9

6ケ 月以内
男 61 6・81巨5i5・6

女 47 5・9144i6・6

1ケ 月以 上
6ケ 月以 内

男 335 37,5・i 331140.9[1

女 327 41.2 1284

7ケ 月以 内
男 48 5・4}} 47ド鴛

」

女 36 4.5 ・4516 .7
i一

男 28 3.1 13514・3

女 36 4.5 13114.6
8ケ 月以 内

一_一 一一

9ケ 月以内
男 37 4.1

Fl

l2212・7
女 25 3.1 121 3.1

10ケ 月 以 内
男 20 2.2 122 2.7

女 26 3.3 29 4.2
1

11ケ 月 以 内
男 24・2.7 3614.4

女 29 3.7 1・612.4

12ケ 月 以 内
男 49 5.5 i40

1

4.9

女 64 8.2 138 5.7

7ケ 月以 上
1ケ 年以 内

男 206 23.0 1302 25.0

女 216 27.3

1

180 26.9

男 58 6.5 39 4.8
13ケ 月 以 内

女 35 4.41 li30 4.5

14ケ 月 以 内
男 47 5.3/32

i
4.0

女 22 2・8125i3・7

15ケ 月 以 内
男 30 3.41i

マ 引1

・5[.9

女 20 22 13 .3

16ケ 月以内
男 23 2,6}i.81 2.2

女 23 2.gll1211.6i
l

17ヶ 月 以 内
男 15 ・・71μ211・5

女 23 2.g!1。1、.5
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第九章 総 括

奈 良 縣 二於 ケル 昭和7、8、9、10-一 一4年間結 核 死

亡者 二封 スル余 ノ調 査 成 績 テ概 括 ス レバ左 ノ如

シ6

1.4年 間結 核 死 亡者 ノ實 藪 ハ男2238人 、 女

1976人 、 計4214人 ニ シ テzF均1年 二付 男559

人 、女494人 、計1053人 ナ リ。 而 シテ人 口1萬

二封 ス ル死 亡 率 ハ男18.1人 、 女15.9人 、 男 女

テ通 ジテ17.0人 二當 ル。

2.右 死 亡 率 テ 燈 性 別 二 比 較 ス レバ男 二高 ク

(人 口萬 封18.1人1、 女 二 低 シ(人 口萬 封15.9

人)。

3.死 亡率 テ市 郡 別 二比 較 ス レ バ 市 部 二高 ク

(人 口萬封20.1人)、 郡 部 二低 シ(人 口萬封16.7

人).

4.死 亡傘 テ年 次 別 二観 レバ 昭和7年 以 降 逐 年

増 進 テ示 セ リ。 前 同 ノ調 査 二於 ケル 昭和4、5、6

-3年 李 均 死 亡卒15 .1人 二封 シ 今 同 調 査 ノ4

年 李 均 卒 ハ1.9人 ノ高 卒 テ示 セ リ.

5.全 國 トノ比 較 テ観 ル時 ハ奈 良 縣 ハ1道3府

43縣 中 ノ第18位 二當 リ、 全 國 中最 低 率 ノ茨城

縣 二比 シ8.25人 高 久 全 國 中 最 高 率 ノ石川 縣 二

比 シ0・26人 低 久 全 國 牢 均 二封 シ テハ0.13人

高 シ(但 シ此 ノ比 較 ハ帝 國 死 因統 計 二表 ハ レ タ

ル撒 字 二縁 ル)。

6.郡 市別 二於 ケ ル死 亡 高 傘 順 ハ第1位 山邊 郡

(人 口萬 封65・5人)、 第2位 奈 良 市(20.1人 》、第

3位 宇 智 郡(18.9人)、 第4位 宇 陀 郡(15.1人)、

第5位 吉 野 郡(12.8人 〉等 ノ順 ニ シ テ、最 モ低 李

ナ ル ハ添 上郡(4.1人)ナ リ。

7.縣 下153ケ 市 町 村 別 二於 ケ ル死 亡 高 率順 ハ

第1位lll邊 郡 丹 波 市 町(人 口萬 封131.3人)、 第

2位 山邊 郡 二 階堂 村(86.9人)、 第3位 宇 智郡 南

宇 智 村(32・1人)、 第4位 高 市 郡 阪 合 村(27.8人)、

第5位 高 市 郡 鴨 公 村(26.2人)等 ノ順 ニ シテ、其

反 封 二低 卒 順 テ基 レバ、(1)添 上郡 月瀬 村(1.9

人)、(2)生 駒 郡 生駒 町(2.3人)、(3)添 上郡治

道 村(2.7人)、(41磯 城 郡 田原 本 町(3.9人)、

(5)南 葛城 郡 大 正 村 及 生 駒 郡 昭和 村(共 一4.1

人)等 ナ リ。

8.病 類 別 二於 ケ ル死 亡 高 率 順 ハ男 女 テ通 ジテ

第1位 肺 結 核(男69・0%、 女64.9%、 第2位

結 核 性 肋 膜 炎(男8.3%、 女10.0%)、 第3位 結

核 性 腹 膜 炎(男6.6%、 女9.5%)、 第4位 腸 結

核(男4.5%、 女7.1%)ニ シテ肺 結 核 ハ過牛 撒

テ占 メ線 歎 ノ6、7割 二當 ル。

9.職 業 別 二於 ケル死 亡 高率 順 ハ(職 業 構 成別

人 ロ ニ封 スル萬 封 卒)ハ 、 男 二於 テハ 第1位 公

務 自 由 紫(人 口萬 封28.3人)、 第2位 工 業(25.5

人)、 第3位 商 業(24.9人)、 第4位 交通 業(23.7

人)、 女 二於 テハ 第1位 工業(34.4人)、 第2位 交

通 業(33.0人)、 第3位 公 務 自 由業(30.9人)、 第

4位 商 業(17.9人)等 ノ順 ニ シテ、其 数 二於 テ最

モ 多 キ無 職 業 ヤ農 業 ハ其 率 二於 テ ハ遙 二低 下 セ

リ。 更 二之 テ職 業 小 分 類 別 二観 ル時 ハ 男 二於 テ

ハ被 服 身 装 品 製 造 業67.6人 、 通 信 二 從 事 スル

者69・3人 、 金 融 保 瞼業55.3人 、金 罵 工業43.7
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人、教 育 二從 事 スル者36.3人 、女 二 於 テ ハ被

服 身廻 リ品 製 造 業49.3人 、 繊 維 工業39.8人 、

物 品販 費 業35.8人 、 通 信 二從 事 スル者34.6人

等何 レモ 高 傘 テ示 セ リ。

10.年 齢 別 二於 ケ ル死 亡高 卒 順(各 年 齢 級 別 人

ロ ニ封 ス ル萬 封 卒)ハ 、 男 女 トモ第1位20-24

歳(人 口萬 封 卒 男60.1人 、女49.9人)、 第2位

25-29歳(男44.9人 、 女36.5人)、 第3位15-

19歳(男31.6人 、女32.6人)、 第4位30-34歳

(男30.2人 、 女26.8人)、 第5位35-39歳(.男

23.2人 、女16.1人)等 ノ順 ニ シテ即 チ國 民 ノ中

堅 タル青 肚年 級 二 死 亡 傘 高 久14、5歳 以 下 ノ

幼 少年 及5、60歳 以 上 ノ老 年 級 ニ ハ砂 ナ シ。

11.褒 病 ヨ リ死 ノ輔 蹄 二至 ル迄 ノ 経 過 年 月 数

二於 テハ男 女 トモ 「1ケ 月以 上6ケ 月 以 内」最 モ

多 久 次 ハ 「7ケ 月以 上1ケ 年 以 内」、「1ケ 年 以

上1ケ 年 牛 以 内」、「1ケ 年 牛 以 上2ケ 年 以 内」等

ノ順 ナ リ。 爾 経 過期 間 ラ1ケ 月 毎 二分 ケ テ観 ル

時 ハ、1ケ 月 以 内最 モ多 久 次 ハ6ケ 月 以 内、

5ケ 月以 内、1ケ 年 以 内、9ケ 月 以 内等 ノ順 ナ

リ。 又年 齢 別 二観 察 スル時 ハ男 女 各 年 齢 テ通 ジ

テ大膿 二於 テ前 述 ノ順 ト異 ナ ラサ レ ド、4歳 迄

ノ幼見 ニ ア リテハ1ケ 月以 上6ケ 月 以 内 ノ死 亡

特 二多 久 叉5ケ 年 以 上 ノ長 期 テ要 スル モ ノノ・

25歳 以 上29歳 以 下 青 年 層 ∴多 シ。

12.奈 良 縣 下結 核 死 亡者 ノ 叢 病 地 別 ヲ調 査 ス

ル 三(但 シ天理 教 關 係 ノ丹 波 市 町 ノ分 ハ登 病 地

不 明 ノ貼 多 キ ニ 付 除 ク)、 縣 内綾 病1479人 一

46.7%、 縣 外 瑳 病1688人=53・3%ニ シテ縣 外

壷 病 者 多 シ。 更 二縣 外 褒 病 者 ノ府 縣 別 二於 テハ

大 阪府65.2%ニ シ テ過 牛数 テ占 ム。

13.縣 外 登 病 者 ノ病 類 別 二於 テ ハ、男 女 トモ肺

結 核70%以 上 一;.シテ最 モ多 久 次 ハ男 二於 テハ

腸 結 核 、 女 二於 テ ハ結 核 性 腹 膜 炎多 シ、 縣 内登

病 者 ト比 較 ス ル ニ肺 結 核 ノ著 シク高 卒 ラ示 セ ル

代 リ其 他 ノ各種 結 核 二於 テハ低 傘 ナ リ。

14.縣 外 登 病 者 ノ職 業 別 二於 テ ハ、男 ニ ア リテ

ハ工 業 最 モ多 ク、 次 ハ商 業 、 無 職 業 、 公務 自由

業 、 交 通 業 、 女 ニ ア リテハ無 職 業 、 工 業 、商 業 、

農 業 、 公 務 自由 業 等 ノ順 ナ リ。 縣 内登 病 者 二於

テ ハ農 業及 無職 業 ガ最 モ多 キ ニ反 シ、 縣 外 登 病

者 二於 テハ 其 以 外 ノ職 業 二多 撒 テ示 シ、 殊 二男

女 テ通 ジテ工 業 二最 モ多 キハ注 目 スベ シ。

15.縣 外 叢 病 者 ノ 死 亡 年 齢 別 死 亡者 数 ノ最 モ

多 数 ナ ル ハ男 女 テ通 ジ テ20-24歳 ニ シテ、次 ハ

25-一一29tt、15-19歳 、30-34箴 等 ノ順 ナ リ.

結 核 死 亡者 ガ此 ノ青 年 層 二多 ク、 一方 老 年 級 及

幼 年 層 二砂 キハ縣 内叢 病 者 及 縣 外 幾病 者共 二 同

様 ナ レ ド而 モ此 ノ傾 向 ハ縣 内爽 病 者 ヨ リモ縣 外

磯 病 者 二於 テー 層 甚 ダ シ。

第十章 結 言

以上ノ調査観察 二就 テ結言スルコ ト次 ノ如 シ.

1・ 本縣 二於 ケル結核死亡率 ガ近來逐年増進 ノ

趨勢テ示 セルハ顯著ナル交通機關 ノ薩達 ト、信

教及職業關係者 ノ頻繁 ナル來往ニヨリ、結核菌

ノ侵襲テ受 クルコト多キニ因ル、故二結核 ノ豫

防及撲滅二封 シ官民共 ニー層努力 スルテ要 ス。

2.山 邊郡丹波市町ガ此4年 李均人口萬封結核

死亡率131.3人 ノ著 シキ高率 テ示 セルハ天理教

ノ数験 ラ信 ジテ全國 ヨリ馳 セ容ゼル結核患者 ガ

此地二屍 テ曝 スモノ多 キ爲 ニシテ宗教 ト科學 ノ

關係二就 キ識者 ノー考 ラ要 ス、殊 二近來勃興 セ

ル新宗教 ガ動 モスレバ現代科學 テ無覗 シ署療 テ

妨害スルガ如キ言僻 ラ弄 シテ偉 カラザルニ封 シ

テハ冷嚴ナル批制検討 ラ要 ス。

3.職 業構成別人ロニ封 スル結核死亡率 テ観 ル

ー男二於テハ智識階級 ラ包含 スル公務 自由業テ

第1位 トシ、女二於テハ繊維工業 ヤ被服身廻 リ

品製造業等 テ包含 スル工業 二最 モ高卒 ナルラ注

目スベシ、從來磯表 サレタル多クノ職業調査二

於テ農業及無職業 ガ第1、2位 テ示 セルハ軍二其

歎 ノ多寡 テ表ハセルニ過 ギズ、之ハ我國民 ノ職

業的分野 二於 テ當然 ノ結果 ニシテ眞 ノ意味 ノ傘

テ示 セルモ ノニ非ザルナリ。

4.結 核死亡者 ノ礎病及死亡年齢調査二於テハ
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其 ノ数 二於 テモ亦年齢級別人ロニ封 スル死亡卒

二於テモー致 シ共二20-24歳 ガ第1位 ニシテ

人口1萬 二封 シ男約60人 、女約50人 ノ高傘テ

示 セルハ是 レ人生 ノ春 テ荒 シ國民 ノ中堅 テ崩壊

入ル所謂亡國病 ト叫バル ・所以 ナリ。術其死亡

傘二於テ男女 トモ第2位 ハ25-29歳 ナルニ封

シ登病卒 二於 クル第2位 ハ男女 トモ15-19歳

ノ少年層 ニシテ此時期ハ春機將二畿動 セムトシ

精紳動揺、肉禮異愛拉生活様式攣化 テ生ズル時

期ナ レバ陰瞼ナル結核菌 ノ乗 ジ易キ所以ニシテ

之 ガ豫防及早期登見 ノ爲一ハ公私衛生上最モ留

意 スベキコ ト・信 ズ。

5.登 病 ヨリ死亡迄 ノ経過年月別 二於 ケル6ケ

月別二於 テハ6ケ 月以内ガ多 ク、1ケ 月別二於

テハ1ケ 月以内ガ最モ多ク斯 ク短 日月 ノ死亡者

多 キ ラ示 セ ル ハ其 ノ登 病 ガ急 性 二來 リ叉 其 ノ轄

蹄 ガ急 二決 シ タ リ ト観 ル他 二感 染 罹 患 ノ自豊 叉

ハ 登 見 ノ時 機 ガ邊 レ、 從 ツ テ其 ノ治 療 及 療 養 ガ

手後 レ トナ リシ事 ラモ考 フベ キ ナ リ。

6.本 縣 二於 ケ ル結 核 死 亡者 ノ畿 病 地 ガ縣 内 ヨ

リモ縣 外 二高 率 ナ ル ハ、 出稼 、 勤 務 、 商 費、 族

行 、 遊 學 、 信 教其 他 交 通 關係 ノ複i雑化 二因 ル モ

ノ ニ シ テ精 示申的 ニ モ 肉龍 的 ニ モ清 浄 ナ ル 田園 ノ

室 氣 ガ汚 染 サ レツ ・アル1二 封 シ適 當 ナ ル封 策

テ講 ゼ ザ ル ベ カ ラズ。

欄 筆スル ニ臨 ミ本 調査 ノ爲 二 御懇篤 ナル御指導御 校

閲 ヲ賜 ・・リタ ル 大阪帝 國大學敏授今 村荒男博士二深

謝 シ、 爾本調査上種 々ノ便宜 ヲ與 ヘ ラ レタル奈良縣

衛生課長 及同課員雌縣下各警 察署 各市町村役場 二勤

シ敬意 ヲ表 ス。
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結核補盟結 合性 抗禮S.T.菌 乾燥粉 末 二依 ル吸牧

實験 二關 スル知 見補 遺虹 二余等 ノK.K.R

(KogamiandKawakami'sReaction)二 就 テ

東 京 鴻 上 病 院

鴻 上 慶 治 郎

ーー) 上

獲 二鴻 上等 ハ 、結 核 第14巻 第1號 誌 上 二於 テ、

Squalo-Tuberkulin二 依 ノレ補 燈 結 合反 癒 ノ業 績

テ公 ニ シ タガ、 其 際S.T.乾 燥 粉 末菌 二依 ル吸

牧實 験 ノ結 果 テ掲 ゲ テ該 菌 粉 末 一 ヨ ツ テ結 核補

需結 合 性抗 艦 ノ完 全 ナ ル吸著 除 去 ガ可能 デ從 ツ

テ血 清學 的 二結 核 ト徽 毒 トノ鑑 別 ノ出來 得 ル コ

トテ設 述 シタ。 其 後 二於 テ、 多藪 ノ血 清 二就 イ

テ鑑 別實 験 テ重 ヌル ニ從 ツ テ、 確 實 二結 核 ラ合

併 セル徽 奇患 者 血 清 二於 テ、鴻 上等 ノ既報 セル

ガ如 キ方 法 ニ テ ハ鑑 別 ガ甚 ダ著 明 ナ ラザ ル場 合

二往 々遭 遇 スル ニ及 ピテ其 ノ理 由 ハ那 邊 ニ アル

カニ就 イ テ考 慮 シタ結 果 、次 ノ如 キ簡 輩 ナル事

實 ノ起 リ得 ル コ トニ氣 附 イ タ。 即 チ、 之 テ具 膣

的 二読 示 シテ見 ル ト、 鴻 上等 ノ既 報 セル抗 罷 吸

著實 験 ニ ヨル鑑 別 法 ノ大 要 ハ、 血 清 稀 繹 法 ニ ヨ

リ吸著 前 後 二於 ケル 溶 血 阻 止 程 度 ノ差 隔 二檬 ル

モ ノデ アル ガ、其 ノ當 時行 ヘ ル血 清 ハ殆 ド悉 ク、

偶然 ニモ斯 カ ル鑑 別 法 ニ ヨ ツテ良 ク鑑 別 ガ途 ゲ

得 ラ レタ爲 一、 其他 ノ鑑 別 法 式 テ顧 ミル念 慮 テ

起 スニ至 ラズ、該 法 ガ鑑 別 上 二良 法 デ アル コ ト

テ述 ベ タ ノデ アル ガ、前 述 ス ル ガ如 久 血 清 稀

稗 法 二依 ル 比 較 ニ テハ 、往 々鑑 別不 能 ナ ル場 合

ガ起 ツテ來 ル。 ソ ー デ其 ノ原 因 テ考 慮 シテ見 タ
1'ガ

、夫 レハ極 メテ簡 軍 デ、次 ノ通 リ ノi澤デ アル。

血 清稀繹 法 ニ ヨル鑑 別 法 テ使 用 スル場 合 二於 テ

へ 結 核 補 膿 結 合 性 抗 腸 血 清 ノ軍 位 ガ徽 毒 ノ ソ

レニ比較 シテ大 デ アル カ、或 ハ殆 ド同等 ナル場

合 ニ ア リテハ鑑 別 ガ充分 出 來得 ル ガ、 之 二反 シ

三 且尽

テ、徽 毒 性補 禮 結 合 性抗 禮 ノ血 清 軍 位 ガ結 核 ・

ソ レヨ リモ甚 グ大 デ アル場 合 二 於 テ ハ假 令 、S.

T.菌 乾燥 粉 末 ニ ヨツ テ結 核 性抗 膿 ガ完 全 二吸 著

除 去 セ ラ レタ場 合 ニ ア リテモ 、 ヨ リ大 ナ ル血 浦

内 ノ徽 毒性 抗 膿 軍 位 ガ何 等 吸著 二影 響 セ ラ レズ

残 存 スル限 リハ此 ノ爲 二招 來 スル溶 血 阻 止 ノ爲

二蔽 ハ レテ、僅 微 ナ ル結 核 抗 艦 ノ除 去 セ ラ レタ

ル コ トハ、 事 實 上 何 等 試 管 内 ノ結 果 二現 ハ レテ

來 ナ ィ コ ト ・ナ ル。 即 チ斯 カ ル場 合 二於 テ ハ重

合 感 染 ノ鑑 別 ガ不 可 能 トナ ル理 デ アル 。

之 テ簡 輩 二例 示 ス レバ、

今假 リー、 結核 ト徽 毒 ト ノ重 感染 ノ アル場 合 二

結 核 ノ補 艦 結 合 性 血 清抗 罷i輩位 ガ4倍 マ デ ト入

ル、 ソ レニ封 シテ徽 毒 ノ 抗 龍 軍 位 ガ30倍 デ ア

ル トス レバ 、今S.T.菌 乾燥 粉 末 二依 ツ テ結 核

性 抗 罷 ガ完 全 二除 去 セ ラ レ タ リ トス ル モ、 此 ノ

血 清 二就 イ テ吸著 前 後 二於 ケル補 罷i結合 度 テ血

清稀 繹 法 ニ ヨ ツ テ比 較 ス レバ 、完 全 二残 存 セル

強大 ナ ル徽 毒抗 膿 ニ ヨル溶 血 阻Il:一ノ爲 二阻 ゲ ラ

レテ、 結 核 性 抗 膿 ノ除 去 セ ラ レ タ コ トハ 實 際 ヒ

ニ畿 見 シ得 ラ レナ クナル繹 デ ァル
。

斯 カル簡 軍 ナ事 柄 ハ、 前 業 績 ノ際 ニ モ氣 附 カ ヌ

デハ ナ カ ツ タガ、 幸 力不 幸 力、 當 初 二於 ケル鑑

別 血 清 ハ殆 ド悉 ク血 清 稀 稗 法 ニ ヨ ツ テ充 分 鑑 別

テナ シ得 タ コ ト ・他 面 二於 テハ1価 青 ト補 罷 量 テ

成 ル可 ク節 約 セ ン トスル意 囲 ガ多 分 二余 等 ノ心

二働 イテ居 ツ タガ爲 ニー 圖 二思 ヒ込 ン デ ツ イ完

全 トハ 云 ヒ得 ナ ィ鑑 別 法 テ報 ズル ニ至 ツ タ ノデ
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アル ガ、 此 ノ機 會 二 改 ノ テ陳 謝 シテ置 ク。

鑑 別 法 ト シテ前 報 二述 べ タ血 清 稀 繹 法 ガ最 善 ノ

モ ノ デ ナ イ トス レバ、 如 何 ナル 方 法 二依 ル テ最

適 ト認 ムル カ ト云 フ ー、 ソ レハ 血 清 原 液 テ0.1

ca宛 探 ツ テ補 膣 檜 進 法(0,05c.c.宛 檜 量)テ 適 用 ス

レバ 如何 ナル程 度 ノ重 合感 染 ニ モ合 適 シ タ、文

句 ノナ イ鑑 別 法 デ アル ト云 ヘル。

一法{難鴛

一構 藍慰 響
即 チー 見 シテ分 明 スル ガ如 ク、 血 清稀 繹 法 一 ヨ

ル モ ノハ、 此 ノ場 合 吸著 前 後 二於 ケル溶 血 阻iL

ノ程 度 ノ差 ガ甚 ダ僅 微 デ徹底 シタ明確 ナ鑑 別 ハ

殆 ド不 可 能 ナル ニ拘 ハ ラズ、 補禮 」曾進 法 ニ ヨル

モ ノハ 、 吸著 前 後 二於 ケル溶 血 阻 止 ノ程 度 ノ差

(除去 セ ラ レ タ結 核 抗 艦 二封 スル 補 罷 ノ結 合 度

二該 當 スル モ ノ)ハ極 メデ廣 範 ナル輻 員 テ示 シ、

補 罷 量0.25二 匹敵 スル明 カナ ル 差 異 ノ識 別 テ

示 シ、何 人 ニ モ鑑 別 ガ極 メ テ明 確 二會 得 出來 ル。

次 二、結 核 性抗 禮 ガS.T.菌 乾燥 粉 末 ニ ヨ ツ テ

完 全 二吸著 セ ラ レ、徽 毒 性抗 艦 ガ完 全 二吸著 セ

ラ レザ ル事 實 テ根 嫁 トシテ、余 等 ハ被 検 血 清 二

S.T.菌 乾燥 粉 末 テ加 ヘ テ抗 膿 ノ吸著 テ計 リ、

此 ノ感 作 セ ラ レタルS.T.菌 抗 元 其 モ ノ(血 清

ラ全 ク除 去 シタル)ノ 生理 的 食 臨 水俘 游 液 テ使

用 シテ、 補 艦 結 合 反 慮 テ實 施 シテ居 ル。 恐 ラ ク

本様 式 二依 ル補 膿 結 合 反 磨 ハ、 徽 毒血 清 ニハ殆

ド完 全 二陰 性 テ呈 シ、 尚 ホ且 ツ、 結 核 二封 シテ
じ

ハ最 モ特 異 的 デ優 秀 ノモ ノデ アル ト思 惟 スル。

嘗 テ、鴻 上等 ハ、 其 ノ著 二於 テ、 結 核 二封 シテ

優 秀 ナ ル抗 元 ナ レバ 、 必 ズ徽 毒 二封 スル 非特 異

的 陽 性 卒 モ檜 強 シテ來 ル モ ノデ、 徽 毒 二反 慮 セ

ズ極 メ テ優 秀 ナル結 核 性抗 元 テ得 ル コ トハ殆 ド

不 可 能 デ アル ト喝 破 シテ置 イタ ガ、 斯 カル 圭張

ハ 、 從 來 ノ如 キ液 状 抗 元 テ使 用 シテー一般 的 ノ補

艦 結 合 反 慮 ノ術 式 二依 レル場 合 ノ コ トテ意 味 ス

ル モ ノデ、 徽 毒性 抗 膿 二封 シテ ハ反 磨 セザ ル ガ

の

今 弦 二血 清稀 繹 法 ト補 禮 上曾進 法 ト ノ間 二如 何 二

鑑 別 上 二良 否 ノ相 異 テ生 ズ ル カニ就 テ例 示 シテ

見 ル。

被 検 血 清 ハ 徽 毒 ト肺 結 核 ノ重 複 感 作 ノアル モ ノ

デ アル。 之 テS.T.菌 乾 燥 粉 末 デ吸 著 實 験 ラ試

ミタル後 二、 前 記 ノ如 キ鑑 別 二關 スル2檬 式 テ

探 ツ テ行 ツ タ結 果次 ノ通 リニ現 ハ レタ。

10,,20,,40,,80,,

柵 冊 冊 十十=

冊 柵 柵 十 ≡

0.300.350.400.450.500.550.60

・HH・ 柵 モ帯 冊 十十==十 ≡Spi≡

十十=Sp… ≡ ≡≡ 一一→

如 キ状 態 二置 カ レタル乾 燥 菌 粉 末 員 ヨツテ、 血

清 内 ノ結 核 粉 膿 ノ ミテ吸 著 シテ、 直 チ ニ此 ノ感

作 物 元 テ以 テ補 罷 結 合 反 慮 テ實 施 スル ガ如 キ場

合 ニ ア リテ ハ、 其 ノ趣 キ ガ又從 ツ テー 憂 セザ ル

テ得 ナ ィ秋 ガ到 來 スル カ モ知 レヌ ガ、 斯 カル場

合 ハ、 余 等 ガ年 來 圭張 セル場 合 トハ全 然 意 味 ノ

相 違 シタ モ ノデ、 別 二余 等 ハ年 來 ノ主張 二破 レ

タ課 デ ハ決 シテ ナ ィ。

感 作 セ ラ レタ抗 元 テ使 用 シテ結 核 補 膿 結 合 反慮

テ廣 ク試 ミタルハ 、 余 等 ハ薄 識 淺 見 ナ ル爲 力、

從 來 ノ文 獣 上 二登 見 スル コ トハ 出來 ナ ィ。 余等

ハ斯 カ ル檬 式 ノ補 禮 結 合 反 癒 テ鴻 上 及川 上 反慮

(Kogami-Kawakami'sReaction,K.K.R)ト

命 名 シ、 此 ノ業績 ノ仔 細 ナ ル研 究 實 験 ノ結果 ガ

如 何 二展 開 ス ル カ、 追 而 憺 當 セ ル川 上 ノ報 ゼ ン

ト入ル 盧 デ アル。

簡 軍 二常識 的 二考 ヘ ル ト、 抗 禮 ト抗 元 テ結 合 セ

シ メテ更 二第2次 的 二補 膿 結 合 反 慮 ラ行 フ ト云

フ コ トハ、 甚 ダ迂 遠 ナ拙 劣 ナ法 デ アル カ ノヤ ウ

ニ思 バ レル ガ實 ハ決 シテ ソ ウ デ ナ ㌔ 第1S.T・

菌 乾燥 粉 末 テ從 來 二行 ハ レタ ヤ ウ ナ術 式 ニ ヨ ツ

テ、其 ノー 定 量 テ加 ヘ テ補 膿 結 合 反 慮 テ行 ツテ

見 テ モ、其 ノ結果 ハ余 等 ノ報 告 シ タ「アル カ リ」'

卵 黄 「グ リセ リ ン」水 培 地 二S.T.菌 テ培 養 シテ

得 タ ル抗 元(所 謂Squalo-Tuberkulin)二 比較 シ

テ、 其 ノ陽 性 比 傘 ハ遙 カ ニ劣 性 デ ァル コ トハ、

既 二鴻h等 ノ報 告 シタ慮 デ アル。 尤 モ、 乾燥 菌



第3號 】 鴻 上・川 上=結 核補髄 結合性 抗燈S・T.菌 乾燥粉末 二依 ル吸牧實験 二關 スル知 見補遣 295

粉 末 テ生 理 的 食 聰 水 デ俘 游 液 トナ シ之 テ直 チ ニ

補罷 結 合 反 慮 用 抗 元 ト シテ使 用 ス レバ、 徽 毒血

清 二封 シテ ハ、殆 ド悉 ク陰 性 テ示 ス ガ、 其 ノ代

リニ結 核 血清 二封 スル陽 性 比 卒 ハ余 等 ノ 「アル

カ リ」性卵 黄 「グ リ セ リ ン」水培 地 二S.T.菌 テ

培 養 シテ得 タル抗 元 二比 較 シテ、 甚 グ劣 レル モ

ノデ ア ツ テ、 其 ノ結 核 二封 スル能 働力 テ増 強 セ

ンガ爲 一、 之 テ1ケ 月 間 、 生 理 的 食賂 水 二浸 漬

シテ、 其 ノ間3同 、漁熱1000C二30分 間 宛 加 熱

セ シムル ト、 結 核 二封 スル陽 性 比 率 ハ曾 加 スル

ガ、 其 ノ 反 面 二 於 テ、 次 第 二 旦氏 反鷹 陽性 血

清 二封 スル非 特 異 的 陽 性 反慮 ハS・il9'シテ來 ル、 此

ノ故 二、 拙 者 等 ハ前 著 二於 テ「彼 方 、 立 テ レバ、

批 方 ガ立 タズ」 ト云 ツ タ 「ヂ レ ンマ」二遭 遇 スル

ト浩嘆 シ タ次 第 デ アル。 シカ ノ ミナ ラズ、 從 來

ノ形 式 二從 ツ テS.T.菌 乾燥 粉 末菌 テ使 用 シタ

場 合 二於 テモ、 其 ノ自家 抑 制 テ計 リ、次 デ本試

験 二移行 シ テ居 タ ノデハ、 其 ノ間 二要 ス ル時 間

的 ノ経 過 ハ鹸 リ ニ永 過 ギル惧 レガ アル。 時 間 ノ

経 過 ガ永 キ ニ失 ス レバ、 乾 燥S.T.菌 粉 末 食 瞳

水俘游 液 ガ、 次 第 二漁 潤 ノ度 テ檜 シ テ、 其 ノ結

果漸 次 二徽 奇抗 禮 二反 慮 スル ヤ ウ ー ナル。 此 庭

ガ千 番 ニー 番 ノ ヵ ネ合 ヒ ノ藝 當 デ到 底斯 カル モ

ノハ實 際 上 ニー 般 的 二使 用 ハ出來 ナ ィ。 斯 カ ル

理 由 ノ下 二、 余 等 ハ前 著 二於 テS.T.菌 乾燥 粉

末 ナル モ ノ ラ、 結 核 補 禮 結 合 反 慮 二實 地 磨 用 ス

ル コ トニ見切 リテ附 ケ タ次 第 デ アル ガ、 今 弦 二

述 ブル ガ如 キ吸 著 元 ト シ テ 使 用 シ、 更 二此 ノ

感作 抗 元 テ 補 瞬 結 合反 慮 二 使 用 スル ニ至 ツ テ

ハ、實 二理 想 的 ノモ ノデ アル ト思 フ。 其 ノ故 ハ、

S.T.菌 乾 燥 粉 末 ハ、 吸 著 元 性 能 働 力 強大 ナル

ニ拘 ラズ、 其 ノ生 理 的 食 盤 水 俘 游 液 ハ頗 ル 自家

抑制 ラ示 ス コ ト砂 ク 使 用 二極 メテ 便 宜 ナ ル コ

ト、遠 心 沈 澱 操 作 ニ ヨ ツ テ比 較 的 容 易 二1価青 ト

分 離 沈 澱 セ ラル ・爲 一、 塵 置 セ ラ レタル残 絵 血

清 二 自家 抑 制 テ起 サ ・'ルコ トハ優 秀 ナル特 徴 デ

ア ル 。

斯 カル 吸著 元 ニ ヨ ツテ、 血 清 内 ノ抗 膿 テ全 部 吸

牧 シテ、 感 作 抗 元 テ以 テ補 禮 結 合 反 磨 テ行 フ コ

トハ、尚 ホ此 ノ上 二更 二利 得 ガ ア リ得 ル ト思 フ。

即 チ、 從 來 色 々 ト論 議 セ ラ レ、 且 ツ補 膿 結 合 反

慮 ノ實施 上 二大 ナ ル支 障 トナ ツテ居 ツ タ、 正 常

溶 血 性 抗膿 、或 ハCalmette氏 等 ノ唱 ヘ ル 「イ

ン ヒ ・'チン」或 ハ其 他 ノ 諸 家 ノ唱 ヘ ル補 禮 ノ第

4成 分 ノ影 響 等 々 、 凡 ベ テ血 清 ノ介 在 二 因 ツ テ

補罷 結 合 反 慮 ノ結 果 二悪 化 テ醸 成 ス可 キガ如 キ

コ トへ 本 法 ニ ヨ リ悉 ク解 浦 セ ラ レテ遺 憾 ナ シ

ト思 ハル。 余 等 が、 本 法 テ新 タニ結 核 ノ血清 學

的 反 慮 二慮 用 セ シ トス ル理 由 蓋 シ斯 カル優 秀 ナ

ル長所 ノアル ガ爲 デ アル。

結 論

(1)結 核 補禮 結 合 性 抗 罷iハ、 鴻 上等 ノS.T.菌

乾 燥 粉 末 ニ ヨ ツ テ 完 全 二 吸 著 除 去 スル テ得 ベ

シo

(2)徽 毒 力結 核 力、 將 叉 、 徽 毒 二結 核 テ合 併 セ

ル重 合 感 染 カ テ鑑 別 ス ル 目的 二使 用 スル鑑 別 法

ト シテ ハ、S.T.菌 乾燥 粉 末 ニ ヨル吸 著 前 後 二

於 ケル 血 清 二封 シテ、 補 盟 ノ壇 量 法 ニ ヨ リテ識

別 ス ル コ トガ、 最 モ合 理 的 デ、 且 ツー 目瞭 然 ナ

ル最 良 ノ方 法 デ アル6

(3)S.T.菌 乾 燥 粉 末 菌 テ以 テ、 被 検 血 清 ノ補

禮 結 合 性 抗 農 テ吸 著 シタル後 二、 更 二此 ノ感 作

抗 元 テ使 用 シテ、 補 禮 結 合 反 癒 テ行 フ ー トガ最

モ合 法 的 デ、 抗禮 、 抗 元 ヨ リ以 外 二何 物 テ モ介

在 セザ ル實 二 「エ ツ セ ン シ アル 」ノ方 法 ト思 バ レ

ル。 余 等 ハ、 斯 カ ル法 テ以 テ行 フ補 膿 結 合反 慮

二封 シテ、爾後K.K.R(Kogami-Kawakami's

Reaction)ト 唱 ヘ ル コ トテ豫 メ噺 ツテ置 ク。
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原 著

K・ch氏 無蛋 白「ツベル ク リン」ノ人盟 二

於 ケル喰菌現象、皮 内反慮及赤血球

沈降速度 二野 スル影響 第二 報告

東 京 桑 原 中
∂じ、 實

昭 和11年2月g⊥ .杢氏 無 蛋 白 「ツベ リ ク リ ン」

テ以 テ52名 ノ人 員 二就 テ喰 菌 現 象皮 内反 慮 及

赤 血 球 沈 降 速 度 ラ検 シ タル ニ初 メハ マ ン トー 氏

反 慮 高 度 ノ陽 性 音 無 蛋 白 「ツベ ル クリ ン」ラ接 種

ス ル事 二依 テ逡 ニハ陽 性 「アネ ノレギー」二軸 化 シ

而 シテ喰 菌 率 ノ増 加 テ検 シ タ リ.此 ノ事 實 ハ「結

核1第14巻 第12號 二記 述;シ タ リ該 無 蛋 白 「ツベ

實

實 験 方法 ハ 第1報(昭 和11年12月 「結 核 」第14

巻 第12號 参 照)二 記 述;シ タ レバ 今此 庭 ニ ハ之 テ

省 ク、 又 實 験 例 ハ第1報 記 載 ト同 一 ナ リ。

而 シテ無 蛋 白 「ツベ ル ク リ ン」注 射終 了後 経 過 シ

第1

甲

ル ク リ ン」最 終 接 種 後約1ケ 年 経 過 シ タル今 日再

ビ同人 二就 テ前 記 反 感 テ反 復 検 査 シタル ニ喰菌

率 及 皮 内 反慮 八三 。ヰー氏 無 蛋 白 「ツベ ル ク リン」

原 液 注射 後 ト今 日モ爾 攣 化 ナ キ ニ赤 血 球 沈 降速

度 ハ 多 少 ノ硬 化 テ認 メ タ リ、 因 テ弦 二之 テ記 述

セ ン ト欲 ス。

験

タル約1ケ 年 ノ期 間 中 一 八何 レモ何 等 ノ腱 置 テ

施 サ ズ、 今 日 一及 ピ タ リ今其 ノ成績 テ表 記 ス レ

バ第1表 ノ如 シ。

表

皮 内 反 応
一

赤 血 球 沈 降 速 度 陣 菌 率
「一 弓亀

昭 和11年 昭和 昭 和11年 昭和12年
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珊

帯

十

十

什

器

十十

此 ノ第1表 甲 ハ 第1報 二報 告 シ タル如 ク無 蛋 白

「ツ ・くル ク リン」ラ接 種 シ タル 前 後 二反 癒 ラ検 シ

タル ニ マ ン トー 氏 反 応 ハ接 種 前 モ接 種 後 モ陰 性

ナ レ ドモ喰 菌 卒 ハ接 種 後 二至 ツテ増 加 シタル例

ニ シテ今 回 ノ實 験:テ其 レ ト掛 比 スベ ク記 述 シタ

ル モ ノニ シ テ第1表 乙 ハ 無 蛋 白 「ツベ ル ク リ ン」

注 射 前 マ ン トー 氏 反応 陽 性 者 無 蛋 白 「ツベ ル ク

リン」 注 射 ノ結,果逡 二同 反 磨 陰 性 トナ リ喰 菌 李
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増加 シタルモ ノーシテ其後約1ケ 年 テ経過 シタ

ル同展磨 ノ成績 テ対比 シタモノナリ。

之 亭因テ考 フルニ無蛋白「ツベルクリン」テ完全

量迄接種 シタル例症 二在テハ注射中止1ケ 年二

及 ブト錐 モマントー氏反慮拉 二喰菌卒ハ注射終

了時 ノ状態テ織綾 シ居ルが如 シ。赤血球沈降速

度ハ多少 ノ攣化 アルモ大盤 二於 テ圭 トシテ健康

音叉ハ其 レノ境介線ニアルモ ノ多 キテ認ム。

総括及ビ結論
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1.以 上論述 シタル如 ク昭和11年 コッホ氏無蛋

白 「ツベルクリン」原液注射終 リタル者52名 二

就キ約1ケ 年経過 シタル今日反慮検査 ヲナシ次

ノ成績 テ得 タリ。

2.昭 和11年 注射前皮内反磨陰性者27名 ハ注

射終了後 モ陰性 ニシテ尚ホ今日モ陰性ナリ注射

前皮内反磨陽性者25名 ハ無蛋白 「ッベリクリ

ン」原液注射ニテ陰性 トナ リシ者 ニシテ今 日尚

陰性ナリ。

3.喰 菌率ハ無蛋白「ツベルクリン」接種後檜加

シタル者筒ホ今 日モ依然 タリ、赤血球沈 降速度

ハ之テ第1同 報告 ト比較 スルニ約1ケ 年間テ経

文

桑原,東 京將事新誌・2975號.結 核第14巻.第12號

過 シテ多 少攣 化 アル モ之 テ無 蛋 白 「ッベ ル ク リ

ン」 注 射 後 二比 較 スル ト寧 ロ健 康 者 二認 ムペ キ

状 態 ト云 フベ シ。

4.實 験 ノ成 績 ヨ リマ ン トー 氏反 慮 喰 菌率 赤 血

球 沈 降 速 度 二就 キ考 フル ニ無 蛋 白 「ツ ベ ル ク リ

ン」 テ完 全 量注 射 シ得 タル例 症 ハ約1ケ 年 間 其

レテ中 止 シテ モ注 射 終 了時 ノ歌 態 二攣 動 ラ與 ヘ

ザ ル ナ リ。

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ御校 閲 ヲ賜 リタ ル 恩師北里研究 所部

長渡邊博士蛇 二御援助 下サ レ シ水 口氏 二深 甚ノ謝意

ヲ表ス。

駄
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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulo8e87Band,1Heft・1935・ ,

呼 吸 空 氣 ヨ リノ 有 機 化 學 物 質 分離 二 關 ス ル 研 究

補 遺

ElisabethHahn:BeitragzurIsolierungorganisch・

ぐhemischerSubstanzenausderAtemluft.

試 験 物 質 ハ罷 内 二 於 テ 破 壌 サ レズ、 叉 攣 化 セ ザ ル限

リ、 其 大 部 分 が肺 道 ヲ通 ツテ、膣 外 二排 出 サ レル トコ

ロ ノ 「ア セ ト ソ」 ヲ選 ンダ。 先 ヅ健 康 者 ノ呼 吸 空 氣 ヨ

リ ノ「ア セ トソ」ヲ調 ベ タ トコ ロ、少 数 ノ例 外 ヲ除 キ陰

性7"ア ツ タ.叉HupPert-Messingerノ 法 デ、 正 常 尿

ノ「ア セ トソ」ヲ調 ラ ベ タ トコ ロ、其痕 跡 ヲ誰 明 シタ。

次 二健 康 者 二1000EgEillチ 、1.3琵 ヲ含 ム水 ヲ飲 マ シ

タ トコ ロ、 肺 臓 カラ ノ・飲 用 ト同時 二 「ア セ トソ」排 出

ガ始 マ リ、5時 間 後 迄 増 加 シ、其 後 ・・徐 々 二減少 シ、

24時 間 後 ニ ノ・最 早 ヤ 呼 吸 空 氣 中 二 ・・「ア セ トソ」が存

在 シ ナ ク ナ ッ タ。 肺 カ ラ ノ 「ア セ トソ」全 排 出 量 ノ・

132.62竈 デ アル。 尿nラ ノ「アセ トソ」排 出 ・・24時 間

後 ニ モ 出 ル。 尿100耗 中 二30.886睡 ノ「ア セ ト ソ」ヲ

詮 明 シタ。

多 数 ノ實 験 ノ結 果 、「ア セ ト ン」ヲ嚥 下 ジタ健 康 者 ノ場

合 、 其 大 部 分 ノ・再 ビ肺 臓 カ ラ排 出 サ レ、比 較 的 一小 部

分 が腎 臓 ヲ通 ンテ排 泄 サ レル。

輕 症 叉 ノ・中等 度 ノ糖 尿 病 患 者 二就 テ、此 實 験 ヲ行 ツ テ

見 ル ト、 肺 臓 カラ ノ「アセ トソ」排 出 量 ノ・、各 患 者 二就

テ モ ー様 デ ナf。 之 ・・恐 ラ ク 均 盟 ノ運 動 及 ビ食 飼 二

關 係 ス ル ラ ン イ。 著 者 ノ 取 扱 ツ タ 患 者 ・・皆 外 來 患 者

デ ア ツ タ カ ラ シ テ、24時 間 調 ベ ル事 が出 來 ナ カ ツ タ.

從 テ精 密 ナ ル楡 査 ・・出 來 ナ カツ タ爲 二、尿 ト呼 吸 空 氣

トノ關 係 二關 スル検 査 ノ・、一 定 不動 ノ通 常 偵 ヲ見 出 シ

得 ナ カ ツ タ.(東 京 市 療 中 田 抄)

肺 結 楼 症 二 妊 娠 中絶 ハ 正 當ナ リヤ

P.Ca冊er:IstbeiLungentuberkulosedieSchwan・

gerschaftsunterbrechunggerechtfertig?

83例 ノ内13例 二 ・・妊 娠 中 絶1・ 不女正法 トヲ行 ヒ、40例

二妊 娠 中 絶 ノ ミヲ行 ツ タ。縫 績 的 ノ血 液 及 ビ盟 力 清粍

ヲ防 ギ、肺 結 核 症 ノ治 癒 ヲ有 利 ナ ラ シメ ル ノガ 目的 デ

アル カ ラ シテ、 中絶 ト同時 二不 妊 ナ ラ シメ ル爲 二、患

者 ト其 夫 トノ承 諾 ノモ ノ トニ 、大 部 分 ハ妊 娠 子 宮 ノ腔

式 全 切 除 術 ヲ行 ヒ(34例 卯 チ119つ 、 一 部 分 ニ ノ・小 切

開 ト1刺夙 管 不 妊 法 ヲ磨 用 シタ(9例 即 チ11%)。

上 記 手 術 方 法 ノ・妊 娠 ノー 定 時 期 ヲ過 ギ テ、子 宮 が最 早

ヤ小 骨 盤 内 二入 ラ ナ イ程 、大 キ ク ナ ツ テ ・・旋 行 不 可能

デ ア ル。 妊 娠4ケ 月 ガ境 界 デ アル。然 シ多 ク ノ例 カ ラ

シテ定 石1・ シ テ 妊 娠第1ケ 月 二 手 術 ヲ施 行 ス ベ キデ

ア ル。 若 シ月経 ヲ塞 グ ・ミナ ラズ、卵 巣 ノ作用 ヲ取 リ

除 キ、 共 結 果 生 ズル トコ ロ ノ脂 肪 附 加 ニ ヨソ テ、肺 結

核 症 二好 影 響 ヲ求 メ ソ トスル ナ ラバ、妊 娠 子 宮 ト共 二

附 罵 器 ヲ 切 除 ス ル コ トが 出來 ル。 然 シ他 方叉 妊 娠 ヲ

中絶 シ、卵 集 作 用 ヲ輩 二去 勢 照射 ニ ヨ ツ テ抑歴 スル コ

トモ 出來 ル。 原 理 上 卵 巣 ノ摘 出 ヲ好 マ ナ イ。何 トナ レ

バ女 性/肉 艘 的 及 ビ 精 淋 的 健 康 二 及 ボ ス卵 巣 ノ便値

ヲ重 要 覗 スル カ ラデ アル。

臨 躰 家 トシテ ・・、 結 核 症 ト妊 娠 中絶 トノ問題 ノ・、今 日

モ爾 解 決 ハ サ レテ居 ナ イが、之 二 關 シー定 ノ立脚 黙 ヲ

持 タ ネバ ナ ラ ヌ.Menge氏 ノ如 久 結 核 症 ノ爲 二決 シ

テ妊 娠 中絶 ヲ爲 ス ベ キ デ ナ イ ト考 ヘ ル人 、 叉Pankow

及 ビWinterノ 如 久 顯 微 性 結 核 症 ノ場 合 、 全 ク型 ニ

ノ・マ ツ テ 中絶 ノ行 フ人 々 ニ トツ テへ 事 柄 ・・簡 軍 デ ア

ル。 進 ソ デ妊 娠 中絶 ヲ行 ハ ナ ク テ モ濟 ム程 二、合 理 的

治 療 法 デ治 癒 ノ見 込 が アル 例 ヲ選 リ分 ケ ル コ トニ努

力 ス ル ナ ラバ 、 我 々・・原 則bシ テMengeノ 見解 二近

イ立場 ニ アル。

實 際 的 蹄 結 カ ラス ル ト、 非 常 二 進 行 ジテ ル肺 結 核症

・・、矢 張 リ妊 娠 中 絶 ヲ行 ・・ヌ組 二入 ル。 何1・ ナ レバ母

が恢 復 ノ見 込 ミナ キ、悲 シ ム ベ キ状 態 ニ ア ッ テノ・、 小

供 ヲ救 ヘ ト云 フ金 言 二 從 ノ・ネ バ ナ ラ ナ ヌ コ ト・・確 デ

アル。
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其 中間 二在 ル例 二封 シテ ・・、妊 娠 中絶 ノ・歓 〃可 カ ラザ

〃 モ ノ ト思 フ。 何 トナ レバ 妊 娠 中 絶 ノ・ニ ツ ノ見 地 カ

ラシテ、 結 核 症 治癒 ニ トツ テ 有 盒 デ アル。 仰 チ共 一

ッ ハ既 二 起 ツ タ トコ ロ ノ、 或 ハ 起 リツ ・ア ル間 欺 推

進(Schtib)ノ 原 因 ヲ排 除 スル カ ラ デ アル 。 之 ハ非 常 二

澤 山 ノ例 二就 テ、 疑 モ ナ ク同 時 二起 ル事 、及 ビ因果 關

係 ト云 フモ ノ・・同 一親 サ レル カラ デ ア ル。 勿 論 妊 娠

中絶 二績 イ テ行 フ 嚴 重 ナ ル 結 核療 法 ヲ 堅 ク命 ジナ ケ

レバ ナ ラ ヌ。 個 々 ノ例 二就 テ妊 娠 中絶 が、 ドノ程 度 ノ

良 キ結 果 ヲ齎 ス カ ヲ剣 噺 ハ ル コ トハ 非 常 二 困難 ナ ル

事 デ アル。 第2一 ノ・妊 娠 中 絶 ノ ミヲ行 フ場 合 、次 同 ノ

出産 トノ時 間 的 間隔 が 墳 大 シテ 結 核症 ノ治 癒 ニ トツ

テ有 盒 デ アル。

妊 娠 中絶 ヲ行 ハ ナ イ場 合 ガ澤 山 アル ケ レ ドモ、之 ヲ肺

結 核圖 病 ノ試験 濟 ミノ方 法 トシ テ、全 然 放 棄 シ テ終 フ

事 ・・正 シ 〃ナ イ ト思 フ。 將 來 ヘ ノ 理 想 的 要 求 ト シテ、

勿 論生 理 的状 態 印 チ妊 娠 ヲ存 績 セ シメ、病 理 的 状 態 帥

チ肺 結 核症 ヲ除 去 ス 〃 コ トニ努 力 セ ネ バ ナ ラ ヌ。

(東 京 市療 中 田抄)

油 状SolganalBハ 肺 結 核 症 療 法 ノ進 歩 ナ リヤ

Ladis】ausMande1:BedeutetdasSolganalB.oleosum

einenFortschrittinderTherapiederLungentuber-

kulose?

金療 法 ニ ヨル 障碍 ヲ避 ケ ル タ メ ニ ノ・、3ツ ノ條 件 ヲ考

ヘネ バ ナ ラ ヌ
。 即 チ適 當 ナ ル 製 刺 ノ選 揮 、正 當 ナル 庭

方 法及 ビ適 當 ナル 患 者 ノ選 揮 デ アル 。

磐 筋 内 二注射 セ ル油 状SolganalBノ 吸 牧 ヲ連 績 レ ソ

.トゲ ン撮 影 ニ テ 槻 察 シ タ ト コ ロ、0.10,0.15及 ビ

0・20瓦 量 ノ・、24時 間 以 内 二全 ク筋 肉 ヵ ラ消 失 ス ル ヲ

観 タ。 水 溶性SolganalBノ 吸 牧 ト比 較 シテ見 ルN

水溶 性 ノモ ノノ・6乃 至8時 間 最大24時 間 以 内 ニ ハ、

ヒ ソ トゲ ソ像 カ ラ清 失 ス ル。水 溶 性 ノ毛 ノハ大 部 分 ガ

最 初 ノ1時 間 以 内 二吸 牧 サvル 。 油 状SolganalBノ

吸牧 ノ・、之 二反 シ均 一・二徐 々二始 マ リ、 徐 々 二進 行 ス

ル。 雨 者 ノ大 ナ ル 差 違 ハ 時 間 ニ アル ノデ ナ ク、吸 牧 ノ

種 類及 ビ仕 方 一 在 ル ト云^ル 。 筋 肉 内 二 溶 解 シテ ル

金 ハ大 部分 血 清 ノ蛋 白 ト結 合 シ、他 方 組 織 球 細 胞 二喰

セラ レテ、 淋 巴 二達 シ、次 デ血 行 二入 ル 。 油 二浮 游 セ

ノヒ金 ハ徐 々二組 織 液 二移 行 シ、喰 作 用 ヲ更 二可 能 ナ ラ

シメル 。 斯標 ニ シテ 血 行 二 到 達 セル 物 質 ノ・共 毒 性 ガ

或 ル程度 マデ 中和 サ レル 。 次 デ金 ノ・更 二運 逡 サ レ、肝

臓 ノクッペ ル氏 細 胞 、 脾 臓 ノ髄 結 節 、淋 巴 腺 、 腎 臓 及
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ビ腸 ノ壁 ニ テ組織 球 細 胞 ト結 合 シテ存 在 シ、叉 結 核 病

竈 ノ類 上 皮 細胞 内 二Goldsulfidト シテ 存 在 ス ル。 健

康肺 二 ・・極 ク僅 二存 在 スル ノ ミデ、結 核 肺 ニ ノ・多 量 二

集 マ ッ テ ル。 斯 〃 ノ如 ク油 状SolganalBノ 毒 性 ノ本

質 的輕 減 ・・、共 吸 取 期 間 ガ或 程 度 延 長 サ レル コ トニ ヨ

リ達 セ ラ レル ガ、圭 トシテ均 一 ノ吸 牧及 ビ或 程 度 吸 牧

ノ模 標 ガ愛 化 ス ル コ トニ ヨッ テ 達 セ ラ レル ノデ ァル 。

金 障 碍 ・・斯 ク最 小 限 度 マ デ減 ズ ル事 が 出來 ル ガ、全 然

除 去 ス ル コ ト・・出來 ヌ.即 チ皮 膚 及 ビ粘 膜 ノ獲 疹 、腸

障 碍 、髄 温 上 昇 ヲ起 ス コ トガ アル。 此 障 碍 ヲ適 當 ノ礎

方 法 ニ ヨ ッ テ減 ズ ル 事 が出 來 ル。 作用 ヲ 弱 メル コ ト

無 シニ、 金 量 ヲ減 ゼ ソ トス ル 虚 方 法 ヲ 求 ム レバ、

Solganalト 蒼 鉛 トノ 混 合 が良 イ、 著 者 ノ・1930年 來

Solganal1同 最 大 量0.10瓦 デ全 量 ヲ僅1瓦 ト シ、 之

二10×2蛭Bismosalvanヲ 併 用 シタ。

少 量及 ビ以 上 ノ如 キ力 法 ヲ用 ヒ テ モ、尚障 碍 ヲ受 ケ ル

群 が アノレ。 之 ハ此 薬 品 ニ テ 誘 登 サ レル 病 竈 反 磨 帥 チ

Biotrpismus二 基 因 ス ル。 之 ノ・結 核 組 織 ノ存 在 ス ルb

コ ロ肺 、 腸 、腎 及 ビ喉 頭 何 レ ノ所 ニ モ表 バ レル。 ソコ

テ適 當 ナル 患 者 ヲ 選 バ ネ バ ナ ラ ヌ.滲 出 性 デ ア レバ

ア ル程 、治 療 ノ経 過 中燃 獲 ス ル コ トが早 ク起 リ得 ル 。

夫 故 二極 ク初 期 ノ場 合 ニ ハ 金 療 法 ノ・適 當 デ ナ イ。 叉

滲 出性 ノ患 者 デ へ 後 ニ ナ ツテ モ非 常 二注 意 シテ行 フ

ノガ 良 イ。 帥 チ、極 ク少 量 ヲ時 々反 復 シテ進 メ テ行 ク

が良 イ、 滲 出性 、培 殖 性 ノ混 合 型 二於 テハ 、 注 意 シテ

治 療 ヲ行 フ ト良 イ成 績 ガ 得 ラ レル。 純 墳 殖 性 ノ場 合

ノ、礎 方 ノ、思 ヒ切 ツ テ行 ヒ、1同 量 モ幾 分 多 ク ヌル 。 ソ

コ デ個 人 的 二 行 フ事 ガ 甚 ダ重 要 デ アル 。 尿 ヲ屡 く槍

査 シ、 胃及 ビ腸 ヲ嚴 重 二 調 べ テ調 節 ス ル コ トニ ョ ツ

テ、病 竈 ノ活 動 ヲ避 ケ ル コ トガ 出來 ル 。

油 状SolganalB2・ 肺 結 核症 ノ金 療 法 二本 質 的進 歩 ヲ

爲 シタ コ トハ 疑 ヒ モ ナ イ。 優 レタル 鮎 ノ、疾 痛 ナ イ。容

易 二庭 方 シ得 、 毒 性 ガ少 ナ ク、且 ツ此 製 鋼 二封 ス ル 勇

髄 ノ寛 容 力 が高 イ事 ナ ドデ アル 。 然 シ 未 ダ之 ニ ヨ ツ

テ金療 法 ノ問 題 ガ 完 全 二解 決 サ レタ ノデ ノ・ナ イ。個 人

的 二周 到 ナ ル塵 方 法 ヲ行 フ 事 及 ビ患 者 ノ正 當 二選 揮

ス ル 事 二大 ナル 注 意 ヲ彿 ノ・ネ バナ ラ ヌ。Bismosalvan

トー 諸 二輿 ヘ ル コ トハ、1同 量 及 ビ全 量 ヲ著 シク減 少

ス ル コ トが出 來 ル。 從 テ 此 配 合 ・・現 在 デ ・・最 モ危 瞼

少 ナ ク、結 果 良 好 ナル 金 療 法 デ アル。

(東 京 市療 中 田 抄)

肺 膿 二於 ケ ル 孤 立 性 慢 性 團 形 病 竈
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SiegfriedVoigtmann:Vberisoliertechronische

RundherdeindenLungen.

レ ソ トゲ ソ像 二俵 リ肺 内 二 境 界 鮮 鏡 ナル 圓 形 病 竈 ヲ

有 ス ル20例 ノ観 察 デ、 共 内3例 ガ 自己 ノ取 扱 ヘ ル モ

ノデ、他 ・・文 献 二見 ラ レタ モ ノデ ア ル。 是 等 ノ病 竈 ノ

結 核 性 病 因 ノ・9例 二謹 明 サV、 共 他 ノモ ノモ 多分 二結

核 性 ヲ考 ヘ シ メ ル モ ノ デ ア ツ タ。 診 噺 二當 ツテ ・・常

二凡 ユル 臨 膝 的 像 ヲ 顧 慮 シ タ.結 核 性 圓 形 病 竈 ニ ト

ツテ へ 病 歴 二周 園 二結 核 患 者 ノ居 ル コ ト、 叉 其 既往

症 ヲ有 ス ル コ ト、臨 罧 的 二潜 在 性 デ アル コ ト及 ビ圓形

病 竈 が静 止 的 關 係 ニ アル コ トガ特 有 デ アル。 他 ノ原

因 ヲ有 ス ル 圓形 病 竈 デ 静 止 的 關 係 ヲ 示 ス モ ノノ・非 常

二稀 デ アル 。 上 記 目 印 ノ・結 核 症 診 断 二 蓋 然 性 ヲ與 ヘ

ル。 圓形 病 竈 ノ周 園 二撒 布 病 竈 ガ 出現 ス ル カ、或 ハ結

核 菌 ヲ誰 明 スVバ 、結 核 症 ノ診 噺 ノ・絶i封確 實 デ アル。

圓形 病 竈 二軍 一 ノ意 義 ノ・無 イ。 夫 レガ 孤 立性 デ ア リ、

叉 他 二結 核 性攣 化 が無 イ限 リ、早 期 浸 潤 ノ獲 育型 デ ア

ル ト見 徹 ス コ トガ 出來 ル。 他 方 圓形 病 竈 ノ・肺 結 核 症

ノ経 過 中何 時 デ モ現 レル コ トガ 出來 ル。

(東 京 市療 中 田 抄)

結 核 菌 血 症 ノ眼 科 學 二 封 ス ル意 義

E.Lowenstein:DieTuberkelbacil15mieinihrer

BedeutungfiirdieAugenheilkunde.

漁 疹 性 結 膜 炎 、 深 暦 角 膜 炎 、 虹 彩 炎、虹 彩 毛様 膣 炎、

輩 膜 炎、 脈 絡 膜 炎、 綱 膜 静 脈 周 園 炎 、網 膜 剥 離 、 硝 子

艦 出 血 、交 感 性 眼 炎 、球 後覗 紳 経 炎 等 ノ眼疾 患 ノ血 液

中 二結 核 菌 ヲ謹 明 シ タ。 臨 諌 的 診 噺 ノ 困 難 デ ア.ツタ

例 二於 テ サへ 、共 組 織 内 ヨ リ結 核 菌 ノ純 粋 培養 ガ得 ラ

レタ。 臨諌 的 診 噺 ニ ハ血 液 培 養 ヨ リモ 組 織 培 養 が必

要 デ ア ル。(東 京 市療 中 田 抄)

結 核 症 二於 ケ ル 子 宮 内 感 染 二 就 テ

E.Loewenstein:VberintrauterineInfektionbei

Tuberkulose.

現 今 マデ 結 核 菌 ガ胎 見 ノ循 環 二入 ッ タ ナ ラバ 、其 小 見

ノ蓮 命 ノ・決 定 シテ シ マ ウ トー 般 二 考 ヘ ラ レ テ タ。 胎

盤 ノ結 核 性 攣 化 ・・頻 繁 二 登 見 サ レテ ル ガ、 其 小 見 ノ

蓮 命 二關 シテ ハ 充 分 二 追 究 サ レテ ナ イ。 胎 盤 ノ結 核

症 ノ・恐 ラ ク ノ・胎 見 二感 染 ヲ爲 ス モ ノデ ア ラ ウ が、必 ズ

シモ胎 盤 ノ結 核 帥 チ胎 見 感 染 デ アル トノ・云 ハ レナ イ。

膀静 脈 血 内 ノ生 結 核 菌 ノ謹 明 ノ ミガ詮 明 デ アル。而 テ

此 研 究 ハ 甚 ダ稀 デ 、 其 手 技 モ未 ダ完 成 サ レ・テ ナ イ。

ソ コデ 著 者 ・・59例 二就 テ、 母 ノ血液 及 ピ小 供 ノ騰 静

録 【第15巻

脈血 ヲ楡 査 ・y、11例 二於 テ母 血及 ビ騰静脈血 二結核

菌 ヲ詮 明 ・Yタ。重症結核症 デアル 母髄 ノ3乃 至4ケ

月 ノ胎 見 ノ肝臓 カラ2同 純粋培養 ヲ得 タ。 ソコデ子

宮内感染 ハ、今 日迄 考ヘ ラ レテタ 笥リモ多 イモ ノデア

ル。1例 ダケガ1歳 デ解剖 二附 セラ1!、多 〃 ノモ ノハ

無症状 デ アル。少撒 ノモ ノハ 子宮 内 二於 テ治癒 シテ

居 タ。是 等小 見 ノ蓮 命 ヲ追究 スル コ トハ 甚 ダ重 要デ

アル。子宮内感染 ハ特 二急性 多登 關節炎 ノ場合 二屡 く

起 ル檬 二 思ノ・レル。結 核性喘息性 ノ母 ヵラ生 レタ小

見 ノ・結核症 、多登關節炎、舞踏病、 喘息、 多登性 硬化

症、球 後覗 赫経炎、早登痴呆 ガ雲 生 シハ シナ イカ ト、

永 イ期間追究 セ ネバナ ラヌ。是等小見 ハ 菌血 ヲ有 ス

ル ニ拘 ・・ラズ、「ツベルク リソ」反磨 ハ陰性 デアル コ ト

ガ アル。是 等小見 ノ場合菌血 ハ長 イ間保存 サ レ、或 ハ

間漱 的二現 レル。

婦人科及 小見科馨 ガ、母及 ビ膀帯 ノ絢橡 酸聰血液 ヲ、

診噺 ヲ付 ケズニ自分 二 逡附 サ レル コ トヲ願 フ。診噺

ハ著者 ノ所見 ノ支持 ノモ トニ初 ンテ述 ベ ラル ベキデ

アル。斯 檬 ナ重要 ナ問題 ノ解 決 ・・臨殊家 ト細菌學者

トノ共 同作業 ニヨツテ ノミ達 セ ラ レルモ ノデ アル。

(東京 市療 中田抄)

結核 菌血症 卜病期及 ビ「ア レルギー」トノ關係

T.Kumagai,T.Iibuchi-undT.Ogawa:Beziehung

derTuberkelbacillttmiezuKrankheitsstadienund

Allergie.

飯 淵茜法及新法、小川 ノ集 菌法 ヲ用 ヒテ832人 ノ結核

患者 ノ血 液培養實験 ヲ行 ヒ、62例 帥 チ7・45%ノ 陽性

成 績 ヲ得 タ。此外屍髄血液 カ ラ・・17例 中13例 即チ

76.5%ノ 陽性成績 ヲ得 タ。

結核症 デハ感染 ノ早期デ ノ・、他 ノ傳染病 ノ場合 ト全 〃

同様 二、規 則的二菌血 症 ガ現 レル。滲 出性肋膜炎 ヲ有

スル患者 デノ・菌血症 ノ・詮 明サ レナイ。肺結核 ノ経過

中ノ・恐 ラク菌血症 ハ稀 デ ァル。病 氣 ガ終期 二近 ヅキ、

ヌ個 盟 ノ防禦 力 が弱 マル ト、初 メテ結核 菌が多量血行

二入 ツテ、菌血症 ヲ容易 二詮 明 スル事 ガ出來ル。肺 以

外 ノ結核症 ノ場合 ノ・之 ト全 ク別 デ、恐 ラク慢性 ノ菌血

症 ガ ァル ヵ或 ハ菌 が間漱的 二短時間血行 二入ル。

菌血症 ト結核 「アvル ギーfbノ 關係 ヲ調ベル タメニ・

補盟結 合反慮 ト「ツベル ク リン」皮 内反磨 トヲ行 ツタ・

補盟結 合 ニノ・WassermannトNeuberg-Klopfsto6k

ノ抗原 ヲ用 ヒタ。菌血症 ト補髄結合反 慮 トノ關係 ヲ

観 ル ト、補髄結合 反慮 ノ陰性 ナル例 ニハ、最 モ多倣 二
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即 チ26・3%二 菌血 ガ見 ラ レタ。 補 髄 結 合 反 慮 弱 陽 性

ノ患 者 ニ ハ22・4%二 、中等 度 ノ14例 ニノ・3例 二菌血

ガ見 ラ レタ。補 饅 結 合 反 磨 ノ強 或 ノ・最 強 ノ陽 性 例 ニ

ハ1例 モ菌 血 症 ヲ見 ナ カ ソ タ。

「ッベ ル 〃 リ ソ」皮 内 反 磨 ト菌血 症 トノ關 係 ヲ槻 ル ト
、

「ツベル ク リy」 反磨 陰性 ノ結 核 患 者 デ ハ30 .9%二 、

弱 陽性 ノモ ノニノ・25・7%二 、 中等 強 陽性 ノモ ノ ニノ・

20.8%二 菌 血 ヲ謹 明 シタ.「 ツ ベル 〃 リ ン」反 磨 強 或

ノ・最 強 陽性 ノ16例 二 ・・菌 血 陽 性 ノモ ノノ・1例 モ無 カ

ツ タ。 ソ コデ 菌血 症 ノ・圭 トシ テ 「ツ ベル ク リ ソ」反 庶

陰 性 或 ハ 弱 陽性 ノ者 二現 ノ・レル。 菌 血症 ハ 「ツ ベル ク

リ ソ ア レル ギ ー」ト或 程 度 ノ關 係 ヲ有 ヅ、陰 性 「ア レル

ギ ー」或 ハ弱 「ア レル ギー 」ノ場 合 二現 ノ・レル 。

(東 京 市療 中 田 抄)

Zeitschriftf並rTuberkulose.B己76.H.2/3,1936.

初 感 染 及 重感 染海 狸 ノ 皮 内 二 注 射 サ レタ ル結 核

菌 ノ分布 二就 テ

BolvH6yerBahl:UntersuchungenUberdieAusbr-

eitungintracutanverimpfterTuberkelbazillenim

MeerschweinchenorganismusbeiErst・undSuperinf・

ektion.

重感 染 ノ結 核 菌 ノ・初 感 染 ノ菌 二 比 シテ 注 射 局所 ノ皮

膚 ヨ リ消 失 ジ局 所 淋 巴腺 及 脾 臓 二 分 布 ス ル 速度 が甚

ダ遅 イ コ トヲ詮 明 ス。(刀 根 山病 院 農 野 昇 翁 抄)

結 核 患 者 ノ糖 尿 病 ノ治 療

TheoKeiser:DieBehandlungdertuberkulosen

Diabetiker.

本 著 ハ著 者 ノ長 年 ノ結 核 ト糖 尿病 トヲ合 併 セル 患 者

ノ治 療 成 績 ヲ総 括 セノレモ ノニ シテ、初 メ結 核 ト糖 尿 病

トヲ合併 セル 患 者 二 「イ ソス リ ソ」、葡 萄 糖療 法 ヲ施 行

シテ血 糖 ノ・低 下 ス ル モ 突 然 大 喀 血 ヲ 起 ジテ窒 息 死 セ

ル鍛 例 ニ ツ イテ詳 述 ン、 更 二糖 尿病 合 併 患 者 二 「イ ソ

ス リソ」療 法 ヲ行 ヒタル 場 合 ノ喀 血 死 ハ全 開 放 性 患 者

ノ喀 血死 二比 シテ約25倍 二相 當 シ、 「イ ソス リ ソ」療

法 ノ危 瞼 ナル 事 ヲ説 キ、次 二 「イ ンス リ ソ」ト同時 二葡

萄 糖 ノ比 較 的 大 量(少 ナ ク トモ1日70-609)ヲ 與 フ

ル トキ ハ血 糖 ノ低 下 ノ・長 ビ ク モ 肺 結 核 ノ非 常 二早 ク

治癒 傾 向 ヲ示 シ、且 人 工 氣 胸 ノ適 磨 者 ニ ハ之 ヲ併 用 ス

ル事 ニ ョ リ極 メ テ 良 性 ナル 輕 過 ヲ トリ シ事 ヲ例 ヲ暴

ゲテ説 明 ス。(刀 根 山病 院 柳 澤 抄)

肺 結 核 ノ淋 巴行 性 期 ノ病 理 解 剖

W.Stefko:DiePathologischeAnatomiederlymp-

hogenenStadienderLungentuberkulose.

肺 結 核 ノ進 展 ノ 過 程 トシ テ淋 巴行 性 型 が アル 。 臨 抹

上 慢性 粟 粒 結 核 ノ 中 二實 ノ・淋 巴行 性 肺結 核 ガ ア ル。

Page1ノ 云 フ肺 胞 性 叉 ノ・間 質 性 小 結 核病 竈 ハ初 メ淋 巴

行 二俵 ツ テ登 生 ス ル モ ノデ 、後 二慢 性 血 行 性 結 核 トナ

レル モ ノデ アル。 慢 性 粟 粒 結 核 ノ1ナ ル 所 謂皮 質性

肋膜 性型 モ淋巴行 性 二登生 セル ト見 ル方 が正 シイ。其

他Miliarisdiscretaナ ドモ淋 巴道 ヲ介 シテ登 生 セル

モノ ト見 ル 可キデアル。i著者 ・・病理解剖學 的立場 カ

ラ肺結核 ノ淋 巴行 型 ヲ次 ノ如 ク分類 シ説 明 シテヲル。

1.再 感染 竈 ノ培 進 ト關連 セル 原屡性淋 巴管炎 ノ部

類

A皮 質性肋膜型(Kortiko・pleuraleForm)

本型 ハ好 ソデ肺 上葉 ノ大 葉問性叉小葉間性 中隔 二登

生 スル結核性淋 巴管炎 ヲ云 フモ ノデ、古 イ病 竈叉 ハ」曾

進期 ニ アル再 感染竈 ヲ基 トシテ 起ル モノデアル。共

ノ像 ノ・再 感染竈 ノ・乾燥叉 ハ石灰 ニテ飽 和 サ レタ乾酪

化 セル包嚢 デ取園 マ レ、中ニノ・其包嚢 ハ互二融 合 シテ

境 界並 二周園 二乾酪性 叉 ノ・繊維性乾酪性淋 巴管炎 ヲ

起 シ恰 カモ蜘蛛 ノ艦 ノ如 キ像 ヲ呈ス。 カクシテ淋 巴

管 ノ結核病 攣 ヲ起 シツ ・小 サ ナ新 シイ病竈 ヲ作 ツ テ

進展 スル。組織學 的=ハ 包嚢 ニハ禰蔓性叉 ノ・散在性細

胞寝潤 ガア リ粗漏 トナ リ再 感染 竈内部 ノ・乾酪化 シ包

嚢 トノ境 ニノ・壌疽 帯 ヲ作 ル、之 二績 ク淋 巴管及 ビ毛細

管ハ櫨張 シ、内皮 ニノ・著明 二疵 状 二肥厚 シ、完全 二管

腔 ヲ塞 ギ壇殖性淋 巴管内皮 炎 ヲ起 シテキル所 モアル。

從 テ カ・ル症例 デノ・結 核感 染 ・・淋 巴系統 二長 ク止 マ

ラズ、圭 二小氣管枝淋 巴管 ヲモ侵 シ、進展 ス〃 ノデア

ノ110

B網 状型(RetikultireForm)

本 型 ・・肺 ノ淋巴系統 ガ網状 二分 布 サ レテ ヲル所 二再

感染竈 ノ塘進 アル様 ナ場合 二定型的 二起 ツテ來 ル モ

ノデアツ テ、 組織學 的 ニハ培殖性淋 巴管炎 デ アル
。

2.肋 膜 下叉 ・・周園 二存在 スル 古病竈 ノ活動 ト關連

セル亜急性及 ビ慢 性淋巴管炎 ノ部類

C肋 膜、大葉 間性型(Pleurale・interlob5reForm)

本 型 ハ肋膜叉 ハ大葉間 ノ中隔淋 巴管 二圭二攣化 がアル

モ ノデ、肋膜 下 ニアル古病 竈 ノ再 燃 ニヨ リ淋 巴環 二巡

ツテ初 メ大葉 間性叉 ノ・肋膜大葉間性淋巴管炎 ヲ起 シ、
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接 闘 ニ ヨリ部分的肺實質結核 ヲ起 ヌモ ノデアル、病

機 ノ進展 レ細葉性融合性結核 ガ獲生 スル。 即 チ細葉

性 結核 ハ淋 巴道 ヲ介 スルモ ノデア リ、 管内性 デノ・ナ

イ。

3.主 二原獲性肺門結核 ト關係 アル モノ

DEpihilareinfiltrativeForm

本 型 ・・淋 巴行性結核 ノ定型 的/モ ノデア リ、初感染群

ノ初感染竈 ニノ・特 記ス ベキ事 ハナイが、局所淋 巴淋 巴

腺 ノ病攣 ガ淋 巴管 二及 ビ更 二肺實質 ノ結核 ヲ起 ス カ、

叉 ハ小無管枝 淋巴管 ヲ侵 シ氣 管枝 二感染 シ、ココニ管

内性結 核 ヲ獲メ。

E淋 巴管閉塞性結核性肺炎(Lymphostatischetuber-

kul6sePneumOnie)

本 型 ハ淋 巴管 二 炎症 性淋巴閉塞 ノアル時 二其部 ノ抵

抗 カ ガ鉄 ケル ト禰蔓性 ノ定型的結核性淋巴管炎 ヲ起

シ組織學的 ニノ・肺 炎 ト誤 マラ レル モ ノデア リ、唯病機

が肺胞 臼膣 カラ起 ツテヰナ イ。之 ハ小葉問静脈 二病

攣 ヲ起 ン、 静 賑炎 ヲ起 シ、績獲性 ノ血行性撒布 ヲ起

スo

要 スル ニ肺 ノ淋 巴 行 性 結 核 ノ・多 襟 デ アル ガ肺 實 質 ノ

1結核 ヲ起 ス前 ノー ノ相 ト見 ル事 が出來 ル。

(刀 根 山病 院 柳 澤 抄)

大 工 場 二於 ケ ル結 核 征 服

Dr.G.C.E.BurgerundDr.J.G.A.vanWeel:

DieTuberk乞los¢bek註mpfungineinerGraBindustrie.

大 工 場 二 於ケ ル 結 核 ノ 國 民 経 濟 的 及 杜 會 衛 生 的 意 義

ヲ圭 張 シPhiliPs工 場 二於 ケ ル結 核 ノ征服 二野 シテ行

ノ・レタ規 準 ガ述 ベ ラ レテ ヰ ル。

ソ レノ・i欠ノ'方法 ヨ リナ ツ テ 牛 ル。

A.新 シ ク入 ツ タ人 ス ベ テ ノ列 透 覗

(列A.男4407、 女7656人)

B.既 二 工場 二於 テ働 イ テ ヰ タ ス ベ テ ノ人 ノ週 期 的

列 透 覗

(列B.7759男 、3366女)

C.緒 核疾 患 ヲモ ツ ス ベ テ ノ人 ノ家 族 及 更 ニ ソ ノ接

燭 者 ヲ ヨク注 意 ス ルtaト

(瀾 放 、 閉 鎖 、 活 動 性 、 疑 活 動 性)

ソ ノ結 襲 ヲ簡 軍 二総 括 ス ル ト、A列 二於 テ ノ・2.7%ノ ・

開放 性sO、6%ノ ・活 動 性 閉 鎮性(治 療 ヲ必 要 トス)。1

%ハ 疑 活 動 性 結核(監 覗 ヲ要 スル モ ノ)4%ハ 非 結 核

性 病 的 所 見 デ ア ツ タ。

B列 二於 テ ハ ソ ノ中一 部 分 ノ・既 二X線 デ調 べ ラvテ
」
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ア ツ タ モ ノモ ア ツ タ モ ノ デ1.3%ノ ・開 放 性 、0・3%活

動 性 閉 鎖 性 、1。3%疑 活 動 性 結 核 同 時 二4%ハ 非 結 核

性 病 的所 見 ノ モ ノ。

家 族 接 鯛 者 ノ 中開放 性 ノ例 ハ6同 、閉 鎖 性 ノ例 ハ2同

デ普 通 ノ人 口群(A)二 於 ケ ル ト同様 ノ割 合 デ ァル。

透 覗 ト爲 眞 ノ結 果 ヲ 大 観 察 材 料 ニ ツ イ テ 比 較 シタ.

列 透 覗 ノ場 合 ハ最 高 例20--30%ノ ・認 メ難 カツ タnカ

カル 例 ・・元 ヨ リ大 部 分 ハ 注 意 ヲ要 ス ル例 二敢 ヘ テ算

入 セ ネ バ ナ ラ ナ カ ッタ。

新 入 ノ人 ノ中 デ14-一一1geCノ モ 〃 ・唯30%ガPirquet

陽 性 デ アツ タ.然 ル ニ コ レラ ノ年 齢 ノ群 ユ於 テ ノ・唯

非 常 二稀 二 典 型 的 ナ 原 腰 竈 群 が見 ラ レル ノ ミデ アル。

是 等 ノ観 察 ハ 人 ロ ノ減 少 ス ル 悪 疾 感 染 ノ危 険 ・・普 通

ノ生活 條 件 二i封 シテ ・・高 ク評 偵 サVル モ ノデナ イ コ

トヲ暗 示 シテ ヰル 。(刀 根 山 青 野 抄)

結 核 ノ療 法=Kス ル 新 藥 割 及 ビ榮 養 分

G.Schr6der:UberneuereMedikamenteundNahr.

mittelfUrdieBehandlungderTuberkulose.

1.特 殊 療 法 及 ビ非 特 殊療 法

結 核 ノ特 殊 療 法 ノ・現 在廣 〃 研 究 サ レテ ヰ ル。 個 々 ノ

患 者 ・・多少 トモ特 殊 刺 戟 二i封シ テ反 磨 スル 。 假 令 「ア

レ!ルギ ー」ノ艘 質 ト云 フ概 念 二實 際 ノ内容 ヲ與 ヘ ル コ

トガ今 日不 可能 デ ア ツ テ モ 上述 ノ コ トノ・髄 質 的 二階

級 ノ アル 「アvル ギ ー」ノア ル コ トノ・可能 デ ァル(Va.n

Niekerk)。

「ア レル ギ ー」ト免 疫 トノ 關 係 ニ ツ イ テ・・未 グ完全 二

明 ニサvテ ノ・キ ナ イ。Selter及 ビWeilandノ 最近 ノ

海 瞑 ニ ツ イテ ノ試 験 ニ ヨル ト 「ツ ベ ル ク リン」感 受性

ト結 核 免 疫 トノ・別 個 ノモ ノ デ アル.ス ノ叶 次 ノ所 見

ハ異 様 デ アル。 何 トナ レバ 非 特殊 ノ例 ヘ バ 葡萄 状球

菌 ニ ヨツ テ 前 虞 置 シタ 動物 ハ 結 核 感 染 二封 ス ル抵 抗

が高vツ テ ヰ ル 様 二 見 ラvル(heterOallergiSChe

Umstimmung)(WeiBfeiler及 ビMorosowa)。

是 等 ノ人 ・・B.C.G.及 造 色素 性 結核 菌 種 ノR・Variante

ノ接 種 ノ際 ニ モ 同標 ノ コ トヲ號 見 シテ キル。 病 竈 二

於 ケル 有 毒 ノ蛋 白分 解 一 ヨッ テ 自然 二 登 生 ヌ ル抵 抗

上 昇 モ亦 同檬 デ ァル。

Patte㎎erノ ・他 ノモ ノ 皇反 シ テ 「アvル ギ ー」晩 疫 ト

ノ密 接 ナ關 係 ヲ見 テ 牛 ル。

死 菌 ヲ含 ソ ダ免疫 物 質 ハ 病 原 菌 二 謝 ス ル抵 抗 ヲ高 メ

ル カ否 カ バ未 グ説 明 サ レテ キナ イ。

結 核 ノ経 過 二i封 シテ 特 殊 刺 戟 剛 ノ 意 義 ニ ツ イテ ハ全
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〃反 封 ノ意 見 が アル ニ拘 ラズ、 ソノ様 ナ免 疫 物 質 ヲモ

ツテ ノ療 法 ノ・未 ダ 繊 練 サ レ・テ ヰル 。Wirkinsonノ ・眼

結核 二「ツ ベ ル ク リ ソ」療 法 ニ ヨル 最 良 ノ結 果 ニ ツ イ

テ報 告 ジテ ヰ ル。 ソ ノ他 多 ク ノ人 が 特 殊 療 法 ヲ推 賞

シテ ヰル6

Zito・ ・特 殊 及 非 特 殊 療 法 ノ併 用 ニ ツ イテ述 べ テ ヰル

(、1ccmノ 自己 血 液、1ccmHypophysin,1ccm2%

「ノボ カ イン」溶 液 、1滴 ノ25%「 ツ ベル ク リ ン」溶 液 、

是 等 ノ混 合液 ヲ皮 内 二與 ヘ ル)。 用 量 ・・反 慮 二磨 ジテ

立テル。 脾 臓 及胸 線 ノ 「エ キス 」ニ ヨ ル 結 核療 法 ・・

Hormon補 充療 法 ト シテ ノ蛋 白禮 作 用 ト解 サ レテ ヰ

ル。 コ ノ療 怯 二・・Ca.・注 射 ガ 併 用 シ得 ラ レル。 患 者

ノ無 機物 代 謝及 ピー般 、局所 ノ所 見 血 液 像 ニ モ良 影 響

ヲ毛タ ラス様 デ ァル。

滲 出性 型 殊 二肋 膜 滲 出液 ノアル 時 一ノ・自家 血 液 ノ筋

肉内注 射 が敷 果 ガ アル。

Benzinol製 割 デKariukstis・ ・淋 巴 腺 結 核 ノ患 者 二良

好 ナUmstimmungニ ヨツ テ数 果 ヲ纂 ゲ テ ヰ ル。

殊 二Neobenzinolノ ・敷 果 的 デ アル。

皿.化 學療 法

Siegmund,KoPPenh6fer,Gerlach等 ニ ヨツ テ金 ノ・間

層細胞 中及 ビ肝 、 脾 、腎 臓 二貯 ヘ ラ レル ノ ミナ ラ ズ結

核組織 自均 ニ モ 貯 臓 サ レル コ トガ 磁 定 サ レタ。

而 モ著者 等 ・・Gerlach二 反 ・y結核 病 竈 二 多 」・1:ノ細 胞

二金 ノア ル コ トヲ登 見 シタ。 恐 ラ クハ コ ・二 於 テ酵

素 的作 用 ニ ヨ ツ テ 金 小 片 ・・漸 次 溶 液 トナ リ、 叉 或 意

味 二於 テ病 原 菌 ノ獲 育 ヲ抑 制 シ得 ル コ トが 考 ヘ ラ レ

ル。 コ ・ガ 金 作用 ニ ツ イテ ノ著 者 等 ノ知 識 ノ限 局 デ

アル。 金 ノParasitrope作 用 一 ツ イテノ・今 日 モ尚 殆

ド承 認 サ.vテ ヰ ナ イ。 然 シNosotrope作 用 ニ ツ イテ

ハ之 ヲ圭 張 ス ル コ トが 出來 ル。 著 者 等 ノ 組 織 化 學 的

試験 ・・Fochi及Rignaniニ ヨツ テ確 定 サvテ ヰ ル。

金剤 ノ中近 來 ・・SolganalumB.Oleosumカ ●最 漱 迎 サ

レテヰル 。 著 者 等 モ治療 一 封 シテ 便 値 アル 製 刺 ナ リ

ト信 ジテヰ ル。 コ ノ製 剤 ニ ヨ リ多 ク ノ人 ガ肺 、及 喉 頭

結核 二良 数 果 ヲ 得 テ ヰル。 ソ ノ他 多 ク ノ 人 ニ ヨ リ色

色 ノ製刺 ガ報 告 サ レテ ヰル 。 ・

用量 ニ ツ イ テ ハ今 爾 意 見 ガ分 レ・テ ヰル 。

金 二樹 スル特 異 質 ノア ル人 デ ノ・速 二 中 絶 シナ ケ レバ

ナ ラナ イ。

Berkハ 喉 頭 結 核 ノ場 合 ニ ノ・少 量 ヲ推 賞 シテ ヰ ル(最

初0.002、 最 高 量0.2、 全 景1・Ogr、5-10日 ノ間隔 ヲ
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オ ク)。

著 者 等 ・・多 ク ノ人 々 ト 同様 二 〇.005ヲ モ ソ テ始 メ 司

リ耐 ヘ ル ナ ラ バ1週2同0、2迄 注 射 シ、是 等 ノ量 ヲ1

週 コ同 最 高0.5迄 行 フ。 全 量 トシテ4-6gr迄 績 ケ

ノレ。Chaubant/Sanocrysinノ 如 〃10--12grノ 量 ノ・

危 瞼 ガ ア リ避 ク ベ ギ デ アル 。

Chinkini・ ・金 刺 ノ1mgデAurocutanreaktionヲ 行

ヒ個 々患 者 ノ金 適 合 性 ヲ定 メ ソ ノ皮 膚 反 磨 ノ強 サ ニ

ヨツ テ量 ヲ選 ブコ トヲ賞 揚 シテ ヰ ル。

金 剤 ノ 障 碍 ニ ツ イテ モ シバ シバ 報 告 サ レ テ ヰ ル 。

カ ・ル 出來 事 ハ細 心 ノ注 意 ト臨躰 上 ノ嚴 密 ナ ル 観 察

ガ必 要 デ アル 。 カ ・ル 障 碍 ヲ避 ケ ル爲 二 同 時 二10%

ノCa・Glyconat溶 液 ノ注 射 ガ ヨ ィ。 更 二肝臓 ヲ保 護

ス ル爲 二少 量 ノInsulinト 共 二 「カル シユ ー ム」糖溶 液

ノ注 射 ガ推 賞 サ レル。 中毒 現 象 ノ 表 レタ時 二 ・・次 亜

硫 酸 「マ グ ネ シユ ・一ム」ノ注 射 、 輪 血 、 更 二硫 酸 「マ グ

ネ シユ ー ムjノ 静 脈 内 注 射 ガ確 實 デ アル。 是 等 ノ障 碍

ノ爲 金 療 法 ヲ全 ク 否 定 シテ ヰ ル 人 モ アル。 ソノ他 ニ

ノ・伺 他 ノ藥 剤 ト併 用 シテ 良 好 デ アル ト云 フ報 告 モ ア

ル 。 即 チ砒 素 刺 ト共 二用 ヒ又 ・・金 ト特 殊療 法 ヲ併 用

シテ更 二敷 果 的 ニ ナ ル ト云 フ 報 告 モ アル。 ソ ノ多 ク

ノ報 告 が アル ガ著 者 等 ノ・Aurodetoxinヲ モ ツ テ試験

シタ。 ソ レハ黄 白色 、12.5%ノ 金 含有 ノ粉 末 デ水 二可

溶 、0.05ヨ リ始 メ テ1週2同 注 射 シ1gr迄 上 ゲ テ更

二1週1回 全 量10-12gr迄 績 ケ ル 。 著 者 等 ノ・之 ガ

SolganalumB.Oleosumヨ リ数 果 的 力否 カノ・確 定 出

來 ナ カツ タ。AurodetOxinノ 使 用 ノ・腎 臓 ノ状 態 二注 意

ヲ要 ス ル コ トノ・氣 ヲソ ケル ベ キ コ トデ ア ル。 他 ノ結

核 二i封ス ル化 學 的治 療 齊{12、全 ク浦 帯 シテ ヰル 。

皿.藥 物 療 法

近 年 新 シ イ類 脂肪 可 溶 ノ硅 酸 剤 帥 チSilicylrizinolsau・

reaethylesterが 出 サ レテ ヰル 。 ソ レ・ノ・Kaufmann_

ヨツ テ合 成 サ レタ モ ノデ濃 厚 液 油 賦 デ水 二不 溶 。2,1

%ノSi從 ツ テ4.5%ノSiO2ヲ 含 ンデヰ ル 。Silogran

ノ名 ノ下 二 市販 サ レテ ヰ ル。 経 口 的 二 叉 ノ・筋 肉 内 二

與 ヘ ル。 ソ ノ55%ノ ・吸 取 サ レル。 排 泄 ノ・一 部 ノ・便 ト

共 力或 ハ 叉 ハ腎 臓 カ ラ ノ様 デ ア ル。 人 二與 ヘ ル トキ

ノ・唯 内服 デ而 モ1日2-3食 匙 食 後 二與 ヘ ル 。 著 者 ・・

コ ノ藥 剤 ヲ多 〃 患 者 二與 ヘ タ ガ 所 期 ノ結 果 ノ・著 シ〃

得 ラ レナ カ ツ タ.故 二 硅 酸 制 ニ コツ テモ 病 竈 二何 ラ

化 學 治 療 的数 果 ヲ期 待 ス ル コ トノ・出來 ナ イ。

然 シ身髄 ノ無機 物 代 謝 二 刺 戟 作 用 が 用 ヒ ラ レ ソ レニ
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ヨ ツ テ恐 ラ ク攣 調 ガ ヨ イ意 味 二 作 用 シ得 ル コ トノ・承

認 シナ ケ レバナ ラ ナ イ。

「カル シユ ーz・」ノ作 用 ニ ツ イテ ノ・Leitnerノ 詳 シイ

報 告 が アル。Ca.ノ ・植 物 神 経 系統 ノ興 奮 ヲ抑 制 ス ル。

ソ シテ 高 「ア レル ギ ー」性 ノ有 機 龍 二於 ケ ル特 異 及 非

特 異 ノ浸 潤 二良 好 二作 用 ス ル。

ソ ノ他 色 々 ノ人 二;リ 多 クCa.剤 ガ賞 揚 サ レ・テ ヰル 。

肺 炎 薗 敗 血 症 二Feldt・ ・金 ノAurodetoxin及Gold-

keratinatヲ 推 賞 シテ キ ル。 結 核 ノ経 過 中 ノ循 環 器 ノ

強 イ機 能 不 全 ニ ノ・海 葱 ノ坐 藥 、叉 ノ・錠 酎 叉 ハ静 脈 内 二

葡 萄 糖 ト共 二與 ヘ ル トヨイ。

之 ニ ノ・認 ムベ キ 蓄積 作 用 ガ ナ イ。 叉 赫経 性 ノ心 臓 障

碍 ・・Havalettenデ ヨク ナル 。VitaminC及Ciノ 大

量投 與 ・・喀 血 ノ止 血 ニ ヨ イ(Hasselbach)。

使 用 ス ベ キ 弦{爽 刺 トシテ ノ・Polygalystat-BUrger,更

二Expit.叉 ・・AlteSiran等 が アル 。

健 胃刺 ノ・「トニ ク ム」ノ苦 味 剤FortaminScheringガ

ヨ イ。

Savagnoseノ ・結 核 二5-10ccm/33%ノ 「ア ル コー

ル」 ノ静 脈 内注 射 ニ ヨ リ疾 病 ニ ヨル ー 般 障 碍 ヲ ヨク ス

ル コ トヲ認 メ テヰ ル 。

IV.榮 養及 榮 養 分

榮 養 ノ悪 イ結 核 患 者 ニ ノ・過 剰/榮 養 ヲ與 ヘ ナ ケ レバ

ナ ラナ イ。 次 ノ様 ナ亭 均 値 ガ 用 意 サ レテ ヰル。 蛋 白

160-180、 脂 肪150-170、 含 水炭 素600--650、 全 「カ

ロ リー34500--5000、 然 モ之 ノ 「力 ロ リー 」ノ・65%ノ ・

植 物 カ ラ35%・ ・動 物 カ ラ1・云 フ割 合 ニ ナル、Gerson

ノ食 餌 ノ・肺 結 核 二 ・・何 ラ数 果 ナ ク、ム シロ骨 、 關 節 、

皮 膚 結 核 二良 好 デ ア ル。

Hermannsdorfer・ ・Gersonノ 食 餌 ヲ否定 シ彼 ノ・彼 ノ

食 餌 形 デー 般 状 態 モ 肺 所 見 モ 亦 ヨク ナル コ トヲ實 験

シタ。Stempaノ ・骨 及 關 節結 核 二Vitaminノ 多 イ食

顧 ノ少 イ食 物 ヲ推 賞 シテ ヰ ル。

VitaminC.及Dノ 大 量投 與 ・・結 核 感 染 ノ抵 抗 ヲ高

メ、病 竈 ノ石 灰 化 ノ傾 向 ヲ高 メ、無 機 物 代 謝 ヲ調 節 ス

ル。Metzニ ョル ト肝 油 ノ治 癒 的 敷 果 ・・ソ ノ高 イVi-

tamin含 有 量 ノ外 二脂 肪 酸 ニ モ員 フ所 ガ アル。部 分 的

二 ・・結 核 性 炎症 二使 用 シテ 数 果 ヲ暴 ゲ 得 ル が肺 二於

テ ・・脂 肪 酸 ヲ分 解 ス ル 能 力 が ア ル 故 著 者 ノ意 見 ニ ヨ

ル ト肝 油及 ビH.G.S.Kostノ ・肺結 核 ノ場 合 ・・他 ノ

結 核 ノ形 ヨ リモ敷 果 ・・悪 イ。(刀 根 山 青 野 抄)

奮 「ツ ペ ル ク リン」添加 蛇 二 光 線 照 射 二 依 ル結 核
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ノ赤 沈 及 感 ノ特 殊 的 ナ ル 作 用 元 進 二 關 ス ル寳駿

的 研 究

G.Fischer:ExperimentelleUntersuchungenzur

spezifischenLeistungssteigerungderBlutk6rperche-

nsenkungsreaktionftirTuberkulosedurchAlt.tuber.

kulinzusatzundBestrahlung.

1935年Berdel及 ビBuhler雨 氏 が マ イニッケ氏 反 慮

ノ・初 期 結 核 ノ場 合 ニハ 往 々 ニ シ テ陰 性 デ アル が、之 ヲ

注 射 ス ル 事 ニ ヨ リテ 初 期 結 核 ノ場 合 デ モ 陽性 ナ ラ シ

メ 得 ル 事 ヲ謹 明 シ其 理 由 トシ テ 健 康 人 ノ血 清 中 ニハ

Antigen・Gemischノ 凝 集 傾 向 ヲ阻止 セyト スル 因子 力・.

ア リ、結 核 患 者 ノ血 清 中 ニノ・該 因子 ガ比 較 的 鉄 ケテ居

ル が照 射 二依 ツ テ健 康 人 ヨ リモ 結 核 患 者 ノ血 清 ノ方

ガ該 因子 ノ無 数 ト爲 ル コ トガ 多 イ1爲 デ アル ト結 論 シ

タ。 此 ノ考 カラ 出登 シテ著 者 ハ健 康 者 、結 核 患 者及 ビ

非結 核 性疾 患 ノモ ノ ・血 液 二 奮 「ツ ベル ク リ ン」 ヲ加

へ種 々 ナル 温 度 及 ビ種 々 ナル 強度 二於 テ赤沈 反 磨 ヲ

照 射 シテ其 結 果 ヲ検 索 シタ ト述 べ、次 二赤沈 反 磨 ノ本

態 二就 テ ノ幾 多 ノ研 究 者 ノ 業 績 ヲ墾 ゲ今 日爾吾 人 ノ

滞 足 シ得 ル ニ足 ル 設 明 無 シ ト結 論 ヲ下 シテ居 ル。

非 特 異 的 ナ ル 赤沈 反 慮 ヲ結 核 二 特 異 的 ナ ラ シメ ソ ト

ス ル試 ミ ハ既 二前 カ ラ存 在 シタ。 著 者 ノ・ヵ ・ル 方面

二關 ス ル先 人 ノ多 ク ノ文 厭 ヲ訊 明 シ就 中Lenzi氏 ガ

最 近 行 ブタ興 味 アル研 究 二就 テ詳 述 シテ居 ル 。Lenzi

氏 ノ・1.6ccmノ 血 液 二 〇.4ccmノ 蔭 酸 「ナ トリ ウム」ヲ

加 へ之 ヲ2個 ノ滅 菌 小 時 計皿 二各 々20滴 宛 滴 下 シー

方 ノ皿 二新 二 調 製 セ ル1萬 分 ノ1奮 「ツ ベ ル ク リソ)

液 ノ1滴 ヲ落 シ此 ニ ツ ノ 液 ノ、直 チ ニ ウェス タ ー グV爾

ソ氏 ノ小 管 二入 レ37℃ ノ艀 卵 器 中 二 取 メ テ其 沈降 速

度 ヲ讃 ソダ。 初 メ1時 間 ノ・毎10分 毎 二讃 ム、 彼 二擦

ル ト初 メ ニ ツ ノ管 ノ沈 降 速 度 ノ・同 一 デ アル ガ約30分

ノ後 ニ ハ奮 「ツ 」ヲ加 ヘ タ方 ノ血 液 ノ・突 然 二促 進 シ來

ル が1時 間 後 二 ・・再 ビ緩 慢 ト爲 リ、醤 「ツ」ヲ加 ヘ ヌモ

ノ ト同 一 ノ速 度 ト爲 ル ト云 フ。46名 ノ肺 結 核 患者 中

86%二 此 特有 ナ ル 曲線 ヲ得、 健 康 人20人 中 デ ハ10

%陽 性、2.5%・ ・疑 ・・シ〃85%ノ ・陰 性 デ ア ツタ。叉

・36人 ノ非 結 核 性 疾 患 デモ健 康人 ト同標 ノ成 績 ヲ得 タ、

依 ツ テ彼 ハ此 曲線 ノ攣 化 ノ起 ル様 々 ノ時 間的 差 異及

ビ其 曲線 ノ高 サ 等 カラ 疾 病 ノ 量 的並 二 質 的 ノ標 準 ヲ

定 メ得 ル ト言 フ テ 居 ル。

著 者 ノ・Lenzi氏 ノ方 法 二 多 少 ノ改 良 ヲ加 ヘ テ之 ヲ追

試 ジタ、 共 際37℃ ノ ミナ ラ ズ室 温20。Cデ モ検 査 ・y、
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更 ラニ叉500「 ワット」ノ電 燈 及 ビ水 銀 蒸 氣燈 等 デ之 ヲ

照射 シタ、 此 際 熱 線 ノ影 響 ヲ除 ク工 夫 ヲ爲 シタ 、カ ク

・yテ総 計67例 、此 中32例 ノ・肺 結 核 患 者各 々2例 宛/

腺結核 及 ビ骨結 核20例 ノ標 々ナ非 結 核 性 疾 患11例

ノ健 康人 二就 テ検 査 ヲ 行 フ テ 居 ル。 著 者 ノ得 タ成 績

ヲ維 括 スvバ 次 ノ通 リ デ アツ タ。32例 ノ肺 結 核 中

Lenzi氏 反 慮 ノ・43.8%陽 性 、46.5%陰 性 、9.7%(±)

デア リ、 健 康 人 デ ・・9.1%陽 性18.1%(±)、72.8%

陰性 。非 結 核 性疾 患 デ ・・10%陽 性5%(±)、85%陰

性 デ アツ タ。 帥 チLenzi氏 ノモ ノ ヨ リ成 績 ・・悪 イ、

赤沈 反慮 ハ温度 ノ上 昇 ニ ツ レ規 則 正 シク促 進 スル、一

定 景 ノ奮 「ツ」ヲ加 ヘ ル ト20。Cデ ・・加 ヘ ザル モ ノニ比

シテ抑制 的 二作 用 ス ル が 温度 ノ上 昇 二連 レテ此 抑制

作 用 ・・失 ・・レ途 二促 進 的 二 作 用 ス ル ニ 至 ル。 然 シ此

關係 ・・結核 デ モ非 結 核 デ モ 同様 デ ア リ、從 ツ テ之 ノ・結

核 二特 殊 的 ノモ ノデ ノ・ナ イ ト著 者 ハ 云 フテ居 ル。

同一 ノ温 度 デ ノ・醤 「ツ」・・其 量 二 依 ツテ 檬 々二作 用 ス

ル。多 ク・・少 量 デ促 進 、 大 量 デ抑 制 ス ル 、 然 シ種 々ナ

ル患者 デ同 一 ノ奮 「ツ」量 デ モ 常 二同 一・ノ作 用 ノ・認 メ

ラvナ イ。 著 者 ・・此 理 由 ト ・yテ之 ノ・Primar二 結 核

患者 ノ血液 中 二存 在 ス ル種 々ナ ル 量 ノ抗 原(帥 チ 「ツ

ベル ク リン」)ガ 添 加 「ツ ベル ク リ ソ」ト共 二作 用 スル

結果 デ アル ト説 明 シ、 更 ラニ 叉 共後 ノ實 験 カ ラ、 奮

「ツ」添 加 ニ ヨ リ赤沈 ノ強 ク促 進 ス ル 場 合 ・・凡 テ共 血

清 ハ輕 度 二溶 血 性 ノ色 ヲ帯 ビテ 居 ル コ トヨ リ薄 「ツ」

ハ直接 赤 血球 ヲ侵襲 シ、共 「リポ イ ド」被 膜 ガ傷 害 サル

ル結果 結塊 ガ大 ト爲 リ、從 ツ テ赤沈 モ促 進 ス ル ナ ラ ソ

ト説 イテ居 ル。

次 二奮 「ツ」ヲ加 ヘ ズ ニ 赤沈 反 慮 ヲ照 射 ス レバ温 度 ノ

影響 ヲ全 ク除 外 ジ得 レバ何 等 ノ影 響 ハ見 ラ レ・ナ イ、然

ルニ奮 「ツ」ヲ加 ヘ テ照 射 シタ 場 合 ニ ハ 抑制 的 二作 用

スル、 此 現 象 ・・活 動 性肺 結 核 ニ ハ89.5%二 於 テ認 メ

ラレ非結 核 性 疾 患 二 ・・全 然 認 メ ラ レナ カ ツ タ。蕉 「ツ 」

ヲ加 へ且 照 射 シテ促 進 ス ル 場 合 ノ・活 動 性 肺結 核 デ ノ・

10.5%=認 メタ ガ之 ・・重 症 デ 豫 後 不 良 ノモ ノ ・ ミデ

アツ タ。 健 康人 及 非 結 核 性 疾 患 デ ハ50%・ ・中 等度 促

進 シ他 ノ50%・ ・影 響 が無 カ ッタ.腺 結 核 及 骨 結 核 ノ

モ ノデ ハ健 康 者 ト同様 デ アツ タ。

奮 「ツ ベル ク リ ン」ヲ豫 メ照 射 シタ 後 二 血 液 二混 合 シ

テ赤沈 反 磨 ヲ 見 ル ト照射 シタ 方 ハ明 ラ カニ 照射 セ ヌ

モ/二 比 シテ強 ク抑制 的 デ アル 、此 封 照 試 験 ニ ヨ リテ
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光 線 照 射 ノ・赤沈 ソ ノモ ノ ニ 作 用 ス ル ニ 非 ズ シテ添 加

シタ落 「ツ」ソ ノモ ノニ作 用 ス ル コ トガ分 ル、 帥 チ 「ツ

ベ ル ク リソ」ガ照 射 ニ ヨ リ破 壊 サ レル爲 デ アル。

以 上述 ベタ 實験 結 果 カラ 著 者 ノ・Lenzi氏 ノ赤 沈 反 磨

攣 法 ヲ照 射 ス ル コbニ ヨ リテLenzi氏 ノ反 慮 陽性 ナ

ル ト陰性 ナル トヲ問 ノ・ズ活 動 性 肺結 核 ノ 場 合 ニ ハ殆

ソ ド凡 テ赤沈 速度 ノ強 イ抑 制 作 用 ガ認 メ ラ レ・、從 ツテ

本 反 慮 ・・結 核 二 特 殊 的 ナ ル モ ノデ アル トノ結 論 ヲ下

シテ居 ル 。(刀 根 山病 院 西 村 抄)

結 核 菌 二 劃 ス ル 光 線 ノ作 用 二 就 テ

AlbertodeCarvalhoundCarlosVidal:DieWirkung

desLichtsaufdemTuberkelbazillus.

著 者 ノ1人 ・・先 二 固形 培 養 基 二 植 ヱ タ 結 核 菌 ヲー 定

ノ時 間 的 間 隔 ヲ以 テ 太 陽 光 線 デ照 射 シ テ 其登 育 ヲ検

シ且 動 物 試 験 ヲ行 ブタ結 果 早 ク 照射 ス ル ポ ド 「コ ロ ニ

ー」ノ登 生 ノ・少 イ が然 ジー度 登 育 セル 菌 ・・決 シテ其 毒

性 ノ、弱 メ ラ レヌ事 ヲ確 詮 シタ.著 者等 ノ・更 二太 陽 「ス

ペ ク トル」ノ如 何 ナ ル部 分 ガ結 核 菌 二 影 響 ヲ及 ボ ス カ

ヲ確 カメ ソ ト志 シ、太 陽 光 線 ヲ濾 過 器 ノ助 ケ ニ依 ツ テ

分 離 シ テ次 ノ實 験 ヲ 行 ツ タ。 此 濾 過 器 ノ・London/

FirmaIlford製 ノ モ ノ デi欠 ノ9種 類 ノ色 調 ヲ與 ヘ ル。

Infra.rot,rot,Orange,GelbGelbgrUnGrdnblau・grtin

blau及 ビViolettデ アル 。Lubenauノ 培 養 基 ヲ入v

タ6本 ノ試 験 管 ヲ1個 ノ黒 ク 塗 ツ タ 木 箱 二入v培 養

基 ニー 定 度 稀 繹 ノ牛 型 菌 ヲ植 ヱル 。 箱 ノ・37℃ ノ醇 卵

器 中 二牧 メ タ。 木 箱 ハ全 髄 デ13個 ヲ用 ヒ此 中9個 ハ

Filterデ 光線 ヲ分 離 シテ 照射 シ1個 ・・Filterナ ンニ

直接 光 線 ヲ用 ヒ3個 ・・全 然 照 射 セ ズ 暗 黒 二保 ツ タ。

光 源 ・・40「ワット」ノArgentalampeヲ 用 ヒ35cmノ 距

離 カ ラ30分 宛 毎 日菌 ヲ植 ヱ タ後5日 目 カ ラ全 部 デ47

同 二渡 ツ テ照 射 シタ。

太 陽 光 線 デ ノ實験 ・・同 様Lubenauノ 培 養 基 ヲ用 ヒ之

二 人 型 菌 ヲ植 ヱ晴 天 ノ 日・・17分 、曇 天 ノ 日 ・・45分 間

全髄 デ28同 照 射 シ タ。 共 他 ノ實 験 装 作 ハ略 く前 ト同

檬 デ ア ル。 實 験 ノ結 果 ヲ総 括 シテ 著 者 等 ノ、次 ノ如 ク

結 論 シテ居 ル、 帥 チ、電 燈 デ ノ・直接 照射 デ モ濾 過 照 射

デ モ結 核 菌 ノ登 育 ニハ 何 等 ノ影 響 ・・認 メ ラ レナ カ ツ

タ。 太 陽光 線 ノ直 接 照 射 デ ノ・著 明 二 登 育 ハ阻 止 サ レ

ル 、然 ル ニ濾 過 光 線 ハ完 全 二此 性 質 ヲ失 フ コ トヲ認 メ

タ ト云 フテ居 ル 。(刀 根 山病 院 西 村 抄)
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結 核 外 專 門 雑 誌

實 瞼 的 感 染海 狸 ヨ リノ鳥 型 結 核 菌 ノ讃 明

WilliamH.Feldman:TheRecoverabilityofMyco・

bacteriumTuberculosisAviumfromExperimentaLly

InfectedGuineaPigs.(JournalofInfectiousDisea-

ses;Vol.59,No.1,1936.)

著 者 ・・嘗 テ、大 シ タ病 攣 ノ認 メ ラ レナ イ海 猿 臓 器 ヨ リ

鳥 型 結 核 菌 ヲ培 養 シ得 タ コ トが アツ タ ノデ 、實 験 的 感

染 海猿 ノ臓 器 ヨ リ ノ該 菌 置 明 ノ可 能 性 ヲ 決 定 ス ル コ

bノ 必 要 ナル ヲ感 ジ、 斯 カル 目的 ヲ以 テ34匹 ノ海猿

ヲ供 試 シテ夫 等 二 鳥 型 結 核 菌 ノー定 量 ヲ皮 下 接 種 ジ

テ観 察 ス ル ニ至 ツ タ ノデ アル。

菌 液 接 種 後1-70日 二及 ブ期 間 内 ノ 適 宜 ナ ル 時 二剖

検 ヲ行 ヒ、毎 常 脾臓 ヲ乳 割 トナ シテ培養 二供 シタ。 菌

液 接 種 後21日 迄 二剖 槍 シ タ海 猿20匹 ノ内 、計8匹 ヨ

リ鳥 型 結 核 菌 ヲ培 養 シ得 タ。 菌液 接 種 後28日 ヨ リ70

日 二至 ル迄 ノ間tt剖 槍 シ タ海 猿 ノ・14匹 デ ア ツタ ガ共

ノ内該 菌 ヲ培 養 シ得 タ モ ノ ・・優 二13匹 ノ多 キ ニ達 ・y

タ、 斯 カル成 績 ヲ以 テ 明 カナ 標 二培 養 試 験 デ ・・實 二

屡 く鳥 型 結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 タ 』 モ不 拘 、肉 眼 的 二結 核

性 ノ攣 化 ヲ謹 明 シ得 タ モ ノハ 全 供 試 海狸 中僅 二1例

ノ ミニ過 ギナ カ ツタ.

以 上 ノ如 キ實 験 成 績 ・・即 チ、鳥 型 結 核 菌 感 染 海猿 二於

テ ・・假 令 結 核 性 病 墜 ヲ鉄 如 ジテ 居 テモ 共 ノ脾臓 ヨ リ

該 菌 ヲ培 養 ジ得 ル コ トガ 屡 く アル モ ノデ アル ト謂 フ

コ ト ヲ如 實 二 物 語 ツテ 居 ル モ ノ ト云 ヘ ヤ ウ。 デ アル

カ ラ シテ、若 シ鳥 型 結核 菌存 在 ノ疑 ア ル臨 肱 的 材 料 ヲ

検 索 ス ル ニ當 ツ テ 海 狸 ヲ用 ヒル襟 ナ場 合 ニ ハ必 ズ共

ノ脾 臓 ヨ リ法 二 從 ッ テ培 養 試 験 ヲ行 ツテ 見 ル 可 キ デ

ア ラ ウ。(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

食 料 用豚 ノ組 織 ヨ リノ強 毒 結 核 菌 ノ讃 明

WilliamH.Feldman:TheRecoveryofVirulent

TubercleBacillifromtheTissueofSwineintended

forFood.(JournalofInfectiousDiseases,Vo1.59,

No.1,1936.)

現 在 北 米 デノ・輕 微 ナ 結 核 病 竈 ノアル 豚 ノ・ソ ノ屍 髄 全

部 ヲ浸 攻 ス ル コ トナ ク、唯病 竈 ノ存 在 ス ル部 分 サ へ 除

去 ス レバ 残 絵 ノ部 分 ・・凡 テ之 ヲ 食 用 二供 シ テモ 差 悶

へ無 イ コ トニ ナ ツ テ居 テ 、斯 カル 豚 が旺 ソ ニ食 用 二供

セ ラ レテ居 ル現 状 デ ア ル。

著者 ハ、斯 加 レ豚 二於 テノ・假令 肉眼 的病攣 部 ヲ完全 二

除去 シタ トシテモ爾他 ノ部 分 ニモ結核 菌 が含有 サ レ

テ居 ル ノデノ・アル マイ カ ト懸念 シ、共 ヲ確 カメル可 ク

本實験 ヲ行 フニ至 ッタモ ノデアル。

輕微 ナル限局性結核病竈 ヲ除去 シテ 食用 二供 シタ豚

101頭 ヨリ、其 ノ88頭 二於 テノ・左側 前肢淋 巴腺 ヲ、

其 ノ13頭=於 テノ・右側腸骨淋 巴腺 ヲ(敦 レモ肉眼的

二結核性病 墜 ノ認 メ ラ レナイモ ノ)ソ レヅレ取 リ出

シ、法 ノ如 クジテ培養 ヲ行 ツタ結果4例 二於 テ抗酸性

菌 ヲ培養 シ得 タ.夏 二 該培養 菌 ガ凡 テ家 兎並 二鶏 二

Yersi耐ypeノ 感染 ヲ招來ス ル鳥型結核 菌デ アル コ ト

ヲモ検知 シ得 タ。爾 供試淋巴腺 ハ 結核菌 ヲ培養

シ得 タ淋 巴腺 モ含 ンデー 凡 テ全 ク病理組織學的ニ

モ結核性愛 化 ヲ鉄如 シテ居 タ。

最後 二著 者 ハ本研究 成緯 へ 鳥型結核 菌問題 ノ重要性

ヲ改 メテ強 調 ス ルモ ノデ アル ト同時 二假令結核病竈

ヲ除去 ジタ豚 二在 テモ結核菌 ノ・依 然 トシテ存在 シテ

居 ル ト謂 フ事 ヲ物 語ル モ ノデアル ト結 ソデ居ル。

(九大細菌 占部薫抄)

土壌 ヨ リ分離 セラ レタ抗 酸性 放線菌、殊二其 ノ動

物 二劃 スル病 原性二關スル研究

RuthE.GordonandW.A.Hagan:AStudyof

someacid.fastActinomycetesfromSoilwithspecial

ReferencetoPathogenicityforAnimals.(Journal

ofInfectiousDiseasesVo1.59,No.2,1936.)

一般 二放線菌 ニ シテ抗酸性 デアル モ ノノ・非常 二少数

デアル ト謂 ハ レテ居 ル が、土壌 中ニノ・抗酸性 ノ放線菌

ハ必 ズ シモ稀デ ノ・ナ クシテ、数株 ノ抗酸性放線菌 が土

壌並 二 野茱類 旨 リ分 離サ レタ ノデアル。 斯 カル抗酸

性放線 菌類 ノ培養所 見 ヲ相 互 二 樹比 シ更ニ ソレト人

蛇 二動物 ノ病攣 部 ヨ リ分離 サ レタ放線菌類 ノ培養所

見 トヲ封比 シテ見ル ニ、軌 レノ間 二在 テモ非常 二近接

シタ關係 ノ存在 スル コ トガ認 メラ レル モ ノデァル。

事賓、著 者等 モ所 謂病 原性 ノ放線 菌 ト土壌系 ノ該菌 ト

ノ鑑 別 二資 シ得 可 キ所 見 ノ・之 ヲ如何 ニ シテモ認 メル

事 ・・出來 ナ カツタ。最 モ放線 菌 ノ産 生色素 ノ性質ヨ

リシテ或株 ヲ他株 ト鑑別 シ得 ル事 ノ・アルニハアルガ、

所謂病原性 放線菌並 二土壌系放 線菌 ノ・通常倶 二色素

ヲ形成 シ而モ共 ノ色調 ・・執 レモ黄色、榿 色乃至珊瑚色
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デアル。

土壌系放線菌 中 ノー株 ノ・分離直後 二 家兎 二封 ジテ非

常ナル毒力 ヲ示 シ、所謂病原性放線 菌 ニヨル家兎 ノ病

塑 ト全 ク鑑 別出來 ナイ様 ナ疾病 ヲ惹起 シタ.荷 土壌

系放線菌ノ・海狸 二封 シテノ・殆 ド全 ク病原性 ヲ示サナ

ヵソタガ、所 謂病原性放線菌 ハ之 二反 シテ、海猿 二封

シテ致命的感染 ヲ惹起 ジタ。(九 大細菌 占部薫抄)

結核菌集落解離 攣異株 二因 ル 結核結 節 ノ病理粒

二逼命

WilliamH.Oatway,Jr.andWilliamSteenken,

Jr.:ThePathogenesisandFateofTubercleprodu・

cedbydissociatedVariantsofTubercleBacilli.

(JournalofInfectiousDiseases,Vol.59,No.3,

1936.)

著者等・・人型結 核菌H37株 ヨ リRv及 ビRaナ ル攣i

異株 ヲ得、更 二鳥型結核 菌 ヨ リ・・Rv,Sin,Scha及

ビRaナ ル四攣 異株 ヲ得 テ、是等雨型結核菌 ノ攣異株

凡テ ヲ種 々ナル量二於 テ多鍛 ノ家 兎、海狸 並 二鶏 二種

種ナル 部位 ヨリ接種 シテ 實験 シ、共 ノ精細 ナル 實験

成績 ヲ分析 的二考察 シテ、接種髪 異株 ノ毒 力 が結核結

節 ノ細胞 的要素、結節 ノ輕過 蛇 二蓮 命及 ビ或種 ノ細胞

内物質 ノ獲現等 二及 ボヌ影 響 ト共他 ノ種 々ナル要約

ガ其等二及 ボス影響 トノ差異 ヲ明示 シテ居 ル。

(九大細 菌 占部薫 抄)

横隔膜秣脛撚除 ノ肺 二 及ボス影 響 二就テ ノ實瞼

病理學的研究

第一報 一側戴 ビニ 雨側横隔膜紳脛撚除 ニヨル

肺 ノ病理組織 學的塑化呂就テ

中尾耕松:(縣 立神戸病院病理科)(日 本外科寳函、第10

巻、第5號 、昭和8年)

横隔膜紳経捻除術 ヲ施行 セル 家兎 二於 テ死後剖検 ス

ルニ肺臓 ノ組織學 的攣化 二就 テアル所 見 ヲ得 タ。

實験動物 ノ死 後手術側 ノ呼吸筋、横 隔膜 ノ・弛緩 シテ胸

腔 ノ容積 ノ攣 化 ヲ來 シ、肺 ノ・胸腔 内歴 ノ攣化 ト自己 ノ

蝿力性 ニヨ リ牧縮 シ爲 二肺胞 ノ敢縮 ヲ來 シ共生前 ノ

所見ハ清失スル。

コノ如 キ理 由ニ ヨ リ著者 ・・肺組織 ヲ生存 中叉 ハ少 ク

トモ之 レニ最 モ近 キ状態 二於 テ 固定 スル ノ必要 ヲ感

ジ生艦固定 ヲ磨用 セ リ。

斯クテ肺 ノ組織學的検査 ヲ行 ヒ次 ノ如 キ所 見 ヲ得 タ

リ。

ん 一側横隔膜紳経 撚除 ノ場合
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手術 直後 ニハ全肺 二亙ル強 キ弛緩 ヲ來 ヌ、ソノ程度 ノ・

手術側 ノ下葉最 モ強〃、次 二同側 ノ上葉 デ手術側 ノ肺

臓 ノ・非 手術 側 ヨ リー暦 高度 二弛緩 シテヰル。6時 間後

雨側肺 ノ上葉 ノ・一過性 ノ氣腫 ヲ來 シ、ソノ程度 ハ次第

二圭曾強 シテ24時 間 ニ シテ最高 二淫 ス、而 ・yテ氣腫 ノ・

非 手術側 二於 テ手術 側 ヨ リ高度 ニ シテ手術後2日 ニ

シテ コノ氣腫 ハ清失 スル。

氣腫清失後雨肺共 二健康肺 ト略 ζ同標 ノ所 見 二復 ス。

是等雨上葉 ノ攣化 二關係 ナ〃手術 直後 二來 ル、雨下葉

ノ弛緩状態 ・・時 日 ノ経過 二件 ヒテ徐 々二恢復 スル、各

肺葉 ノ弛緩状態 ガ正常 二復 スル ニ・・大約8日 間 ヲ要

ヌo

B)雨 側横隔膜紳経撚 除

一側撚除後他 側 ノ撚 除 ヲ終 ル ト同時 二家 兎 ノ・呼吸 ヲ

停止 シ死亡 セ リ。僅 倣 ノモノハ 呼吸困難 ヲ起 ・y2-一;6

時間後 二死 亡 セ リ、4ケ 月以上 ノ間隔 ヲ置 キテニ次 的

二雨側該憩経 撚除術 ヲ行 ヘ リ。

第 二次撚 除直後雨側肺各葉 二著明 ナル氣腫 ヲ來 シ、ソ

ノ最輕度 ナ ルモ ノノ・第二次手術側下葉 ニ シテ第 一次

撚 除側上葉最 モ高度 ナ リ。

同上6時 間 ノ後各肺葉 ノ氣腫 ハ徐 々二消失 シテ弛緩

状態 二昭 ル、弛緩 ハ3日 目二最高 ニ シテ第一i欠手術側

ハ第二i欠手術側 ヨ リ輕度 ノ弛緩 ヲ示ス。

大約1週 間後 二於 テ第二次手術側 ノ・爾強 ク弛緩 セル

モ第一次手術側 二代償性氣腫 ヲ生 ジ上葉 ハ下葉 二比

シ共程度強 シ、而 シテ該氣腫 ・・勤側肺 ノ弛緩獣態 ノ徐

徐 ナル恢 復 ト共 二消失ス ル。

略 く1ケ 月後 二・・肺 ノ各部分 ・・同様 ユ健 常肺 ノ組織

所 見 ヲ呈スルニ至 ル。

片側及 ビ雨側横隔膜牌経 撚除後 二於 テハ 肺胞 毛細管

ノ・肺 ノ弛緩 ノ程度 二慮 ジテ強 〃披 張 セ リ。

所謂腫大性剥離上皮細 胞 バー般 二 弛緩程度 ノ強 キ肺

胞 内二於 テ多数 二登現 ス。

結締織繊維 ノ壇殖 ・・片側虹 二雨側横隔膜紳経撚除術

側 二於 テハ認 メズ。(東 京市療 池 上抄)

奮 「ツベル ク リン」(傳研)二 於ケル 「イムペヂ ン」

ノ吟味

第一報 試験 管内喰菌作用 ニ ヨル1イ ムペヂ ン」

ノ立讃

武 野周一:(京 都帝 國大學醤學部 外科敏 室)(日 本外科

賓 函、第10巻 、第5號 、昭和8年)

(1)100倍 二稀繹 セル薄「ツベル ク リソ」即チ傳染病研
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究 所 ノ醤rツ ベル ク リ=ソ」0.5%石 炭 酸 加 、0・85%食

藍 水 ニ テ10倍 二稀繹 セル モ ノ ヲ用 ヒタ リ。

.(2)20分 煮 沸 「ソ ベ ル ク リ ソ」

上 記原 液 ヲ振 氏100度 二 沸 騰 シ ツ ・ア ル重 湯 煎 中 ニ

テ20分 間 煮 沸 セル モ ノ ヲ煮 沸 液 トシテ用 ヒタ リ、 透

明 帯褐 色 ニ シテ潤 濁 沈 澱 ヲ見 ズ。

原 液 及 ビ20分 煮 沸 液 ヲ抗 原1・ ナ シ、 雨 抗 原 量 ヲ夫 々

0.1、0.2、0.4叉 ノ・0.8粍 二攣 化 セ シメ テ添 加 シ是 等

ノ抗 原 種 が 試験 管 内 喰 菌 作用 二 如 何 ナ ル影 響 ヲ アタ

ヘ ノレカ ヲ検 三査…セ リ。

結 論

(1)コ ッホ氏 ノ慈 「ツ ベ ル ク リ ソ」 ハ爾 可成 ノ 「イ ム ペ

ヂ ソ」ヲ含有 シテ ヰ ル。

(2)撮 氏100度 ニ テ20分 間 煮 沸 セル モ ノ ・方 ガ原 液

二比 シ優 秀 ナル 試験 管 内 喰 菌 作 用 促 進 能 力 ヲ示 シタ。

(3)蕉 「ツ ベ ノレク リ ソ」 ヲ適 當 二煮 沸 シ 「イム ペ ヂ ソ」

ヲ除 ク コ トニ ヨ リ本 來 ノ抗 原(免 疫 元)能 動 力 ・・完 全

二獲 揮 セ ラル 。

.(4)結 核 菌 ノ産 出物 「イ ムペ ヂ ソ」ハ コッホ氏 ノ 肉汁 培

養 ヲコッホ釜 蒸 氣 消 毒 ニ ヨ リ藪 時 間 煮 沸 シ完 全 二消 失

ス 。

(5)コ ッホ氏 僖 「ツ ベ ル ク リン」 ノ藤 來 ノ製 造 工 程 ハ何'

等 ノ科 學 的意 義 ナ シ。 如 何 トナV・バ 殺 菌 二 際 シ蒸 氣

消 毒 ヲ必 ズ シモ必 要 トンナ イ。 故 二 「イ ム ペ ヂ ソ」ハ

完 全 二清 失 セ ヌ。 加 之 奮 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ・標 準 濃度

二 ・・ナ ラ ズ常 二10倍 ノ稀 繹 液 ヨ リモ濃 キ状 態 ニ テ使

用 サ レル事 ニナ ル。(東 京 市療 池 上 抄)

奮 「ツ ベ ル ク リ ン」(傳研)二 於 ケ ル 「イム ペ ヂ ン」

ノ吟 味

第 二報 動物 謹 内(自 然 血 行 中)喰 菌 作 用 ニ ヨ ル

「イ ム ペ ヂ ン」ノ立 讃

武 野 周 一:(日 本 外 科 賓 函第10巻 第5號)

検 査 材 料 ハ第 一 報 二報 告 セル 如 ク、奮 「ソ ベル ク リ ソ」

ト20分 煮 沸 「ソ ベ ル ク リ}/」 ヲ用 ヒ テH.Suguro氏 法

一 ヨ リ「モル モット」二 注 射 シテ全 均 血 行 内 ニ テ如 何 二

喰 菌 作用 ガ行 ナ ノ・レル カ検 査 セ リ。 検 査 成 績 ハ次 ノ

如 シ。

(1)「 モル モP71'」 ノ全 均 血 液 循環 二於 テ次 ノ事 ヲ立謹

ス ル。1)奮 「ツ ベル ク リ ソ」、20分 煮 「ツ ベル ク リ ソ」

メ殆 ド同 様 二大 ナル 喰 菌作 用 ヲ示 。2)20分 煮 「ツ ベ ル

ク リソ」ハ蕾 「ツベ ル ク リy」 二反 シテ任 意 ノ少 量 ニ テ

喰 菌 作 用 ヲ促 進 サ セル 、帥 チ喰 菌 作 用 ハ生 燈 二於 テハ
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「ツ ベ ル ク リソ」ノ存 在 二於 テ ア ル程 度 ニ テ遅 クナ ル。

〈2)コ ッホ氏 藩 「ッ ベ ル 〃 リソ」ノ場 合 ニ ハ生 髄 内 二於

ケル 喰 菌 作 用 ノ 「イ ム ペ ヂ ソ」現 象 ハ試 験 管 内現 象 ヨ

リ考 ヘ ラ レル 。

(3)奮 「ツ ベ ル ク リソ」 ヨ リ 「イ ムペ ヂ ンJノ・完 全 二清

失 サ レナ ケ レバ ナ ラ ヌ。(東 京 市療 池 上 抄)

奮 「ツ ベ ル ク リ ン」呂 於 ケ ル 「イ ム ペ ヂ ン」ノ吟味

第 三報 奮 「ツ ベ ル ク リン」ノ含 有 ス ル 「イム ペヂ

ン 」完 全破 却 二 必 要 ナ ル 煮 沸 時 間 ノ研 究

武 野周 一:(日 本 外 科 寳 函第10巻 第5號)

検 査 材 料:

(1)10倍 稀繹 「ツ ベル ク リソ」及 奮 「ツ ベル ク リ ソ」

是 等 ノモ1ハ 第 」儲 ノ如 グツ 〃 ラ レテ キ ノレ。

(2)振 氏100度 二沸 騰 ジ ツ ・アル 重 湯煎 中 ニテ 煮沸

ヌ ル コ ト10分20分 … ・60分 トス。

10倍 稀繹 「ツ ベル ク リ ソ」 ヲ等 分 シ ソ ノ中 カラ第 一 ノ

部 分 ヲ原 液 ト シテ 保 存 シタ 爾 絵 ノ 各 部 分 ヲ振 氏100

度 ノ重 湯 煎 中10分 、20分 、30分 、40分 、50分 、60

分 間 煮 沸 セ リ。

検 査 材 料 ハ沈 澱 潤濁 ヲ見 ズ、「ツベ ル ク リソ」ノ如 ク水

様 透 明 デ ア ル。

検 査 順 序:

家 兎 ノ血 行 内 二於 テH.Suguro氏 法 ニ ヨ リ葡萄 状 球

菌 ノ普 殖 喰 菌作 用 二封 シテ 槍 査 材 料 ノ影 響 ヲ検 査 シ

タ、 次 ノ檬 ナ結 果 ヲ得 タ。

(1)傳 研 製 コッホ 氏 葛 「ツ ベ ル ク リ γ」ノ適 當 ナル消毒

後 モ爾 「イ ムペ ヂ ソ」ハ消 失 シテ ヰ ナ イ。 此 ノ 「イ ム^

ヂ ソ 」ヲ破 却 ス ル ニ好 適 ナル 煮 沸 時 間 ノ・20分 乃 至30

分 ナ リ。

(2)原 「ツベ ル ク リ ソ」トコv二 更 二20分 間煮 沸 シテ

「イ ムベ ヂ ソ」 ヲ完全 二 破 却 セ ル モ ノ トヲ比 較 ス ル ニ

ソ ノ抗 原 性 能 動 力 ノ・喰 菌 子 数 ニ テIOOgblS1ノ 比1'ナ

リタ リ。

(3)20分 間 煮 沸 セル 「ツ ベル ク リ ソ」 ノ際 ニ ハ毒 カ バ

カヘ ツ テ減 弱 セ ラ レル 、 叉20分 煮 「ソ ベル ク リソ」ノ

際 二 ・・白血 球 過 多 が減 少 セ ル ヲ認 ム。

(4)コ ッホ氏 茜 「ツ ベル ク リ ソ」ヲ使 用 スル ニ當 リテハ

掘 氏100度 二於 テ20分 乃 至30分 煮 沸 シテ 以 テ完全

二 「イ ム ペ ヂ ソ」 ヲ破 却 シ然 ル 後 二使 用 ス ベ キモ ノナ

リ、 原 「ツ ベ ル ク リソ」ノ・20分 煮 「、ッ ベル ク リソJ二 比

ス レバ ー面 毒 力 大 ニ シテ 他面 抗 原 能 力 小 ナ ル モ ノナ

リ。
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(5)落 「ッ ベ ル 〃 リソ」 ノ・鳥潟 氏 「イム ペ ヂ ソ」設 ニ ヨ

リテ ノミ説 明 可 能 ニ シテ之 レヲ他 ノ 理 由 ニ ヨ リ求 ム

ル事 能 ノ・ズ。(東 京 市 療 池 上 抄)

奮 「ツ ペ ル ク リン」(傳研)二 含 有 セ ラ レタ ル 「イ ム

ペ ヂ ン」ノ抗 腸 「チ7ス 」菌 特 殊 冤疫 疑 集 素 産 生 二

及 ボ ス 影 響

武 野周 一:(京 都 帝 國 大 學 署 學 部 外 科 學 敏 室)(日 本 外

科 甕 函、 第10巻 、 第5號 、 昭 和8年)

(1)薄 「ツベ ル ク リソ.1ノ・傳染 病 研 究 所 製造 ノ モ ノニ

シテ之 ヲニ 分 ジ、一 ノ・原 液 ト シ他 ハ掘 氏100度 二沸 騰

シツ ・アル 重 湯 煎 中 ニテ20分 間 煮 沸 ス。 原,煮 「ツ

ベル ク リソ」ノ、共 二沈 澱 溜 濁 ヲ呈 セ ズ。

(2)腸 「チ フス」豫 防 「ワ ク チ ソ」ノ・傳 染 病 研 究 所 製 ノ

モ ノ ヲ使 用 セ リ。

健 常家 兎 ヲ3頭 宛1群 トナ シ、 各 家 兎 ノ 静 肱 内 二腸

「チ フス」豫 防 「ワ クチ ソ」ヲ0 .5蝿 、原 「ツベ ル ク リソ」

及20分 煮 「ツ ベル ク リ ン」ヲー 定 量 注 射 シ、 注 射 後5

日 目、10日 目、15日 目、20日 目、25日 目 二家 兎 血 清

二就 キ腸 「チ フス 」菌 二i封ス ル 凝 集 償 ヲ検 セ シ ニ次 ノ

如 キ成 績 ヲ得 タ リ。

1)血 中抗 腸 「チ フ ス」菌 凝 集 素 ・・20分 煮 「ツ ベル ク

リン」二於 テ ノ・原 「ソ ペル ク リソ」ヨ リ遙 カ ニ多 ク生 成

サ レル。

2)凝 集素 ・・實験 量1.0蛭 二於 テ注 射 後10日 目 二於

テ最 大値 二達 ス、 此 最 大 値 ノ・20分 煮 「ソ ベル ク リソJ

ニテ・・3200倍 、原 「ツ ベル ク リy」 ニ テ ・・2067倍 、 封

照食 盤水 ノ ミニ テ ノ・1733ニ テ表 ・・ル 。

3)實 験 量0・5蝿 ヲ使 用 スvバ 原 「ツ ベ ル ク リソ」ノ凝

集素 生成 ・・促 進 サ レズ、寧 口正 常 以 下 二抑 制 サ レル 、

帥 チ封 照 食 瞳水 ニ テ ・・2000、 原 「ツ ベ ル ク リ 》・」 ニ テ

ハ1267ナ リ
。

4)實 験 量1・5蝿 ヲ使 用 ス レバ原 「ツ ベル ク リ ソ
」 ヲ

注射 セノ嫁 兎 ニ アツ テ ・・髄 重4一均33grノ 減 少 ヲ、20

分 煮「ツ ベル ク リソ」ヲ注 射 セル 家 兎 ニ アツ テ ・・95gr

ノ壇加 ヲ見 ル、 コ レニ ヨ リ原 「ツ ペル ク リン」 ノ・撮 氏

100度 ニ テ20分 煮 沸 セ ノレ20分 煮 「ツ ベ〃 リソ
」二比

シ毒力 大 ナ ル ヲ知 ル
。

5)生 髄 内叉 ハ 試験 管 内 二於 テ 喰 菌 作 用 能 力 ノ大 小

ハ直チ ニ免 疫 獲 得 ノ大 小 ヲ意 味 スル
、之 ハ特 殊凝 集 素

.ノ生成 ノ際 二於 テ見 ラ レル。(東 京 市 療 池 上 抄)

結棲 冤 疫 元AO=於 ケ ル 「イム ペヂ ン」ノ吟 味

第 一報 試 験 管 内喰 菌 作 用 ヲ指 標 トセ ル場 合
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武 野 周 一:(京 都 帝 國 大學 馨 學 部 外 科 教 室)(日 本 外 科

寳 函 、第10巻 、 第5號 、 昭 和8年)

1)AO有 馬研 究 所 製 造 ニ カ ・ル 「AO」第3號 ノ多 数

ノ内 容 ヲ滅 菌 小 試験 管 二集 メ、コ レ ヲ等 分 ス ル 、 ソ ノ

第1ノ 部 分 ヲ原 「AO」bシ ソ ノ儘保 存 ス ル 。

2)20分 煮 「AO」 「AO」 ノ第2ノ 部 分 ヲ撮 氏100度

二 沸騰 シツ ・アル 重 湯 煎 中 ニ テ20分 間 煮 沸 シ、 コv

ヲ20分 煮 「AO」1・ シ テ保 存 ス ル。20分 煮 「AO」 ・・潤

濁 、 沈 澱 ヲ示 サ ズ。

ライ ト氏 法 二依 リ、葡 萄 状 球 菌 二i封ス ル正 常 ナ ル 試験

管 内喰 菌作 用 ガ同 一條 件 ニテ 「AO」及 ビ20分 煮 「AO」

一 ヨ リ如 何 二 促 進 サ セ ラ ル ・カ ヲ比 較 セ シニ次 ノ如

キ成 績 ヲ得 タ リ。

の20分 煮 「AO」 ・・試験 管 内 二於 ケル 葡 萄 状 球 菌 二樹

ス ル正 常 喰 菌 作 用 ヲ 「AO」 二比 シ遙 カ ニ促 進 スル 。 最

大 喰 菌 作 用 ヲ呈 セ ル 場 合 ノ喰 菌 子 鍛 ハ 「AO」 一一於 テ

53.6、20分 煮 「AO」 ニ テ71即 チ共 ノ比 ノ・100:132ナ

リ。

3)叉 「AO」 ハ「イムkヂ ソ」ヲ多 ク含 有 ス ル 故 二 「イム

ペ ヂ ソ」ヲ除 去 ス ル様 改 良 サ レネ バ ナ ラ ヌ
。

(東 京 市 療 池 上 抄)

結 核 冤 疫 元 「AOj二 於 ケ ル 「イ ム ペ ヂ ン」ノ吟味

第二 報 動 物 膿 内喰 菌作 用 ヲ指 標 トセ ル 場 合

武 野 周 一:(日 本 外 科 寳 函第10巻 第5號)

第 一 報 二 於 ケ ル 實験 材料 二就 キH.Suguro二 依 リ、

更 二健 常 「モ ル モット」ノ血 行 中 二於 テ行 ナ ノ・ル ・葡 萄

状 球 菌 二i封ス ル正 常 ナル 喰 菌作 用 ヲ促 進 セ シメル 能

力 及 ビ ソ ノ 白血 球 増 加 症 叉 ノ・白血 球 減 少 症 ヲ惹 起 ス

ル 特 性(毒 力)ヲ 槍 シ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ。

(1)「AO」 ハ之 レヲ振 氏100度 ニ テ煮 沸 ス ル コ1・ニ ヨ

リ僅 カ ニ毒 力 ヲ減 ズ ル モ ハ 如 シ。

(2)之 二封 ン 「AO」 ノ抗 原 能動 力 ノ・撮 氏100度 ニ テ20

分 煮 沸 スル コ トー ヨ リ著 シク 塘 大 ス 、之 レノ・循環 ス ル

血 液 中 ニ テ行 ナ ハ ル ・葡 萄 状 球 菌 二蜀 ス ル喰 菌 作用

ヲ促 進 ス ル コ トニ ヨ リテ詮 明 サ レ・ル。

(3)喰 菌作 用 ノ最 大 係 数(値)ノ ・「AO」 ニ テ ノ・9.3、20

分 煮 「AO」 ニ テ ノ、10。7ナ リ。

(4)「AO」 ・・多 量 ノ「イ ムペ ヂ ソ」ヲ含 有 シ ソ ノ爲 二抗

原 能動 力 ハ毒 力 ノ増 加 ニ ヨ リ著 シク減 弱 サ レル。

(5)結 核 菌 ヨ リ自然 二作 ラ,レ ・抗 原 ナ ルrAO」 ・・「イ

ムペ ヂ ソ」ヲ含有 セ ザ ル ニ至 ル ヤ ウ改 良 サ レネバ ナ ラ

ヌ。(東 京 市 療 池 上 抄)
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結核 冤疫元 「AO」二於 ケル「イムペヂ ン」ノ吟味

第 三報rAO」 ノ含有ス ル「イム ペヂ ン」完全破却

二要スル好適煮沸時間

武 野周一:(日 本外科賓函第10巻 第5號)

i嚢二述 ベタルrAOJヲ 大 ナ7レ重湯煎 中ニテ10分 ・20

分、30分 、40分 、50分 、60分 、90分 及 ビ120分 間煮沸

シ、其各 々ヲ20分 煮 「AO」・…120分 煮 「AO」1・ス。

成績 ノ・次 ノ知 シ。

(1)rAO」 ・・之vヲ 振・氏100度 ニ テ煮沸ス ルコ トニヨ

リソノ抗原 能動力 ノ・漸 次壇大 セ リ、之1!・・試験管 内一

般 喰菌作用 ヲ促進 セ シメル コ トニ ヨリ詮 明セ リ。但

シ煮沸時間 ノ・30分 迄 シ30分 以上120分 以下 ニ テハ

抗原能動力 ノ・漸次減少 シタ リ。

(2)rAO」 ヨ リ其 ノ「イムベ ヂy」 ヲ完全 二除去 シ、叉

抗原能動力 ヲ完全 二復活 セ シメルニノ・30分 ヲ必要b

セ リ。 コ ノ結果 ノ・諸家 ノ夫 レ トー致ス。

(3)試 験管 内二於 ケ)L/抗原能動 力 ノ最上 ・・動物髄 内

二於 ケル免疫元性能動 カ トー致 ス)1/、故 二30分 煮 ハ

原 「AO」二比 シ免疫上有 敷 ナル ノ・確實 ナ))。 而モ毒力

ノ・煮沸 ニ ヨ リ増大 スル コ トナ 久 寧 ロ第 二報 二述 ベシ

如 ク減 弱 セ リ。

(4)rAO」 ノ「イムペヂ ン」ヲ除去 スルコbノ・絶封 二必

要 ナ リ。(東 京市療 池上抄)

結核性胸團寒性膿砺 ノ手術方 法二就 テ

武野周 一:(日 本外科寳 函第10巻 第5號)

結核性胸 園寒性膿瘍 トノ・多 クノ・髄壁肋膜結核一部分

ハ肋骨又 ・・肋軟骨 「カ リエス」二基 因 ス ル胸壁 ノ寒性

膿瘍 ナ リ。 結核性胸 園寒性膿瘍 二i封スル外科 的療 法

二就 テ・・1924年 伊藤肇博士 ニ ヨリ新法 ガ提 唱サvテ

以來本敏 室 二於 テ・・同法 ヲ探用 シ現在 二至 ソ リ。本

敏室 ノ探用 セル 方 法ノ・從來 ノ手術 創 ヲ全然 開放性 二

威 置セル ト異 リ閉鎖縫合スル モノナ リ。

次表 二於 テ雨方法 ニヨ リ庭置 セル各 々100例 ヅツニ

就 キ ソノ成 績 ヲ比較 シ閉鎖術 式 ノ著 シ〃卓越 セル ヲ

ミタ リ。

閉鎖術式(100例)開 放術式(100例)

男68例 男71例

女32例 女29例

1術 後10日 以内 二於 ケル完全治癒

39%(P.P.)0%

皿 術後1ケ 月内外 二於 ケル完全治癒

4・%{llzp・'・28%

録 【第15巻

皿

7%

IV再 手術 ヲ要 セ シモ ノ

14%

要 スルニ術後1ケ 月内外 ニテ ノ全治例

79%28%

術 後長 期間(約2ケ 月)ヲ 要 セ シ全治例

32%

40%

(東京市療 池上抄)

尋 常性 狼 瘡 ノ稀 有 ナ ル 獲生 部 位

Dr.1.G.Simonu.Dr.S.A.Syrkin:Seltene

LokalisationdesLupusVulgaris.(Dermat.Wschr.

Bd.103,Hfte30,S.1019,1936.)

尋 常 性 狼 瘡 モ他 ノ皮 膚疾 患 ト同様 一 好 獲 部位 ナ ル 毛

ノガ ア リ、共 好 壁 部 位 ト シテ多 ク ノ學 者 ニ ヨ リ認 メ ラ

レタ ル局 所 ・・顔 面 殊 二鼻 部 デ ア リ、稀 二四肢 極 メ テ稀

ニ ハ幅 幹 デ ァル。 モス コ ー狼 瘡 病 院 二 於 ケ ル 統 計 ハ

2000例 中顔 面」60%、 四 肢24%。 躯 幹16%デ アル。

頭 部 有 髪 部位 並 二 外 陰 部 ノ・尋 常 性 狼 瘡 二 取 ツテ ハ極

メ テ稀 有 ナル 肇 生 部 位 トサvテ 居 ル。Glasbovsky馬

ハ全 勇 ノ皮 膚 ノ外 二 頭 部 有 髪 部 位 二 登 生 セ ル 症 例 ヲ

報 告 シ、Rikke氏 ノ・周 園 ノ狼 瘡 が有 髪 部 位 二据大 シタ

例 ヲ報 告 ジテ居,レ。Darier民 ハ 手掌 、足 蹴 、躯 幹 殊 二

頸 部 有 髪 部 位 ノ・狼 瘡 二i封 シ テ 免 疫 ヲ有 シテ居 ル ノデ

ア ロ ウ ト述 ベ テ居 ル。

外 陰 部 ・・Rikke,LewandQvsky垢 等 二俵 レバ極 メ テ

稀有 ノ部 位 トサvテ 居 ♪レ。Odra氏 ・・Vulva二 壁 生

シタ狼 瘡 ノ症 例 ヲ報 告 シ、Folk氏 ハ 包 皮 二壁 生 セ ル

1例 ト穂 頭 二雪 生 セ)v1例 ヲ報 告or、 共 二光 線療 法 ノ

卓 数 ノア ツ タ事 ヲ記載 ヴ テ居 ル。VanVeno氏 ・・153

例 ノ尋 常 性 狼 瘡 患 者 ノ中4例 頭 部有 髪 部 位 ヲ、3例 ノ

男 子 二於 テ ハ外 陰 部 二登 生 セ ル 症 例 ヲ報 告 ジ テ居 ル。

最 近10年 間 二於 ケ ル 三ZL三 二二狼 瘡 病 院 二於 ケ ル統 計

デ ノ・箪 濁 二頭 部 有 髪 部位 二 限 局 シタ 狼 瘡 ハ見 ラ レナ

カツ タ ガ、1例 亀 頭 二表11タ 例 ガ ア ツ タ。

所 ガ最 近4年 間 二於 テ(モ ス コー狼 瘡 病 院)吾 々ハ7

例 他 ノ勇髄 ノ部 位 ノ外 二 頭 部 有 髪 部 位 二 表 レタ症 例

(皆 男 子)ヲ 経 験 ・y、4例(皆 男 子)二 於 テ他 ノ勇 髄 ノ部

位 ノ外 二陰嚢 並 二 包 皮 二 表 レタ 尋 常 性 狼 瘡 ノ症 例 ヲ

経 験 ヅ、爾2例 ノ婦 人 二於 テ ハ右 側 腰 部 ノ外 右 側 大陰

唇 二螢 生 セ ル狼 瘡 ヲ経 験 シタ。

吾 々ノ・14年 間 二 於 ケル2500例 ノ内 頭 部有 髪 部 位蚊

二外 陰 部 二來 ル尋 常 性 狼 瘡 ノ 比 較 的少 キ ヲ 見 タ。 何

故 禺 頭 部 有 髪 部 位 蚊 ・一外 陰 部 ハ 尋 常 性 狼 蜜 ガ 少 イ
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カ ト云 フ問 題 二va・yテ ノ・今 日迄 不 明 デ アル 。Darier氏

ノ・頭 部有 髪 部 位 二關 シ テ ノ、特 別 ノ冤 疫 ガ ァ ル/デ ァ

ロ ウ ト述 べ、Lewandovsky氏 ノ・特 別 ノ解 剖 學 的 構 造 ヲ

原 因 トシテ暴 ゲ テ居 ル』 實際 頭 部 有 髪 蔀 位 蛇 二外 陰

部 二於 ケ ル皮 下血 管並 二 淋 巴管 ノ 構 造 ・・他 ノ均髄 ノ

部 分 二比 べ テ 特 有 デ アル事 ・・事 實 デ アル。 爾 外 傷 二

掛 シテ比 較 的 保 護 サ レテ屠 ル 場 所 ト云 フ事 が原 因 デ

アル トモ考 ヘ ラ レテ 居 ル。 實 際 吾 々 ノ最 後 ノ2例 二

於 テ ・・外 傷 二依 ツ テ搬 痕 ヲ生 ジ、次 デ定 型 的尋 常 性 狼

癒 ヲ生 ジテ 居ル 。(千 葉 醤 大 皮 膚科 齋 藤 抄)

小 見 出 血 性 潰 瘍 性 粟 粒 結 核

Dr.JenoFollmann:Tubereulosiscutismiliaris

ulcerosahaemorrhagicainfantum(Dermat。Wschr.

Bd.103.Nr.31S.1061,1936.)

本症 例 ・・臨 林 的 、 組 織 學 的、蛇 二細 菌學 的 根糠 カラ診

断 ヲ確 實 ニ シタ モ ノデ ア ツテ其 大 様 ヲ述 ベ ソ ト ス。

既 往症:生 後4ケ 月 ノ乳 見 デ ア ツ テ、 生 後2ケ 月 ノ

頃 背部 蛇 二胸 部 二雲 疹 ヲ生 ジ、ソ レガ数 日 ノ内 二全 身
ヴ

ニ蔓 延 シタ。1週 間 前 ヨ リ安 眠 セ ズ、4日 前 ヨ リ登 熱

シタ家 族 ノ内 二・・結 核 二侵 サ レ・タ ル モ ノガ多 イ 。

現 在症:一 見 貧 血 シタ敗 血 症 標 ノ状 態 デ アル 。 内景

ニ ハ異 常 ヲ認 メ ナ イ。 皮 膚 ノ色 ・・多 様 デ アル。 嘔 幹 、

項 、頭部 有 髪 部 、 四肢 ノ屈側 面 二 ・・無 倣 ノ密 集 セル、

針 頭 大 カラ、 扁 頭 大 ノ、 境 界 ノ明 カナ、多 〃・・形 ノ丸

イ、微 紅 色 ノ、2-3mm深 ク表 皮 ノ露 出 シタ、 一 部 分

簸 痕 ノ アル 獲 疹 ガ アル。 組 織 鉄 損 ノ、互 二 融 合 シ網 状

ヲナ シテ居 ル。 組 織 鉄 扱 ノ部 分 ノ・林 檎 ノ「ヂェリー 色

ヲ呈 シ眞皮 中 ノ 血 管 ヲ透 見 ス ル。 健 康 皮 膚 二於 テ ・・

黍粒、 大 カラ 扁頭 大 ノ、青 紅色 ノ丘 疹 が散 在 シ、或 ル

モ ノ・・中 心膿 庖 ト化 シテ居 ル。

手掌 、足蹴 二 ・・無 藪 ノ黍 粒 大 カ ラ麻 實 大 ノ健 全 ナ表 皮

二被 レタ、 濃 青 紅 色 ノ指 腿 二 依 リ槌 色 シナ イ、 扁ZF

ナ、 多 少 隆 起 シタ、丸 イ出 血 性 ノ病 竈 が アル 。 粘 膜 ノ・

健 康 デ頭部 有 髪 部 位 一 ・・膿 痂 彦 が ア ル。 淋 巴腺 ノ・小

豆 大。

尿 正常。 ヱ 氏 反 慮 陰 性。血 液 蚊 二皮 膚 ヨ リ特 殊 ノ細 菌

ヲ詮 明 セ ズ。 髄 温39-40.3。C位 。

組織 學 的 二 ・・背 部 ノ皮疹 ノ・各 種 ノ時 期 的攣 化 ヲ示 シ、

表 皮刺 状 細 胞 層 二於 テ ハー 部 分 破 壌 サ レ、細 胞 核 ノ・染

色 悪 〃、 原 形 質 ハ 塊 状 トナ リ、 細 胞 間 隙 ・・疎 懸 トナ

ル。病 攣 ノ進 行 シタ モ ノ ノ・多 数 ノ表 皮 様 細 胞 が眞皮

中 二寝 潤 ジ、其 中 二淋 巴球 蚊 二結 締織 細 胞 ヲ混 ジテ居
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ル 。 爾 一 層 病 墜 ノ進 行 シタ モ ノ ・・、結 締 織 ハ疎 懸 トナ

リ、浮 腫 ヲ呈 シ表 皮 ヲ隆 起 セ シメ周 園 ノ眞 皮 ト ノ間 二

問 隙 ヲ作 ツ テ居 ル 。 豫 痕 組 織 ノ 中 ノ特有 ナ 鮎 ノ・眞 皮

ノ深 層 ノ血 管 が赤 血 球 ヲ以 テ充 満 サ レ、表面 ノモ ノノ・

硝 子 標 胸 ヲ含 ソデ居 ル鮎 デ アノ%

診 噺 上 問 題 トナル ノ・・急 性 白血 病 デ アル が、此 症 例 二

於 テ ・・粘 膜 ノ攣 化 無 ク、 淋 巴腺 腫 脹 無 ク、叉 特 有 ノ血

液 像 モ無 イ。i欠 二 叉 全 均 性 ノ 帯性 庖 疹 モ此 場 合 問 題

トナ ラナ イ。

最 後 二Tuberculosiscutismiliarisulcerosahaemorrh-

agicainfantumガ 考 ヘ ラ レ・ル ノ デ アル ガ、吾 々 ノ症 例

ノ・丁 度 本 症 ニー 致 シテ居 ル。 帥 チ出 血 撒 週 ノ維 過 、化

膿 ノ傾 向、 手 掌 、 足 蹴 ヲ侵 ス事 、 皮疹/多 様 性 、組 織

的 ニノ・特 有 ナ ラザ ル事 、 淋 巴球 浸 潤 、小 血 管 ノ閉 塞 、

全 身 ヘ ノ蔓 延 等 ノ・Tuberculosiscutismiliarisulcerosa

haemorrhagicainfantumヲ 考 ヘ ル。

最 後 二組 織 切片 ノ染 色 ニ ヨ リ組 織 間 隙 ノ中 二結 核 菌

ヲ詮 明 シタ 事 ノ・本 症 ノ診 噺 二最 後 的 決定 ヲ與 ヘ タ.

(千 葉 彊 大 皮 膚 科 齋 藤 抄)

紅 斑性 狼 瘡 ノ金 療 法

Wright:Gold:compoundsinlupuserythematosus

(Arch.ofDermat.Vol.33.No.3.p,413,1936.)

余 ノ・金 製 刺 殊 二Goldnatriumthiosulphat.ヲ 以 テ76

例 ノ紅斑 性 狼瘡 ヲ治 療 シタ。

共結 果28例(37%)・ ・全 治 シ、26例(34%)・ ・殆 ド全

治 シ、13例(17%)ノ ・輕 快 シ、9例(12%)・ ・未 治 二終

)ソタ。

全 治 セル 患 者 ノ内再 獲 ノ有 無 ヲ 見 ル ニ2例 ノ・7年 間 、

2例 ・・6年 間 、2例 ・・5年 間 、最 後 ノ3例 ・・4年 間再

獲 シナ イ。

全 治 二要 シタGoldnatriumthiosulphatノ 全 量 ノ・最 少

12mgr.カ ラ最 高2.750mgr.迄 デ アル 。

76例 中13例 即 チ17%・ ・病 竈 が 全 治 或 ノ・一 部 分 治 癒

シタ 後再 登 ヲ生 ジタ。 ソ シテ 或 ル者 二 於 テ ハ 爾 治 療

ヲ績 ケ ル事 二依 ツ テ 全 治 シ或 ル 者 二於 テ ・・治 療 ヲ績

ケル 事 ガ出 來 ナ カツ タ。

全 患 者 中19例 即 チ24%二 於 テ ・・金蜘 二 依 ル副 作 用

ヲ認 メ タ.最 モ普 通 ノ 副作 用 ・・狸 紅 熱 様 ノ皮 疹 デ ア

リ、全 燈 デ8例 ア ツ タ。 外 國製 卍,ヲ用 ヒ全 均=i彌 蔓 性

ノ號 疹 ヲ生 ジテ死 亡 シタ例 ガ1例 ア ル。

(千 葉 署 大皮 膚科 齋 藤 抄)

紅 斑性 猿 瘡 ノ原 因



314 抄 録 【第15巻

ClydeLCummer:Etiologyoflupuserythematosus

occurenceintheNegro.(Arch.ofDermat.Vo1.

33.No.3.p.434,1936.)

Cleveland二 於 ケ ル4ケ 年 牛 ノ統 計 ヲ 見 ル ト紅 斑 性 狼

瘡 ハ 白人 ト黒 人 ト ノ間 二 驚 ク 可 キ 差 異 が ア リ テ 、 白人
コリご

ハ黒 人 二比 ベ テ 非 常 二 多 ク 紅 斑 性 狼 瘡 二 侵 サ レル。

FOXu.Hazen雨 氏 ノ統 計 ヲ加 算 ス ル ト白人 ノ・黒人 ノ

約 二 倍 紅 斑 性 狼 瘡 二 侵 サ レル。 然 シナ が ラ 黒 人 ノ・一

般 二他 ノ結 核 二 侵 サ レル 事 ハ 多 イ ノデ ア ル。 此 鮎 二

關 シ次 ノ事 ガ考 ヘ ラ レル。

紅斑 性 狼瘡 ハ結 核 トノ・何 等 ノ因 果 關 係 が無 イ カ或 ノ・

ア ツ タ ト シテ モ極 ク少 イモ ノデ アル。或 ・・黒 人 ・・日光

光線 ノ作用 ノ爲 二強度 ノ皮膚色素 ヲ持 ツテ居 テ共爲

二白人 ヨリハ皮 膚 ノ抵抗 が強 イ ノデアル トモ考ヘラ

1!ノVo

白人並 二黒人 ノ以上 ノ統 計 ノ・同檬 ノ経濟 的、衛生的立

場 ヲ考ヘ ラ レテ居 ル。

紅斑 性狼瘡 ノ・白人 二於 テモ黒人 二於 テモ全 ク同 ジ様

ナ年 齢 二於 テ、叉 同 ジ檬 ナ症 状 ヲ呈 シテ表 レテ居ル。

唯黒人 二於 テノ・炎症 ノアル場合 ニノ・暗黒 色デ アリ、輕

快 シテ行 ク場合 ニノ・色 素脆出 ヲ來 タ シテ周園 ノ健康

皮膚 二比 シテ極 メテ著明 デア リ、白人 二於ケル ヨ リ輕

快 シテ行 ク標 ガ明瞭 デアル。

(干葉馨大皮膚科 齋藤抄)

一 般 學 術 雑 誌

滲 出性 肋膜炎二就 テ

Hochstetter:(Mtinch.med.Wschr,Nr.46,1936.)

滲 出性肋膜 炎 ・・原 因 ・・今 日 デ・・大部分結核性 ト考ヘ

ラt・、年 齢ノ・15歳 乃至25歳 就中21歳 力"大多籔 ヲ占

メ且女 子 ヨリ男 子二多 イ。 風邪 ・・誘 因 トナル コ ト多

ク、飲酒 ノ・勇髄 ノ抵 抗 ヲ弱 メル。

病 理學 的 ニへ(1)小 見 二稀 ニ ミル初感染 二縫 績 シテ

起ル モ ノ、(2)特 別 ナ肺病 竈 が蟹見 シ難 クテ起ル モ ノ

(帥結 核初期症状 トシテ血行性 二起 リ肺 ノ原 獲竈 ノ・不

明 ノ事モ ア リ、從來特殊性 ト構 セラ レタガ滲出液 ニノ・

培養 叉 ハ動物 試験 デ50%二 結核菌 ヲ謹 明 シ、 稀 二粟

粒結核 トナルモ ノモ アル)。 更 二(3)肺 結核 二件 フ肋

膜炎 がアル。

症候學 デ・・稀 二・・「ヘル ベス」ヲ件 ヒ悪寒鞠 票デ初 マ

ル モ ノがアル。 通常、胸側痛、倦 怠感 、盗 汗、微 熱、

盤 重減少、咳漱等前騙症状 ガ ア ル。 熱型 バー定 シナ

イ。 關節痛及結 節性紅斑 ヲ件 フモ ノモ アル。

理學 的症状 デ注意 スベキノ・鎮骨下及 背上部 ヲ注意 シ

テ肺病竈 ノ有 無 ヲ確 メル事 デアル。叉喀疾検査 ハ組織

破壌 が有 レバ量ノ・少 〃テモ結核菌 ノ数=が多 イカラ重

要 デアル。

沈降速度 二就 テ・・解 熱 シ全 勇症状 が輕 快 シテ、伺 ホ長

ク促進スル場合 ノ・肋膜 外 ノ結核就 中肺結 核 ヲ考ヘ ル

事 が必要 デアル。血液像 二長 ク中性 白血球墳 ジ又 左

方 移動 ヲ起 シテ居 ル時 モ肺 結核 ヲ注意 スル。

ピルケー氏反慮 ・・大人 デノ・意味 ガナ イ.叉 有 熱時 二施

行 スル ノ・・禁 忌 デアル。

循環系 ノ検査 モ 重要 デ特 二右側疾 患時 二・・注意 ヲ要

・ス ノレo

鑑 別 ノ際注意ス ベキノ・、(1)滲 出液 ナ リヤ否 ヤ、叉肋

膜腔 内病攣 ナ リヤ否 ヤ ノ問題 ト、(2)滲 出液 ガ結核以

外 ノ疾 患二件 フモノナラズヤ ノ問題 デ アル。

治療上注意 ス ベキノ・、(1)急 性 期 二治癒 シ且癒著 ヲ出

來 ル丈残 サナ ィ事、(2)肋 膜 外 ノ結核症 ノ合併 ヲ防グ

事 デ アル。

滲出液穿刺 ハ、(1)急 性有熱期 ニノ・歴迫症状 ノ起ツタ

トキノ ミニ行 ヒ、(2)解 熱後 ニハ成 ル可 ク早 ク探ル、

叉(3)穿 刺 シテ 肺病愛 ヲ見ル 目的 デ行 フ。通常牛量

叉 ノ・213量 ノ空氣 ヲ代償 トシテ充盈 スル。稀 二脳 「エ

ソボ リー」ノ危瞼 が アル。 直 チニ頭部 ヲ下 ゲル事ガ必

要 デ アル。 膿胸 ヲ起 セバPregl氏 液 デ洗漁 スル。

肋膜 炎/113ノ ・後 二他 ノ臓 器 ノ結核 ヲ併腰 シ約 ソノ牛

数 ハ死 亡スル。叉肋膜 炎治癒 後 ハ暫時感 冒叉 ノ・「イソ

フル エ ソザ」ノ時 ニハ健康i相談 讐 ノ指圖 ヲ受ル事ガ必

要 デアル。(坂 口内科 岩 田抄)

人工氣胸療法 中止 ノ時期並 二方法

W.Neumann:(Wien.med.Wschr.Nr.41und42,

1936.)

著 者ノ・結核 專門署 が人工氣胸 ヲ徒 ラニ長期反覆 ジ、ソ

ノ停止 スベ キ時期決定 ノ標 準 ヲ有 セズ シテ患者 が中

途 カラ耐 へ得 ズ シテ來 院 シナ イ爲 二、停止 ノ責任 ヲ患

者 二蹄 セ ソ トス ル傾 向 アル ヲ警 ム。

肺結 核治癒 機轄 ノ列定 ハ 困難 デ就 中治癒 ヲ妨ゲルモ

ノノ・ErgussexVacuoデ アル。特 二膿性 ノ場合 ノ危
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険デアル。 コノ滲 出液豫 防 二著者 ノ・「ッベルク リソ」

療法 ヲ併用 スル。

大 ナル滲 出液豫 防 ニノ・先 ヅ4ケ 月入院 ヲ命 ジテ氣胸

ヲ行 ヒ、爾 後ノ・事情 ニ ヨソテハ外來 デ施 行スル。 適量

二 「ソベル 〃 リソ」ヲ用 ヒル ト肺 局所 ノ充血 ヲ生 ジ空

洞及浸潤治癒 二役立 ツ。

小空洞、小浸潤 ノ・冠常氣胸 開始 後3ケ 月 デ消失ヌル ガ

癒著 ガアレバ治癒傾 向 ヲ著 シ〃阻止 スル カラ此 ノ時

期二癒著剥離手術 が心要 デ アル。

良好ナ経過 ヲ取 ル場合 ニハ 著者 ノ・病 竈並 二空洞 ガ小

サケv・バ1年 牛後、比較 的大 ナ レバ2年 後 二氣胸 ヲ中

止 スル。但此 ノ場合 ノ・牛年乃至1年 以上喀疾 中 ノ結

核菌 が陰性 デアル事 ガ必要 デ アル。

氣胸中止後 二「ラッセル」痒痛、漿 液瀦 溜 が起ル事 ガア

ル。著者 ノ・之 ヲ肺 組織 ノー部 ガ膨 脹不全 ニナル爲 ト
ノ

考 ヘ ル。是 等 ヲ防 グ爲 ニ モ氣 胸 中止 後5乃 至6週 間毎

二 「レソ トゲ ソ」検 査 及 喀 疾 検 査 ヲ行 ヒ 繊 維 素 ノ吸 牧 、

炎衝 性 病 竈 治 癒 及 過 敏 症 障 碍 防止 ノ爲 二 「ッ ベル ク リ

ソ」注 射叉 ・・「ア テ バy-一 」Atebin・塗 抹 ヲ績 ケル 。

以 後 ノ・2-3ケ 月毎 二検査 シ更 二1年 ヲ経 レバ年 二1

同 ヅ ・來 院 セ シメ テ 槍 査 ヲ ス ル。 氣 胸 中止 後4年 間

ハ再 燃 ノ催 レガ ア ル カ ラ、氣 胸 中止 後5年 ヲ縄 テ無 事

ナ レバ 完全 治 癒 ト見 倣 シテ 良 イ。 不 幸 ニ シテ経 過 中

滲 出液 ヲ生 ジ更 二膿 性 二攣 ズvバ 、Pregl氏 液 デ洗潅

シ、BtthlauscheDrainageヲ 行 ヒ 叉 油 胸 ヲ 試 ミル ガ

多 〃 ノ・無 敷 デ ア ル。(坂 口 内科 白川 抄)

關 節結 核 ノ治 療 二就 イ テ

F.Strahling:(Wien.Klin.Wsch.Nr.48,1936.)

關 節結 核 ノ治 療 様 式 ニ ノ・太 陽氣 候 療 法(Helioklimatis・

ch)、 物 理 療 法 、 食 餌 療 法 、 光 線 療 法(aktinisch)及 ビ

外 科 的療 法 ガ ァル。

關 節 ノ物 理 的安 静 ト太 陽 氣 候 療 法 ノ 併 用 バー 時 萬 能

的 二行 ハ レタガ病 理 解 剖 學 的 及 ビ細 菌 學 的 二之 が禁 忌

トサV・ル檬 ナ 關 節結 核 モ有 ル 事 ガ明 ニサ レタ ノデ、確

二良 イ療 法 デ ノ・アル ガー律 二慮 用 ス ル事 ノ・出來 ナ イ。

食餌 及 光 線療 法 モ鉄 ク ベ カ ラ ザル モ ノデ ア ル。外 科 的

療 法 ニ ハ 三 ツ ノ 方法 トソ ノ併 合 法 ガ アル。 第 一 ノ・早

期病 竈 切 除(Ph.Erlacher)デ 完 全治 癒 ト再 登 豫 防 ヲ替

ミ得 ル事 ガ多 イガ 高度 ノ不 具 状 態 ヲ作 ル。 第 ニ ノ・結

核 ノ特 異 性 愛 化 が 治癒 セ ル 後 ソ ノ關 節 ヲ都 合/ヨ イ

位 置 二固 定 スル 方 法(A.Lorenz)デ アル。 病 愛 組織 ヲ

電 氣嶢 灼 器 デ 除去 シ同時 二 關 節 固定 ヲ行 フ第 一 法 ト
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第 二法bヲ 併用 スル様 ナ ノモアル(Lexer)、 病攣 ノ内

部 二於 テ骨端 ヲ僅 力切 除 シテ 骨性癒 著 ヲ行 ・・シメル

モ ノモアル(Hass)、 増殖性修理機轄(produktiveRep-

arationsvorgange)ノ 行 ・・レツ ・アル場合殊 二有数 デ

アル。

股關節 デ・・關節外關節 固定術 が行 ノ・レル。

第三 二關節 ノ静止位置(StatischeVerh51tniss)ヲ ナホ

シ、時二 ・・蓮動性 ヲ恢 復セ ソ トスル療 法 がアル が、 手

術 ニ ヨリ後 二害 ノ來 ナ イ標 ニスル コ トガ必要 デアル。

出來 ルダケ短時間 二、 出來 ル ダケ イイ機 能 ヲ 有スル

様 二確實 二治療ヌ ル事 ガ關節結核治療 ノ要諦 デ、治療

法 ノ個 々ノ優秀 ノ・問題 デナク、之 ヲ組合 セ テ極端 二個

人的 二分化 セル方法 ヲbル 事 が重要 デアル。最近10

年 間 ノ反動 トシテ治療界 ノ振子 ノ・今 ヤ外科 的方面 ニ

ム カツテ動 キツ ・アル。

爾注意 スベキノ・局塵 ノ攣 化・・治癒 シテモ ソノ潜 伏性

・・イツデモ破 レウルモ ノデ、ソコニ家 庭屠 ノ必要 ガ産

レテクル コ トデアル。(坂 口内科 葛 谷抄)

満洲 二於ケル結核 ト其 ノ豫防封策概要

戸 田忠雄:(満 洲署學雑誌、第25倦 、第2號 、 昭和11

年8月11日)

著 者 が満大在職 中、關 東局移民術生調査委 員 ノ1人 ト

シテ昭和11年1月10日 新京 二於 ケル 同調査委員會

ノ席上 デロ述 シタルモ ノデ アツ テ、第1章 、在満邦人

ノ結核死亡率 ト日本及 ビ各 國 トノ比較。第2章 、病型

ヨ リ見タル満洲 ノ結核。第3章 、「ッベル 〃 リソ」反庶

ヨ リ見タル満洲 ノ結核。第4章 、満 洲 ノ氣候 ト結核。

第5章 、環境 ト結核。第6章 、満洲 二於 ケル23都 市

路 上喀疾 中 ノ結核菌槍 出率。第7章 、結核豫 防 ノ根本

燈 系。第8章 、満洲 二於 ケル結核豫防事業 ノ8章 二別

チテ所論 ヲ述 ベテヰル。(大 蓮 佐 々抄)

結核菌 、鼠癩 菌蛇 二所謂 非病原性抗酸性菌 ノ濾過

型 呂關 スル實験的研究

占部薫;(満 洲 署學 雑誌、第25巻 、第2號 、昭和11年

8月11日)

表題二關 スル研 究報告 デアッテ線結論 二於 テ次 ノ如

ク述 ベテヰル。 余 ・・結 核菌、癩 菌蛇 二所謂非病原性抗

酸性菌二果 シテ濾過型 ノ存在 スル モ ノナ リヤ 否 ヤニ

關 シテ知 ソト欲 シ、 人型結 核菌、鼠癩菌、蚊 二土壌 系

抗酸性菌 ヲ供試 シテ實験的研究 ヲ途行 シタル結果、結

核菌蚊 二鼠癩菌 ニノ・各 々濾過 型 ノ存在 スル コ トヲ認

メ得 タル モ、所謂非病原性抗酸性蔚 二在 リテハ余 ノ方
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法 ヲ以 テ シテハ其 ノ存在 ヲ詮 明 ジ得 ザ リシモ ノナ リ。

(大連 佐 々抄)

結核 菌蛇 二所 謂非病原性抗酸性菌 ノ抗 酸性 脱却

試験

占部薫:(満 洲馨學雑誌、第25巻 、第2號 、昭和11年

8月11日)

結論 ノミ ヲ抄 ス レバ次 ノ如 シ。

1.温 血動物結核菌 ヨリ・・、 之 ヲ所 謂Hungernahrb・

oden「 サ ポニソ」加培地蛇 二「リゾ1/チ チ ソ」加 培地 二

培養 スル モ、多数 ノ非抗酸性菌 ヲ培養 シ得 ザ リキ。

2・ 然L/ド モ人型、牛型雨結核歯 ヲ0,002-0.006%

・「デス オキ シヒ
ョール」酸曹達加 「グ リセ リゾブ イヨソ」

二培養 スル コ トニ依 リテ、時 二頗 ル多鍛 ノ非抗酸性 菌

ヲ培養 シ得 タルモ 猶少籔 ノ抗酸性 菌 ノ介在 セル ヲ常

二認 ノタ リ。

3.蛙 結核菌蛇 二所謂非病原性抗酸性菌 ヨ リ・・、所 謂

Hungernahrboden「 サ ポニソ」加培地、「デ スtキ シヒ.

一ル 」酸曹達加培地蛇 二「リゾレチチ ソ」加培地 二培養

ヌル コ トニ俵 リテ容易 二 多轍 ノ非抗酸性菌 ヲ培養 シ

得 ラ レタル場合 多 カ リシモ未 ダ完全 二抗 酸性 ヲ脱却

セ シムル ニノ・至 ラザ リキ。

4.同 一菌株 ヨ リ集落解 セ ラレタルS型 憂 異株並 二

R型 愛 異株 二於 ケル非抗酸性薗現数 ヲ比較 スルニ、常

二S型 ノR型 二優 レル ヲ認 メタ リ。

5.所 謂病原性 抗酸性菌 ハ 「サ ポニ ソ」加培 地、1デ ス

オキ シヒョーノレ」酸曹達加 培地蛇 二 「リゾ レチチソ」加

培地 ノ何 レニ於 テ モ特殊獲育状況 ヲ示 ス場合 多 カ リ

シモ、温血動物結核菌 ニ ア リテ・・斯 カル所 見 ノ認 メ ウ

ル コ ト甚 ダ稀 ナ リキ。

6.各 型結核 菌蛇 一所謂非病原性抗酸性菌 ヨ リ得 タ

ル非抗酸性菌 ノ還元培養 ・・容易 ナ リシモ、善通 寒天培

地上 二於 クル共 ノニi欠培 養 ハ不 可能 ナ リキ。

(大連 佐 々抄)

抗 酸性 菌 ノ抗酸性完全脱却法(臭 素法)

橋本 多計治:(浦 洲謄學雑誌、第25巻 、第3號 、昭和11

年9月11日)

著 者 ・・結 核菌及 自然界抗酸性菌 二 「ハ ログ ソ」隔 瓦斯

及 ビ2、3ノ 瓦斯 ヲ作用 サ セテ共 ノ抗酸性 ノ脱却試験

ヲ行 ツテ、臭 素 ニ ヨ リ最 モ完全 二抗 酸性 ヲ脆却 セジメ

得 ル コ,トヲ獲見 シテ、irレ ヲ臭素 法 ト命 名 シテ其 ノ方

法 ヲ獲表 シテヰ ル ノデアル。(大 連 佐 々抄)

結 核菌 ノ培養 二關スル研究

録 【第15巻

其 ノ1瓦 斯護生法 ヲ 感用 セ ル ー結核菌分離培

養法

坪 井治男、井上贋吉:(渦 洲 署學 雑誌、第25巻 、第3

號 、11召禾011年9月11日)

結 核患者 ノ喀疾 ヲ試験 管内 二 酸素 ヲ獲生 セ シムルニ

方法 、炭 酸瓦斯 ヲ獲 生 セ シムルニ方法及從來 ノ方法 ヲ

封 照 トシテ、培養 試験 セル報告 デアツテ其 ノ結論 ハi欠

ノ如 クデアル。

1.肺 結核患者 ノ喀疾 ヨ リ結核菌 ヲ分離培養ヌルニ

當 リ、 簡軍 ナル瓦斯 獲生法 ヲ慮用 シテ酸素及炭酸「ガ

ス〕ヲ號生 セ シメテ結核菌 ノ登 育 二及 ボス影響 ヲ封照

ト比較 セ リ。

酸素 ヲ登生 セ シメタル場合 ノ・結核菌 ノ獲 育 ヲ促進 シ、

比較 的 早期 二菌 ノ集落 ヲ認 メ、且 ツ培養陽性率最 モ高

カ リキ。

3.特 二酸素 甲法 ニテノ・、既 二培養後2週 間 目二於 テ

65.2%ノ 培養 陽性 率(封 照30.9%)ヲ 示 シタル!ミ ナ

ラズ、塗抹標本 ニテ鏡検上結 核菌 ヲ認 メズ。 封照培養

二於 テ陰性 ナ リシ場合 ニモ、陽性結果 ヲ呈 シタル場合

ア リ。

4.炭 酸 「がス」ヲ登生 セ シメ タル場合 ・・培養 ノ後牛

期 二於 テ ハ,機 育 ヲ阻止 セル傾 向 アル モ、 前牛期 二於

テ・・却 ツテ贋 育 ヲ刺戟 シテ菌 ノ集落獲 現 二至 ル迄 ノ

日数 ヲ短縮 セ シメタル モ ノア リ。

5・ 酸素 法及 ビ炭 酸 「がス」法 二依 ツテ駿育 セル集落

或 ハ菌 苔・・S型 化傾向 ヲ示 セルモ ノ多 シ。

(大連 佐 々抄)

在満邦 人結核 統計補 邊

川人定 男:(渦 洲 馨學 雑誌、第25巻 、第4號 、昭和11

年10月11日)

著者等 ・・統計 的観察 ニヨッテ在浦邦人結核死亡率・・

日本 内地 二比 シ甚 シク 高率 デアル ト號表 シテヰル ノ

ニ、同 ジ満大山岡博士等'・夫 レニ反封 ノ所 見 ヲ本誌第

23巻 第4號 ヲ登表 シタ、故 二著 者等 ノ・更二夫v二 封

ス ル反駁 ヲ本論文 二於 テ爲 シテヰル ノデアル(抄 者附

言、雨氏共統 計上 ノ数 ヲ基礎 トシテ論 ジテ ヰル ノデ

アル が、結 核 二關スル統計ハ正確 ナルモ ノヲ得ル コ ト

が難 ク、共 ノ表 レタ数字 二封ス ル解繹 ノ、論者 二依 ツテ

多少相違 が來 ルがタメニ、カ ・ル論夢 が起 ツテヰル如

ク考ヘ ラ レル。何 レモー理 アル所読 デァッテ、満洲結

核撲 滅 ノタメー カ ・ル 研究 が織 登々 表 サ レンコ トヲ

切 望スル ノデアル)。(大 連 佐 々抄)
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診断用 「ツベル クリン」稀程液 ノ保存 卜該 妓債持

績時間 トノ關係

橋本多計治:(浦 洲 馨學雑 誌、第25巻 、第4號 、昭和

11年10月11日)

著者・》表題 二關 シ詳細 ナ 實験 的研究 ヲ行 ソテ共 ノ結

果1000倍 稀繹 「ツベル ク リソ」・・室温叉 ・・氷室内二1

年間保存 シテモ共 ノ診 噺的数債 ノ減退 ハ來 サナ イト

云 フ結論 二達 シテヰル。(大 連 佐 セ抄)

結核家兎 ノ吼欺腺機能 二就テ

橋本多計治:(漏 洲醤學雑誌、第25巻 、第5號 、昭和

11年11月11日)

本研究 ノ結論 トシテ著 者ハ次 ノ如 ク蓮 ベテヰル。

1)コ ッ トマ ン氏 甲状腺機能測定 法 ヲi態用 シ同一家

兎 二就 テ結核感染前後 ノ 甲状腺機能 ヲ測 定 シタル ニ

結核家兎 ハ感 染第3週 時 ニハ 明 カニ機 能昂進像 ヲ呈

シタ。

2)結 核 感 染 第4週 日 二該 結 核 家 兎 ヲ2群 二分 チ、A

群 二連 日甲状 腺 剰 ヲ投 與 シ、B群 ニ ハ1甲状 腺摘 出術 ヲ

行 ヘ バ、結 核感 染 第5週 時 二A群 ・・更 ラ ニ甲 状 腺 機 能

昂 進像 ヲ 示 サ ズ、 却 ツ テ以 後 速 カー 機 能 脆 落 像 ヲ示

シ、B群 ・・摘 出 後1週 間 以 内 ・・甲状 腺 機 能 脱 落 像 ヲ示

シ、2週 以 後 ニ ナ レ・バ恢 復 シタ。

3)コ ノ際 力 ・ル 結核 家 兎 二'ツ ベ ル 〃 リン」皮 内 反

胞、ヲ試 ミ 「ツベル ク リ ソア レル ギー1ノ 強 弱 トコ ッ ト

マ ソ氏 反 磨 上 甲状 腺機 能 昂進 像 ヲ 呈 ス ル モ ノ ト然 ラ

ザル モ ノ トニ ツ イテ 相 比 較 シタ ル ガ 特 異 的 關 係 ノ・認

メ得 ナ カ ツタ。(大 連 佐 々抄)

睡眠 二 因 ル 人膿 獲 汗 ノ攣 動

小 菅武 夫:(漏 洲 署 學 雑 誌 、第25巻 、第6號 、ll召和11

年12月11日)

10名 ノ被 験 者 二就 キ胸 部(温 熱 性 獲 汗 ノ代 表 部)ト 手

掌(精 紳 性 獲 汗 ノ代 表 部)ト ニ於 ケ ル獲 汗 ノ睡 眠 二 因

ル攣 動 ヲ観 察 セ リ。 獲 汗測 定 法 ・・久 野 法 二擦 リ、同時

二 直腸温 及 ビ胸 部 皮 牌 温 ヲ測 定 セ リ。

1.胸 部 ノ登 汗

冬 季 室温 約20度 二 於 テ特 殊 ノ保 温 ヲ行 ノ・ズ シテ睡 眠

一・・ル トキ ・・獲 汗 ヲ起 サ ザル モ、 室温 ヲ凡 ソ29度bシ

普 通 服 装 ノ上 二 毛布 一枚 ヲ蔽 ヒ テ睡 眠 スル トキ ・・、睡

眠 開 始後 凡 ソ30-50分 ヲ経 テ號 汗 ス。 室 温 ヲ凡 ソ32

度 内 外 トナ シ被 験 者輕 度 二獲 汗 シ、叉 ・・獲 汗 二頻 ス ル

状 態 二於 テ睡 眠 セ シムル トキ ・・、獲 汗 ハ睡 眠 直後 或 ノ・

開 始 後5-20分 ヲ経 テ登 現 ス。然 レ ドモ時 トシテ睡 眠
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直 後 一 過 性 ノ獲 汗 減 退 ア リ、 然 ル 後現 ノ・ル ・場 合 ア

リ。

夏 季 凡 ソ30度 ノ室 内 ニテ 睡 眠 セル トキ10名!被 験

者 中9名 ・・悉 ク睡 眠 直後 ヨ リ獲 汗 シ、既 二猶 汗 シ ツ ・

ア リシモ ノノ・其 吊 増 大 セ リ。 唯1人 ノ被 験 者 二 於 テ

ノ・睡 眠 直後 二減 退 シ、 後塘 大 セ リ。

夏 季 二於 テ1時 間 ノ 罷 重 減 量 ヲ 醒 畳 時 ト睡 眠 時 トニ

於 テ比 較 セ ル ニ、 常 二後 菅 二於 テ大 ニ シテ、中 ニ ノ・後

者 ノ量 前 者/2倍 以 上 二達 セル例 ア リ。

以 上 ノ成 績 二慷 レ・パ、環 境 氣 温 高 ク シテ人 盟 ノ獲 汗 性

上昇 セル時 、睡 眠 ス レパ必 ズ獲 汗 シ或 ハ既 存 ノ獲 汗 ノ

量 ヲ培 加 ス。 何 レ ノ場 合 二於 テ モ、直 腸 ニ ハ殆 ン ト攣

化 無 ク、唯 登 汗 セル 後 ・・徐 々 二下 降 ス。 叉 手 指 容積 描

査 法 ニ ヨ リテ睡 眠 時 皮 膚血 菅 ノ墜 化 ヲ槍 査 セル ニ、善

通 室 温 ノ場 合 二 ・・睡 眠 中漸 次 披 張 ス レ ドモ 、高 温 時 二

・・攣 化 セ ズ。 其 ノ他 睡 眠 中直 接 號 汗 反 射 ノ 動 機 トナ

ル ベ キ機 轄 ナ キ ヲ以 ツテ、右 ノ駿 汗 ノ・恐 ラ ク睡 眠 二 因

リ獲 汗 性 ノー段 上 昇 セ ラル ・結 果 ナ ラ ソ。

睡 眠 初期 ノー 過 性 獲 汗 減 退 ノ・共 理 由 明 カ ナ ラ ザ レ ド
　

モ、登汗動機 ノー ナノレ精紳機縛 ガ鎭静スル コ ト或 ノ・共

一因 ナラソ。此 ノ現 象 ヲ呈スル特性 アル 上 記被験者

二就 キ諸獲汗反射試験 ヲ試 ミタル ニ其 ノ反射過敏 ナ

ル コ トヲ孜見 セ リ。

2.手 掌 ノ疲 汗

手掌 ノ號汗 ハ何 レノ實験 二於 テモ睡眠 中減 退 ス。多 ク

ノ場合 二於テ ノ・其減 退 ノ・極 メテ緩徐 ニ シテ醒畳 後徐

徐 二恢 復 スル コ トア リ。 然 ラザル コ トア リー定 セ ズ。

少鍛 ノ場 合 二於 テ・・此 ・登汗 ハ 睡眠 二入 ルヤ急 二減

退 シ、 睡眠期間 中夏 二漸減 シ、醒畳 ト共 二急 二塘進

ヌ。 後者 ノ・手掌登汗量 ノ大 ナル場合 二見ル現象 ナ リ。

是 等減退 ノー因 ・・睡眠 一 ヨル精紳機轄 ノ鎭静 二在 ル

ナラ ン。(大i連 佐 々抄)

諸種護汗藥及制汗藥 ノ数 力試験

柏原啓:(満 洲腎學雑誌 、第51巻 、 第6號 、11C{和11年

12月11日)

本篇 ノ實験 ノ・圭 トシテ卿 干剛、制 汗剤蛇 二内分泌臓器

製刺等 ノ人盤獲汗 二及 ボ ス数 力 ヲ槍 セル モ ノ山 リ。

即 チー定條件 ノ下 二登 汗 ヲ誘起 シ、共登 汗登現時黙、

小局所 二於 ケル汗 量増進 ノ経過及 ビ實験 時間 中 ノ髄

重減少量等 ヲ、正常時 ト藥物投與後 トニ於 テ比較 シ、

是 等 ノ藥剤 ノ人膿汗性 二及 ボス影響 ヲ槍 シ、其 ノ成績

ニ ヨ リテ是等藥刺 ノ数 力 ヲ少り定 セ リ。但 シ藥 齊レ・総
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テ藥 用 量 ノ範 園 内 二於 テ使 用 セ リ。叉 猶 汗 剤 蛇 二内分

泌 臓 器 製 刺 ハ冬 期 二於 テ、制 汗 齊レ・夏 期 二於 テ實 験 ス

ル ヲ原 則 トセ リ。 伺 共 ノ他2、3ノ 局所 制 汗 剤 ノ敷 力

及 ビ猶 汗 剤 、内 分 泌臓 器 製 刺 等 ノ末 梢 作 用 ヲ槍 セ ル モ

ノ ア リ。

1.制 汗 鰯 二在 リテノ・、「ア トロ ピ ン」最 モ其 ノ作 用 強

ク、 食 盤 、酸 性 燐 酸曹 達 等 之 二次 ギ、 精 く著 明 ナ ル制

汗 作 用 ヲ 呈 セ リ。 「サ ル ヴ ィ ザー ト」ハ僅 二其 ノ傾 向

ヲ示 セ ル ノ ミ。 「ギ ネ ル ゲ ン」、 「ア カ リチ ン」、 「カ ソ

フ ル」酸 、 「タ ウゲ ン」等 二殆 ソ ド其 ノ作 用 ヲ認 ムル能

ノ・ズ。

局 所 性 制 汗 剤 二在 リテ ・・、 「オ ドロ ノ」、 「フ ォル マ リ

ソ」等 有 数 ニ シテ、 「ダモ ラ1ニ ハ制 汗 作 用 ヲ認 メ ズ。

2.獲 汗 刺 二在 リテ ノ・、「ビ ロカ ル ビ ソ」最 モ 其 ノ作 用

強 ク、何 等獲 汗誘 起 方 法 ヲ施 ス コ ト無 ク シテ高 度 ノ獲

汗 ヲ惹 起 ス 。 「エ フ=ド リソ」麻 黄 等 ニノ・著 明 ナ ル獲 汗

性 充 進 作 用 ヲ有 ス ル モ、獲 汗 ヲ惹 起 ス ル コ ト能 ハ ズ。

「サ ル チ ル」酸 剤 ニ モ輕 度 ナ ル登 汗 性 充 進 作 用 ア リ。少

量 ノ酒 精 飲 用 ・・冬 期 ニ ア リテ ・・殆 ソ ド登 汗 性 二影 響

ヲ及 ボ サ ザル モ、夏 季 二在 リテ ・・登 汗 ヲ誘 起 シ得 。 大

量 ノ水 ノ飲 用 モ亦 登 汗 性 ヲ充 進 セ シム ル作 用 ヲ呈ス。

亜硝 酸 「ア ミー ル 」モ汗 量堆 加 ノ傾 向 ヲ示 シタ リ。 「ア

ソ チ ピ リ ン」、 酷 酸 「ア ムモ ニ ウム」ニ ノ・何 等 蛋 汗 性 ヲ

元 進 セ シムル 作 用 ヲ認 メ ズ。 「ア セ チ ール ヒ日リ ン」ハ

注 射 局所 二著 明 ナ ル獲 汗 作 用 ヲ呈 スル モ、全 勇作用 ヲ

認 メ ズ。

3・ 内 分 泌 臓 器 製 刺 二在 リ テ ハ 「チ ロ キ シ ン」 ノ・著 明

ナ ル蛮 汗 性 充 進 作 用 ヲ有 ス。「ア ドレナ リソ」ノ・注射 局

所 二輕 度 ノ登 汗 作 用 ヲ呈 ス ル他 、全 勇 作 用 トシテ登 汗

性 ヲ輕 度 二充 進 セ シ ムル傾 向 ヲ有 ス。但 シ共 ノ血 管攻

縮 作 用 ニ ヨ リテ汗 腺 ノ機 能 ヲ制 限 シ、帥 チ温 熱性 獲 汗

ノ汗 量 ヲ減 退 セ シム ル 作 用 ヲ有 ス 。 「ビッ ィ ト リン」

ノ・僅 カニ制 汗 ノ作 川 ア ル モ ノ ・如 ク ナ レ ドモ確 實 ナ

ラ ズ。1イ ソ シュリy」 ・・少 量 ヲ用 ヒ タル 場 合 二於 テモ

輕 度 二登 汗 性 ヲ向 上 シ登 汗 ヲ 容 易 ナ ラ シ ムル 作 用 ア

リ。(大 連 佐 々抄)
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